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　　　思い出の始まり







「コーラをたくさん飲んでゲップを我慢したら……すごいオナラが出るんだろ～～な」

　しゅわしゅわ音をたてるコーラのビンを見つめて、銀ぎん之の介すけはそんな馬ば鹿かなことを呟つぶやいた。

　銀之介の頭の中で、ばふっってオナラして空を飛ぶ自分の姿が思い浮かんだ。

　野を越え山を越え谷を越え街を越え、ばふばふ音をたてながらどこまでも飛んでいく。

　ちなみに、街の人達はばったばったと倒れていく。毒ガス攻撃の餌え食じきになったのだ。

「なに馬鹿なこと考えてんだろ」

　さすがの銀之介も、自分の馬鹿に呆あきれた。

　もう十七歳なのだから、もっと高こう尚しようで知的で哲学なことを考えようって心に決めた。

　相変わらずビンの中ではコーラがしゅわしゅわ言ってる。ほめてあげられるくらい健気けなげに泡あわが弾はじけてた。

　この生まれてはすぐ消えていく泡ってのは、その短い一生の中で何を考えているのだろうか？

　実に高こう尚しようで知的で哲学な疑問だと、銀ぎん之の介すけは一人悦えつに入った。

　そして脳味み噌そを転がした。

　六回転ほど転がった。

　何も思いつかなかった。

　さらにもう六回転させた。

　やっぱり何も思い浮かばない。

　それでもがんばってもう三回転半ほどしてから、銀之介は一言呟つぶやいた。

「オナランピックとかないのかな？」

　やっぱり下らないことしか出てこない自分の頭に、銀之介はちょっとばかしへこんだ。

　ため息一つ吐はき出してから辺りを見やる。

　見慣れた漆しつ喰くいの壁。見慣れたちゃぶ台。見慣れた畳たたみ。見慣れたコーラのビン。

　そう、ここは七しち味みうどん亭ていの二階、七味唐とう子こちゃんの自室なのだ。

　お決まりにも宿題をやってかなかった七味唐子ちゃんは罰ばつとして土曜日の放課後、体育館のモップがけをおおせつかう。で、例のごとくにお手伝いした銀之介は、ささやかなお礼としてここでコーラをご馳ち走そうになってるって訳だ。

　ちなみに、主あるじの唐子ちゃんが何してるかとゆ～～と、コーラのお代わりを取りに先ほど部屋を出て行ったまま、いまだに帰ってこない。

　銀之介としちゃコーラの泡あわと愛を語るぐらいしかやることがなかったのだ。

「たっだいま～～～」

　元気爆発おろなみんって感じに、唐子が戻って来た。相変わらずのソバカスに外ハネの髪の毛がチャームポイントだ。

　ただ、銀之介はちょっと怪け訝げんそうな顔をした。

　どーしてかわかんないけど、唐子が足で襖ふすまを開けて入ってきたからだ。両手は背中の後ろに回されていて見えない。

　しかも何やらとろけた笑みをしっかりと顔に貼はり付けてるのだ。

「えへへへへへ」

「ど～したんだよ。唐子。脳味噌にカビでもふいたのか？」

「えへへへへ」

　唐子は、相変わらずとろけたチーズ笑みを浮かべながら後ろに隠してたものをど～～んと突き出した。

「じゃ～～～ん」

　効果音までおまけにつけてくれた。

　銀之介は突き出された物体をしげしげと見つめてから、口を開いた。

「アルバム？」

「そ───。アルバム、アルバム。いま下に降りたら居間にあったんだ。きっとお父さんが見てたんだよ。なんか懐なつかしくなっちゃってさ。見てよ。ちっちゃい頃のアタシのかわいい姿をさ」

　唐とう子こはちゃぶ台にアルバムをドスンと置くと勢いよく開いた。

「あ──、これ赤ちゃんの時のアタシ。抱だっこしてるのがお母さんだよ」

「ふむふむ、似てるな。外ハネのとことか」

「で、これが幼稚園のアタシ。こっちが小学校のアタシ。これは中学生でこれが高校生のアタシ」

「ソバカスの数は昔っから変わってないようだな」

「気にしてるんだから言わないで。いいの。きっと大人おとなになったらキレイになるんだから」

　唐子はなおも写真解説を続けた。

「これ、去年の文化祭の時の写真ね。隣にいるのは五組の智とも子こ。有志が集まってうどんの屋台出したの。みんなで呼び込みしてさ。青春だったなあ」

　唐子はうっとりとすすけた天てん井じようを見上げた。

「仲良さそうだな」

「うん。あ～～ゆ～～時に友達っていいなって実感するんだ」

　しばし思い出のプールでクロールを泳いでから、唐子は銀ぎん之の介すけに顔を向けた。

「今度銀之介君のアルバム見せてよ」

「いいよ。今度うちに来なよ。見せてあげるから。学校に持ってってもいいし。ただ…」

　銀之介は、最後にこう付け加えた。

「こんな感じに青春色の写真はないよ。って言うか、友達と撮とった写真が一枚もないんだ」

「え～～～。ど～～して？」

　素直な疑問がぶちまけられた。

「銀之介君あっちこっち転校してるんでしょ。だからあっちこっちの青春写真があるんじゃないの？　ど───して友達と写真撮らなかっの？」

　真剣に聞いてくる唐子に、銀之介は少々陰りのある笑みを浮かべて言った。

「後で見て悲しくなるような写真撮ったってどうしようもないだろ」

「どういうこと？」

「例えば、僕がクラスの仲いい連中と写真を撮ったとしよう。そりゃいい思い出の一枚になるわな。でもそのあとに正体がバレる。皆にヒーヒー言われて怖がられる。そして引越しする。そのあとで仲良く撮った思い出の一枚なんか見ちゃった日にゃへこむぞ。うん。とてつもなくへこむ」

　たとえ話のような口調だけど、それがかつてあった事実だってことは唐子はなんとなく気がついた。

「みんながみんなそうだって訳じゃないけどさ、用心のためにって言うかなんて言うかで、友達との写真は極力撮とらないようにしてるんだ。極力」

　銀ぎん之の介すけは笑った。でも明らかにさみしんぼの笑いだった。

「銀之介君」

　しばし、大きな目で銀之介を見つめてた唐とう子こだけど、不意に立ち上がる。

「待っててね。銀之介君」

「あ？」

「待ってて！」

　唐子はそれだけ言うと部屋を飛び出して行った。

「何なんだ、唐子の奴やつ」

　とりあえずそうぼやいてみたけど、答えてくれる人なんている訳がない。

　またコーラの泡あわを見つめるぐらいしかやることのない時間がやって来た。

　さすがにもう泡について哲学するのは飽あきたから、銀之介はぼ───っと窓の外を眺めることにした。

　秋の夕暮れは早い、もうしばらくすれば空の向こうから夕焼け色のカーテンがやって来るだろう。

「思い出か」

　銀之介は、なんとなくその言葉を口にした。

　その言葉がカギだった。

　心の奥のタンスにしまい込んでたいくつかの思い出が、ぽろぽろと零こぼれ落ちた。

　失礼、そんなキレイな零れ落ち方じゃない。

　どっちかって言うと、擬ぎ音おんは「ぼろぼろ」って感じだった。
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「じゃ、そろそろ行くよ」

　ひんやりとした空気漂ただよう山。小さな社やしろがあぐらをかいてた。

　その社の前にて、少女は真剣な顔つきで言った。

　シャワーの水がぴちぴち跳はね返りそうな肌はだ、まだまだ発展途上な体つき、星屑くずがたくさん浮かんでる瞳等々から推測するに、小学校中学年っていったとこだ。右と左で揺れてる三みつ編あみがとってもいい感じにかわいらしい。

「心の準備はいいよね？」

「うん」

　少女の向かい側にしゃがみ込んだ少年は、大きく首を縦たてに動かした。

　やはりこっちも緊張した面おも持ちだ。

　これから何かとんでもないことが行なわれそうな空気が二人をがっちり取り囲んでた。

　雰囲気だけ見れば死者蘇そ生せい装置のレバーを握り締めたフランケン博士に負けてない。

　ただ、二人が挟はさんでる木の切り株にぽつねんと置かれた謎なぞの物体が、せっかくの雰囲気を台無しにしてた。

　ザ・空っぽのどんぶり。

　謎が謎を呼んでもう息をするのもやっとって中、少年は催さい促そくするように言った。

「さ、頼むよ」

「わかった。それじゃいっちゃうからね」

　少年の返事に頷うなずき返すと、少女はおもむろに鞄かばんの中に手を突っ込んだ。

　緊迫した空気と二人三脚しつつ、少女はその手を引き抜いた。

「じゃじゃん！　生卵！」

　どらえもん的な演出で取り出されたのは、つるんとしたごく普通の卵さんだ。

　少女は、目の前で大人おとなしくしてるどんぶりに、生卵を割り入れた。

　少年は、無言でどんぶりを覗のぞき込んだ。

　黄色いお月様がつぶらな瞳で少年を見返す。

　少年はひたすらに、どんぶりの中のお月様と見つめ合った。

　何してんだ？　ってハテナマークがおでこの横っちょにつきそうな奇妙な行為だけれども………当事者達は極めて真剣だった。

　シリアスのエキスの中に三年くらい漬つけ込まれたように、真剣が骨の髄ずいまで染み込んでた。

　少女が手にした小さな時計の秒針が、駆かけ足で校庭を一周した。

「すごいよすごいよ！　一分たったよ」

　少女が華はなやいだ声を上げた。

「おめでとう！！！　銀ぎんちゃん。ついに卵を克こく服ふくしたね！」

　少女は少年の手を取ると、歓喜の声を上げた。

「うん、これで目玉焼きも食べられる」

　少年は、生はえかわり途中で少々風通しのよくなった歯を見せて笑った。

「これもサナちゃんのおかげだよ。いっつも特訓につきあってくれて」

　少年の言葉に、少女、早さ苗なえはぷるぷると首を横に振った。

「違う違う。銀ちゃんががんばったからだよ」

「いや、サナちゃんが手伝ってくれたから」

「違う違う違う！　がんばったのは銀ちゃんだよ。だから銀ちゃんがえらいんだよ」

　堂々巡りの議論は、地球最後の日まで続きそうだった。

　どうやら二人のまだ発展途上な頭でもそこんとこは理解したようだ。

「じゃぁ、二人ともえらいってことでいいじゃん。ね、銀ちゃん」

「そーだね」

　二人はそう結論づけると、気恥ずかしそうに笑い合った。

「さてっと」

　少年はそう節ふしつけて言うと、黒いランドセルからぼろぼろになったノートを引っ張り出した。

『黄色くて丸い物ノート』

　そう書かれたノートを開くと、中には単語が整列してる。

・黄色いピンポン玉・黄色いテニスボール・信号機の黄色・黄色いガムボール・レモンアイスクリーム……。

　それぞれに横棒がびって引かれていた。

　少年は、まだ横棒の引かれてない、卵ってとこにびって横棒を引っ張った。

　そして、ずらりと並ぶ横棒を誇らしげに見つめた。

「すごいな。もうほとんどオッケーじゃないか」

「本当だね。一年前にはまだ棒さんが少なかったのに」

「一年間、サナちゃんが手伝ってくれたから」

「違うってばぁ。銀ちゃんががんばったからなんだよ」

　地球最後の日までは続けたくなかった。

　二人はまたてへへって笑うと、二人ともがんばったってことで落ち着いた。

「あと何が残ってるの？」

「え～～と」

　少年はぺらぺらとノートをめくった。

「あと一つだけ。………あれだけだよ」

「そう。あとあれだけなんだ～」

　早さ苗なえは意味あり気に唇くちびるを動かした。

　盛り上がってた空気が、ほんの少し高度を下げた。

「試してみよっか？　今日、持って来てるんだよ。あれ」

「え～～、家で練習はしてるけど。でも自信はない」

「いいからいいから。案外やってみるとうまくいっちゃうこともあるんよ」

　早苗は、可愛かわいらしくちょっとだけ方言入れてそう言うと、赤いランドセルに手を突っ込んだ。

「いくよ」

「おう！」

　少年はへっぴり腰で気合いを入れた。

「じゃじゃん」

　早苗は手の上にのっけたそれを少年の目の前に突き出した。

　ピンポン玉くらいの大きさで、黄色くて、とってもいい香りをたてる物体。

　きんかんだ。

　少年の瞳が見開かれた。

　少年が人間でなくなるまでに、そんなに時間はかからなかった。

「相変わらず、これだけはダメダメ国のダメダメ王子様だね」

　バツの悪そうな顔でうなだれるオオカミ少年を前に、早苗はため息を吐はき出した。

「ごめんね。サナちゃん」

　垣かい間ま見える牙きばをてからせ、オオカミ少年は謝あやまった。

「どうしてもきんかんだけはダメなんだ。見ちゃったらもうおしまいだ。一秒だって耐えられない。体をびりびりって雷が走って。体中の毛穴がぐわぐわって開いて。歯の根元が痒かゆくなってにょきって伸びて。耳が誰かに引っ張られるようにぐいって痛くなって。気がついたらもうこの姿になってるんだ。はぁぁぁぁぁ」

　オオカミ少年は特大のため息を吐き出した。じっとりとした重みをともなうダークなため息だ。

「大丈夫だってば。そんなに落ち込まないでよぉぉぉ」

　早苗は、オオカミ少年の頭に手を載のっけると優しくなでなでした。

「まだ時間はいっぱいあるんだからさ。一緒にがんばろ。いつか必ずきんかんだって平気になるよ」

「………うん」

　なんか飼い主とペットの心暖まる今週の一枚みたいな光景をしてる時だった。

　ぴくぴくって少年の立派になった耳が小刻みなダンスを披ひ露ろうした。

「あ！」

「どうしたの？」

「声がする。武たけ司し君達の声だ。こっちに来るみたい」

「武司の声！」

　早さ苗なえは瞳を大きくした。

「大変だよ。銀ぎんちゃん。早く隠れて！」

「うん。でもどこに」

「そこの下。早く！」

　早苗は、強ごう引いんに少年を社やしろの縁えんの下に押し込んだ。容よう赦しやなく。力一杯。

　ほぼ時を同じくして、茂みをやぶって少年達の団体が到着した。

　大きな体の少年が先頭だ。大方男子連合のボスって感じだ。

「あ！　早苗じゃね～～か。こんなとこで何やってんだぁ？」

「別に。何やってたってい～じゃない。それよりあんたらは」

「俺おれらはいそ釣づりしに行くとこだ。ここ通ると近道だからな」

「へ～～、いそ釣りか」

「どうしてもってなら一緒に来てもいいぞ」

「行かない」

　早苗は即答で断った。

　早苗の返事が気に入らなかったのか、武司はフンって鼻を鳴らした。

「せっかく誘ってやったのによ。おめえ、よそもんとばっか遊んでるからつきあい悪くなったな」

「よそもんじゃないよ！　もう一年もたつんだから、この村の人だよ」

「よそもんはよそもんだ」

　武司は意地悪く言った。

「それに、この間、俺が鬼ごっこするってさそっても、銀ぎん之の介すけの奴やつやだって言ったんだぜ」

「それは仕方ないよ。だって武司達が遊ぶ広場のすぐ近くにきんかん畑が……」

　早苗は慌あわてて口にチャックした。これ以上開けとくと秘密がこぼれ落ちてしまいそうだから。

　その不自然の塊かたまりのような行為に、武司はいぶかしげに目を細めた。

「おめえ、よそもんといつも一緒にいるからバカ菌が伝う染つったんじゃね～～か？」

「なんですって！」

「だってそうだろ。銀之介の奴バカじゃね～～か。運動だってさっぱり出来ね～～し」

「のろまのろまのろまの銀ぎん銀。バカでのろまの銀ぎん之の介すけ」

　とりまき達もここぞとばかしにこき下ろした。

「何よ。銀ちゃんが本気出したらね。あんたらなんかこってんぱんのぐっちょんちょんのぎったぎたに……」

　早さ苗なえは口を手で押さえた。飛び出しかけた秘密を一生懸けん命めいに押し込んだ。

「何だって？」

「あっはは。何でもない」

　へら笑いで誤ご魔ま化かした。

「とにかく、そんなによそもんがいいんなら俺おれらもう遊んでやんねえかんな。おい、行くぞ」

　取り巻きを引き連れて、武たけ司しは早苗の前を通りすぎて行った。

「も～～、武司の奴やつぅぅぅ」

　少女は、地面に恨うらみでもあるかのように地じ団だん太だをドスドス踏んで悔くやしがった。

「御ご免めんね。サナちゃん」

　縁えんの下からワイルドな顔を突き出し、少年はボソリって謝あやまった。

「僕のせいで…………サナちゃんまで仲間外れにされて」

「いいもん」

　早苗は頰ほおを膨ふくらませると意固地に言った。

「銀ちゃんがいるからいいもん」

　早苗のほっそりとした手が少年の首に回された。そのままペットの犬を抱きしめるようにぎゅって包み込む。

「ふっわふわの銀ちゃんがいるからい～～もん」

　早苗にとっちゃ、ふっわふわの感触を頰ほおに味わってるだけの行為かもしれないが、少年にとっちゃかなり刺激が強かったらしい。

　毛皮の上からもわかるくらい顔を夕焼け色に染め上げた。

　それ以上続けたら、アタマに上った血液がピュ～～って飛び出しそうだ。

「じゃ、じゃあもとの姿に戻るね！」

　少年は早苗のハグハグ攻撃から逃れると、自分の鞄かばんをごそごそとまさぐった。

　取り出されたのは小さな布袋。逆さにされたそいつが吐はき出したのはカラフルな積木。

　少年はかっちゃかっちゃと遊び始めた。真剣にひたすらに熱心に。

　社やしろの石段に腰を下ろした早苗は、目を虹にじ形にして一生懸命な少年を見つめた。

「でも面おも白しろいね。黄色くて丸い物を見ると変身しちゃうなんて」

「僕にとっちゃ面白いなんてもんじゃないんだけどね」

　かっちゃかっちゃしながら少年が呟つぶやく。

「サナも何かに変身したいな。そうだな。鳥がいいな。そしたらどっか遠くへ行けるから。ぱたぱたぱたって羽を動かしてさ」

「僕はもうどこにも行きたくないな。一つの場所でゆっくりと暮らしたいよ」

「そっか。銀ぎんちゃんってばあっちこっち引っ越しばっかしてるんだったんだ」

「うん。この変身がみんなにバレてさ。それで逃げるように引っ越し引っ越し引っ越し」

　少年は、まだまだワイルドな顔を早さ苗なえに向けて、はははって苦笑いしてみせた。

　でもすぐにその苦笑いは消えた。早苗がことのほか真剣な目で自分を見てたからだ。

「大丈夫だよ。誰にも言わない。お父さんにも、みんなにも、学校の先生にも」

　早苗は、石段を飛び降りると銀ぎん之の介すけの毛むくじゃらの手をぎゅいって握り締めた。

　そして、瞳を覗のぞき込むようにして言った。

「銀ちゃんとサナだけの秘密だよ」

「ありがと。サナちゃん」

　少年は照れくさそうにそう答えると、また積木の城作りに戻った。

「そう言えば、最初に銀ちゃんの変身を見てからもう一年もたっちゃったんだ」

「そう言えばそっか。あん時は学校の最初の日で、サナちゃんが迎えに来てくれたんだよな」

「うん、おじーちゃんにね、引っ越してきたばっかの銀ちゃんを学校まで連れてくよーにって言われたんだ。それで一緒に歩いてた時だったよね。道の隣にあったきんかん畑を見ていきなり変身しちゃうんだもん。あんときはサナね、ものすっごいすっごいすっご～～～～～いびっくりしたんだから。びっくりして口から心臓が飛び出しちゃいそうになったんだから」

「こっちだってものすっごくびっくりしたんだよ」

「ど～～してど～～して？」

　不思議そうな顔をする早苗に、少年はぞろりとそろう牙きばを見せた。

「だって、サナちゃん。僕が変身しても逃げなかったから」

「変身したって銀ちゃんは銀ちゃんでしょ。それに」

　早苗はにっこり笑うと、ハッキリとした口調で言った。

「サナね。犬好きだもん」




　　　　　２




　会おお地ち島は瀬せ戸と内ない海にちょこんと浮かぶ小さな島だ。

　人口わずか千人足らず。唯一の特産物であるきんかんを抜かせば、ほとんど自給自足の生活を送ってる。

　日に数度の連絡船。週に一度の大型購買船。それが外とを繫つなぐ唯一の橋となっている。

　駒こま犬いぬ銀之介一家がこの島に引っ越して来たのは、今からちょうど一年ほど前だ。彼が小学三年生の時だった。

　実にその時、八回目の引っ越しである。

　何な故ぜ、引っ越しキングへの道を着々と歩き続けているのか、理由は銀ぎん之の介すけの困った体質にあった。

　ひょんなきっかけで、犬科のほ乳類に変身してしまう体質。

　一言で言っちゃえばオオカミ男って奴やつだ。

　もちろん銀之介の父親もしっかりとオオカミ男しちゃってる訳だけど、やっぱり長年オオカミ男してるだけあってそれなりに制せい御ぎよは出来ている。人前でうっかり変身なんてことはない。

　問題はまだまだオオカミ男としての人生の浅い銀之介君だ。

　満月はもちろんのこと、黄色くて丸いもんをみっけたら即変身。すぐ変身。何が何でも変身変身。

　この島ではもうヘマはしないぞと意気込んでやって来たけど、早速特産物のきんかん見てメタモルフォーゼ。

　しかし、唯一の目撃者はこれまでの目撃者とは違っていた。騒ぎ立てたりせず、それどころか銀之介の黄色くて丸い物克服の手助けなんぞをしてくれたのだ。

　そんなこんなで、多少の問題は残るものの、銀之介は幸せな島生活を楽しんでるのだった。




「元気出してよ。いつかきっと平気になるからさ。また今度特訓しよ。サナがつきあうよ」

　両方のおさげをぶらぶらさせて、早さ苗なえは元気よく声を飛ばした。

　もう数刻もすれば、出勤してたカラスも帰ってくるって感じの空模様。そんな下を、銀之介と早苗は歩いていた。

「そうそう、銀ちゃん聞いた？　怪物の鳴き声事件」

「怪物の鳴き声事件？」

　銀之介は思い切り首を傾かしげた。ただでさえ間抜けそうな顔が余計に間抜けになった。

　早苗は両頰ほおを膨ふくらめた。

「も～～、朝、教室で裕ゆう二じの奴が話してたじゃん。一昨日おととい、怪物の鳴き声を聞いたって」

「聞いてなかった。僕、ぼ～～っと窓の外見てたから」

「じゃ、説明してあげるね。知らないかもしれないけど、裕二の家のすぐ裏がもう山なの。それで、トイレが家の外にあるの。夜中に、裕二がトイレに行こうとしたんだって。そしたら山の方がざわざわっとして、おかしいなって思って山を見たら、なんか鳥が一いつ斉せいに飛び立っていく影が見えたんだって。そのすぐ後、声が聞こえたんだって。おっかない声がさ。こんな感じの」

　早苗は、コホンと咳せき払ばらいするときっちり物マネをして見せた。

「ぎゃるるるるるるるるろおおおん」

　なんとなくその迫力に押されて、銀之介はついぱちぱちと拍手を送った。

「裕二はその声の正体が何なのか確かめようとしたけど、暗くて森の中へ入れなかったから諦あきらめてトイレを済まして眠ねむったって言ってたな」

「すごいな。確かめようとするなんて」

「へへ～～～ん、あんなのウソに決まってるじゃん。本当は恐くて部屋に戻って蒲ふ団とんかぶって震えてたに違いないんだよ。だってサナね、見ちゃったんだ。裕ゆう二じの家の庭に蒲団が干してあるの」

　早さ苗なえはきゃーのきゃーのと笑いころげた。

　銀ぎん之の介すけは内心でちょっとだけ、裕二君に同情した。

　もしも自分が同じ立場だったとしたら、間違いなく蒲団が干されることになったろう。いや、もしかしたらその場でじょんがらじょんだったかもしれない。

　パンツとパジャマのズボンをしとどに濡ぬらして家族に大笑いされてたはずだ。

　なんてったって、ゴキブリと遭そう遇ぐうしてじょびじょば～～ってしてしまった痛い過去を持つのだ。しかもごく最近。

　あの時の家族の笑い声が、今でもしっかりと脳味み噌そのカセットテープに録音されている。早いとこ消去したいけど、誰かがツメ折ってて消えないのだ。

　僕の肝きもっ玉って目め茶ちや苦く茶ちや小さいからなぁ。そういえば肝っ玉ってどんな玉なんだろか？　体のどこに入ってるんだろ？

　銀之介は考えた。彼の知識をフルマラソンさせても、体で玉が入ってるとこはあそこしか考えられない（詳くわしい説明は省く）。

　きっと片方が肝っ玉なんだぞきっと。でもそうすると女の人にはないことになるぞ。それは問題だ。

　あれやこれやと下らなコンテストで入賞しちゃいそうなことを考えてる銀之介に、早苗は茶目っけのある瞳を向けこう言った。

「その怪物の鳴き声ってさ、銀ちゃんのじゃないよね」

「違うよ。僕じゃない」

　銀之介は唇くちびるを尖とがらして否定した。

「僕だったら、そんなぎゃるるるって吠ほえ声じゃないよ。もっとこう空に向かって放り投げるような感じの」

「どんなの？　どんなの？　やって見せてよ」

　早苗が好こう奇き心の瞳をきらりんきらりんさせた。眩まぶしくてちゃんと見れないほどのきらめきだ。

「やってよって………この姿じゃ」

「いいからいいから。お願い。銀ちゃん」

　お願いされてしまった。大きな瞳でお願いされてしまった。にこやかな～～な笑顔でお願いされてしまった。しかもくっつかんばかりの顔と顔の間で。

　最近ちょっと、女の子にドキドキする気持ちを覚えた銀之介君が、断れる訳ないってもんだ。

　銀ぎん之の介すけは近くの石の上によっこらしょっと立つと、力一杯息を吸い込んだ。

　そして、夕焼け空めがけて力一杯に吸い込んだ息をぶつけた。

「あおぉぉぉぉぉぉん！」

　変身してないからへろへろの吠ほえ声。だけど、たった一人の観客は、御ご満まん悦えつのご様子でぱちぱちぱちと拍手喝かつ采さいを飛ばした。

「銀ぎんちゃんかわい～～。もっと他にもやってよぉ」

　豚ぶたもおだてりゃ木に登るってのが定説だ。

　おだてられた銀之介は早速調子に乗った。

「こけこっこ～～～！」

「わかった！　ニワトリ！」

「ぱおぉぉぉぉぉぉぉぉん！」

「マンモス！」

「ギャオォォォォォォォォン！」

「怪獣！」

「ぶびびびびびびびび～～～ん！」

「何？　それ？」

　早さ苗なえが小首を傾かしげておでこに「？」マークを浮かべた。

「わかんないかな？　もう一回行くよ」

　銀之介は再度繰り返したけど、早苗のななめの首は戻らない。おでこに張り付いた「？」マークもまだ消えない。

「あのね、これはね」

　銀之介が正解を口にしようとした時だった。

　ブルルルルル。

　後ろの方から、車の吠え声が追いかけて来た。

　振り返ると、白い軽トラックが田舎いなか道を駆かけて来る。

「あ！　お父さんだ」

　早苗が声を上げた。でもその声には、ちょっとだけヤな色が含まれてた。

　二人の前で停止した軽トラックはその窓を開けた。

　がっしりとした体格の男が、窓から顔を突き出した。

「早苗！　何してるんだこんなとこで。学校はもうとっくの昔に終わったんだろ？」

「何って。銀ちゃんと一緒に遊んでて」

「こんにちは。おじさん」

　ここぞとばかしに銀之介はぺこりってお辞じ儀ぎした。出来る限り深くしたつもりだ。だけど……。

「フン」

　男は銀ぎん之の介すけをチラって見ると、気に入らない様子で鼻を鳴らした。

「早さ苗なえ、さっさと乗るんだ」

「え？　でも、でも、銀ぎんちゃんと一緒に」

「いいから乗るんだ！」

　父親はおかんむりのようだ。

　こんな時無理に逆らえばどんなことになるのか、早苗はよくわかってた。

「銀ちゃん。サナ行かなくちゃ」

　早苗が、ウスバカゲロウの耳もとで囁ささやくように言った。

「ごめんね」

　別にいいよって銀之介は唇くちびるを動かした。声は出さない。ただ軽い微笑ほほえみをおまけにして。

　軽トラックは早苗を飲み込むと、また駆かけて行った。しっかりと砂ぼこりっておみやげを残して。

　こほこほと喉のどを鳴らしてから、銀之介は一本道の向こうを見やった。

　もうトラックの尻尾しつぽすら見えなかった。

　銀之介はまだまだ勾こう配ばいの激しいなで肩をすくめて、ぼそっと呟つぶやいた。

「仕方ないよね。僕ってよそものなんだから」

　とぼとぼと力なく歩き出す銀之介。だけどすぐに「あっ！」って声を上げて立ち止まる。

「しまった！」

　銀之介は真剣に舌打ちした。

「風か邪ぜをひいて鼻水の詰まったシマウマの鳴き声だって教えてあげるの忘れてた！」

　もしかして教えなくて正解だったかもしれない。

　教えてたらいくら早苗でも拳こぶしの一発くらい出てたかもしれないから。




　牧場に、男達が集まっていた。皆で何かを取り囲み覗のぞき込んでいる。

　と、柵さく向こうの田舎いなか道に、軽トラックが停止した。中から出て来た人物に、男達はそろって頭を下げた。

「こりゃ山やま河かわさん。わざわざ」

「すまないな。娘を家に送ってたから遅くなってしまった」

　早苗の父、山河大だい作さくはぶっきらぼうにそれだけ言った。

「いやいや。ところで、村長さんの具合は」

　ギロリって睨にらみ付けられ、男は慌あわてて訂正した。

「大だい輔すけさんの具合は……」

「親父おやじは相変わらずだ。家でのんびりしてるさ」

「はは、頼もしい息子むすこが引き続いて村長の任を引きうけてくれてるから安心でしょう」

　軽い笑いがコサックダンスを踊る中、大だい作さくはフンと鼻を鳴らし目を細めた。

　男達は途端に静かになった。お呼びじゃない雰囲気だって察したらしい。

「で、その殺された牛ってのは」

　男達がそれを指さした。

　輪の中に大作は加わり、それに目を落とした。

「ひどいな。こりゃ」

　大作は顔をしかめた。

「ここだけじゃないんよ。田た吾ご作さくんとこもやられてたんよ」

「うちのニワトリ小屋も荒らされただよ」

「クマとは違うのか？」

「違うと思う。クマの季節じゃないし、それに落ちてた毛もクマのものじゃない。これなんだけど」

　手渡された毛を、大作は夕焼けの太陽にすかして見た。

「クマなら茶色か黒だ。そんな白っぽい毛の色はしてないはずです」

「確かにな」

「どうするよ。山やま河かわさ……いや、村長さん」

　視線が大作に集まった。皆が大作の言葉を待ってた。

　大作は　軽く息を吸い込んだ。

「山狩りでも何でもして見つけるさ。そして駆除する」

　しっかりと言い放った。
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「いただきます！」

　夜の駒こま犬いぬ家に元気な声が響いた。

　食卓を囲む三人衆。銀ぎん之の介すけ。そして父、銀ぎん一いち郎ろうと母、典のり代よ。

　今日のメインディッシュはハンバーグ。肉大好きっ子の銀之介としちゃ窒ちつ息そく覚かく悟ごでも一気に突っ込みたいとこだ。

　銀之介は一気に突っ込んだ。

　んでもって窒息した。

　顔を真まっ青さおにしてぱったんと倒れる銀之介に、典代が呆あきれオンリーでボソッと言った。

「馬ば鹿かね」

　ほっとくと真ま面じ目めにあっちの世界へ行っちゃいそうだから、典代は慣れた手つきで銀之介に水を飲ませた。

　ごっくりんこ。

　ヘビーな音をたててハンバーグが喉のどを通過した。

　それと入れ違いにこっちの世界に戻って来た銀ぎん之の介すけは、目をぱちくりさせて典のり代よに尋たずねた。

「あれ、ハンバーグは？」

「何言ってんの。もうあなたのお腹の中よ」

「あ～～～～～」

　銀之介は頭に手を当ててわめいた。

「また味がわかんないうちに食べ終わってしまったぁ」

「まったく。あんたには進歩ってものがないのよ。進歩ってのが」

　特大のため息を吐はき出した典代は、自分の皿のハンバーグを半分千ち切ぎると銀之介の皿に載のっけた。

「ほら、これあげるから泣きやみなさい。今度はゆっくり食べるのよ。ご飯と一緒にね」

　美しき母の愛だ。

「母さん」

　瞳をウルウルさせて、銀之介は熱っぽく母親に語った。

「僕が大きくなったら、母さんに富士山くらいのハンバーグを食べさせてあげるよ。絶対に」

「遠慮するわ」

　典代はきっぱりと断った。

「考えただけでも胸焼けがしてくるから」

「そうだぞ。アホなことを言うな。小学四年生にもなって」

　それまで、ちまちまとハンバーグを解体してた銀一郎が、箸はし先を向けて横やりを入れて来た。

「そうそう。あなたも言ってあげて」

「うむ」

　どーどーとした態度で父、銀ぎん一いち郎ろうは言ってあげた。

「男ならやはりエベレストくらいのハンバーグを目指せ」

　典代はちょっと脱力した。

「見上げるだけで首の骨がコキッっていってしまうような巨大なハンバーグ。それに一口ずつ挑戦していくんだ。男のロマンだろう」

「うん。ロマンだロマン」

　父と息子むすこは明後日あさつての方向をうっとりと見つめた。

　この親にしてこの子あり……か。

　典代は心の中でそう呟つぶやいた。

「さ、馬ば鹿かなこと言ってないで食べなさい。冷めるわよ」

　仕切り直しが入って、中断してた夕食タイムはリスタートした。

「ところで銀之介。今日は珍しく一人で帰って来たわね。早さ苗なえちゃん一緒じゃなかったの？」

「うん、途中まで一緒だったんだけどね。途中で、サナちゃんのお父さんがトラックでぶ～～ってやって来てさ。そこでバイバイしたんだ」

「ふ～～～ん」

「でもね、サナちゃんのお父さんは僕のことが嫌いみたいなんだ」

　銀ぎん之の介すけは、ハンバーク臭くさいため息を吐はき出した。

「僕何か悪いことしたかな」

「心配するな。私だって嫌われてるんだからな。この間、道ですれ違った時も挨あい拶さつすら返してくれなかったぞ」

　銀ぎん一いち郎ろうが、ど～だど～だって胸を張った。

「威い張ばるとこじゃないでしょ」

　典のり代よがやんわりとつっこんだ。

「山やま河かわさんもいろいろと大変なのよ。ほら、山河さんのお父さん、つまり早さ苗なえちゃんのおじいさんが病気になって突然、村長って仕事を任された訳でしょ。プレッシャーがしっかとかかってるのよ。村を守らなくちゃいけないっていうプレッシャーがね」

「そういや、床屋の堀ほり内うちさんに聞いたんだがな。なんでも昔、この島にやって来るって言えば人買いか何かだったらしい。その名な残ごりが残ってるのか、ど～～もよそものイコールうさんくさいって目で見られるようになっちまってるって訳だな。堀内さんも引っ越し組だが、三年くらいは苦労したらしいぞ」

「僕……別に悪いことしようなんてこれっぽっちも思ってないのに」

「ま、そう深刻がるなよ。こ～～ゆ～～のは時間の問題さ。いつかわかってくれる。お天てん頭とう様をまっすぐに見つめられる生き方さえしてればな。うんうん」

　銀一郎は、もっともらしく頷うなずいてみせた。

「典代。真ま面じ目めな話をしてたら喉のどが乾いた。ビールくれ」

「別にいいけど、飲むのはご飯食べてからにしたら？」

「いいからいいから。速く」

　典代がしぶしぶといった様子で、冷蔵庫からビールを運んでくる。

　銀一郎は、蒸むしたてのような笑顔でビールをグラスに注いだ。

「いっただきま～～す」

　ごくごくと音を立てて琥こ珀はく色の液体は銀一郎の喉に吸い込まれていった。

「ねぇ、父さん。太陽をまっすぐに見つめられる生き方ってなに？　理科の授業でやったけど、眩まぶしくてまっすぐになんか見れないよ」

「それは比ひ喩ゆ表現って奴やつだよ。仕方ないな。父さんがみっちり教えてやるよ。お天頭様をまっすぐに見つめる生き方ってのがどんな生き方なのかをな」

　銀一郎は酒臭い息を吹きかけて来た。

　銀ぎん之の介すけは思った。

　多分、父親の授業はすぐに終了するのではなかろうかと。

　そして数分後。

　銀之介の予想通り、父親の生き方講座はさっさと終了した。

　銀ぎん一いち郎ろうがアルコールに敗北したのだ。

　しかもたんなる敗北じゃない。鮮やかなまでのＫＯ負けだ。

　一ラウンドも持たなかったようだ。情けないことこの上なしだ。

「だから、飲むならご飯食べてからにしてって言ったのに」

　まだ中身が残ってる茶ちや碗わんやお椀わんを見下ろし、典のり代よはため息を吐はき出した。

「この人も進歩ないわね」

「う～～ん。典代ちゃ～～ん。愛してるよ～～」

　だらしなく畳たたみでイモ虫してる父親を冷ややかに見つめ、銀之介は容よう赦しやなく呟つぶやいた。

「こんな大人おとなにはならないぞ。絶対に」
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「でも、銀之介。あんた本当に気をつけなさいよ」

「何が？」

「何がじゃないでしょ。あんたのその体質よ」

「あ！　僕のオオカミ君体質のことか」

　庭でチューリップの花が咲きましたって表情の銀ぎん之の介すけに、典のり代よはため息のインターバルをおいてからこう言った。

「人間ってものはね、何なのかわからないものを恐がる習性があるの。そして恐がってる者に対しては、とことんに残ざん酷こくになれるものなの」

「ふ～～ん」

「ただでさえ、よそものってことで遠巻きに見られてるのに、さらに妙な体質のことを知られたら、とんでもないことになるわよ………ところで」

　珍しく典代の目が鋭く細められた。

「実はもう誰かにバレてるなんてことないでしょうね」

「なっないないない！　そんなことない！　あるわけないってばうんうん！」

　銀之介は力一杯、否定花火を打ち上げた。ドカ─────ン。

「ならいいけど、十分気をつけなさいよ。引っ越しだけじゃすまなくなるかもしれないから」

「わかってるよ。人前では絶対に変身しないようにするから。それにね。僕さ、卵を克こく服ふくしたんだよ。あと残ってるのはきんかんだけ。もうすぐだよ。全すべての黄色くて丸い物が平気になるのもさ」
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　翌日……日曜日。時刻は十一時頃。

「退屈だなぁ」

　ごろんとねっ転がった銀之介は、テレビ見ながらぼそっと呟つぶやいた。

　ちゃぶ台に腕を預けて同じくテレビ見てる典代が口を開いた。

「そろそろお昼ね。銀之介。お昼どうする？」

「冷蔵庫におっきなハムがあったよね。あれが食べたいな」

「ダメよ。あれはお父さんがいる時じゃないと。後でダダこねるから」

「そ～～か」

　銀之介諦あきらめのため息を吐はき出した。父親のダダこねてる姿ってのはそう見たいもんじゃない。

　ちなみに、父、銀ぎん一いち郎ろうが何してるかって言えば、ズバリ眠ねむってるのだ。

　昨日きのう、アルコールとの長き戦いより目覚めた銀一郎は、忘れていた仕事を思い出し徹夜で机に向かったのだ（銀一郎のお仕事はイラストレーター）。

　で明け方になって、こりゃどうあがいても間に合わないなと開き直った銀一郎は、快適な睡眠タイムへと突入したって訳だ。

　で、今も寝てる。きっと夕方にならないと目を覚まさないだろう。

　無理矢理起こしてもやっぱダダこねるから、そのままにしとくしかない。

「昨日のご飯が残ってるからチャーハンにしましょ。具は野菜しかないけど我慢してね」

「は～～～ぃ」

　台所へ向かう母親を見送りつつ、銀ぎん之の介すけは呟つぶやいた。

「ま、たまにはベジタリアンな食事もい～～かな？　食物繊維が大切だし。テレビで肉ばっか食べてるとこれすとろーるがど～～のこ～～のって言ってたし。健康のためだ。うんうん」

　銀之介は自分自身にそう言い聞かし、溜りゆう飲いんを下げた………と。

「ぎ～～～んちゃん」

　べと～～って座ざ蒲ぶ団とん抱えてサナギみたいになってる銀之介の耳に、毎日聞き慣れてるその声が飛び込んで来た。玄関からだ。

「サナちゃんだ！」

　銀之介は、さっさとサナギから羽う化かすると玄関へと向かった。

　にこやかな顔が銀之介をお待ちしてた。

「ねぇねぇ銀ぎんちゃん」

　早さ苗なえは、手に持ってた袋を持ち上げ見せた。

「サナね。家でお弁当作ったんだ。けっこううまく出来たんだよ。これからピクニックに行こ～よ。ウインナーとか鶏とりからあげとかたくさん入ってるよ。銀ちゃんお肉好きでしょ」

「肉！」

　その一言が全すべてだった。食物繊維とかこれすとろーるとか健康とかって単語が一気に脳味み噌その外へ弾はじき飛ばされた。

「行く行く行く行く！　ちょっと待ってて。母さんに言って来るから」

　銀之介は踊おどるような足取りで台所へと向かった。

「母さん母さん母さん。あのねあのね」

「はい」

　突き出されたのはビニール袋だった。

　キョトンとする銀之介に、典のり代よは微笑ほほえみながら言った。

「フルーツゼリー。お弁当の後で食べなさい」

「ありがと。それじゃ行って来る！」

　袋を受け取って飛び出す銀之介を、待ちなさいって典代は呼び止めた。

「いい、銀之介。たとえお弁当の味がどんなでも、絶対においしいって言うのよ。わかったわね」

　いつにない母親の迫力に、銀之介はこくこくと頭を小刻みに動かした。




　ウソつく必要なんてなかった。お弁当は本当においしかったからだ。

　近所の山の小高い丘で広げられた弁当に、銀之介は舌づつみをポンポコ打ちまくった。

　電光石せつ火かの勢いで、銀之介は弁当箱を空っぽにした。

「銀ぎんちゃん。おいしかった？」

「うん。おいしかったおいしかった」

「何が一番おいしかった？」

「え～～とね～」

　銀ぎん之の介すけは明後日あさつての方向に目を向け、味を反はん芻すうした。

「お握りかな。中に焼肉がたっぷり入ってる奴やつ。ご飯よりも具の方が多くて、食べるの大変なあれ。形はちょっとだけいびつだったけど」

「………………」

　早さ苗なえは無表情だった。しかも小刻みにぷるぷる震えてたりしてる。

　こいつはヤバイぜ！

　銀之介は慌あわててフォローを飛ばした。

「いや、いびつじゃなくって、いい感じの形って言うか、他ほかじゃなかなか見られない形って言うか」

「良かったぁ」

「へ？」

　早苗の口から吐はき出された言葉に、銀之介はほけらって顔をした。

「本当のこと言うとね。お握りだけサナが作ったの。他のはオセキさんが作ったの。嬉うれしいな。サナのが一番おいしかったって言ってくれて」

　早苗の家は父子家庭。それで、家事はお手伝いさんがやってる。そのお手伝いのおばさんの名前がおセキだってことを銀之介は思い出した。

「そうだったのか」

　安あん堵どのため息をたっぷりと吐はき出した。てっきり泣き出すんじゃないかと心配してた分、安心感もひとしおだ。

「そ～～だ、母さんがフルーツゼリーくれたんだ。デザートに食べようよ。メロンとピーチどっちがいい？」

「サナ、ピーチがいいな」

「じゃ、僕メロン。はい」

　二人は、それぞれセロファンをひっぺがし小さなプラスチックスプーンを手に握り締めた。

「いっただっきま～～す」

　元気よく声を出し、スプーンを突き立てようとしたその時だ。

「あぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁ」

　そんな声が二人の鼓こ膜まくを直撃した。

　二人は顔を見合わし、目をぱちくりさせた。

「悲鳴だね」

　早さ苗なえが呟つぶやいた。

「うん。悲鳴だ。正しよう真しん正しよう銘めいの悲鳴だよ」

　銀ぎん之の介すけも、こっくりと頷うなずいて保証書を発行した。

　さすがに、ここでゼリー食べてる場合じゃないってこと理解出来る。

「大変だ。早く行かなくちゃ」

　立ち上がり駆かけ出す早苗を、銀之介は慌あわてて止めた。

「ダメだよ。そんな飛びこんでっちゃ。危ないかもしれないよ！」

「でも……」

「こ～～ゆ～～時はよく考えないと、ミイラ取りがミイラになっちゃうんだよ」

　銀之介は、先日テレビの中でお巡りさんが言ってた言葉をそっくりそのまま口にした。

「武器になる物を探すとか、強い人を呼んで来るとか、他ほかには何かあったかな？」

「強い人………」

　早苗はしばし考えてから頭の天てつ辺ぺんの電球をピカリ～～ンって光らせた。

「いた！　すっごい強い人がすぐ近くにいるよ！」

「え！　どこに？」

　目を輝かせて顔を向ける銀之介に、早苗はポケットから取り出したそいつをつきつけ言った。笑顔をおまけにつけて。

「ここに！」

　黄色くてまぁるいきんかんちゃん。

「わおぉぉぉぉぉぉん！」

　銀之介はとってもお手軽に変身を遂げた。

「あとでまた特訓しようと思って持って来てたんだ。変身した銀ぎんちゃんならすっごい強いでしょ。大人おとなの人よりも」

　お説ごもっともだ。

　まだまだ発展途上の筋肉だけど、成長途中の牙きばだけど、生成過程の爪つめだけど、そんじょそこいらの人間の大人よりかは強力だ。肉弾戦ならまず負けない。

「サナも追いかけるから。早く！」

「うん」

　銀之介はこっくりと頷うなずくと、早苗にクルリと背を向けた。靴もその場に脱ぬぎ捨てる。スピードを出すためだ。

　悲鳴の聞こえて来た方向めがけて、四本足で全力疾しつ走そうした。




　木々をかきわけ茂みを突っ切った銀之介の目の前に、激しい勾こう配ばいの坂が待ちかまえていた。

　その坂の下、申し訳程度に作られた田舎いなか道に、おそらく悲鳴をあげたであろう人物がいた。

　距離があるからハッキリは見えないけど、ぐったりとしたその男の体はずりずりと茂みの中へと消えつつあった。

　銀ぎん之の介すけは、こんな光景を前にも見たような気がした。そしてすぐにそれを思い出した。

　野生動物を特集したドキュメント番組だった。猛もう獣じゆうが仕留めたシマウマか何かをこうやって茂みに引き込んでいた。

　何かが、何かがいる！

　そしてその何かが、何のために男を引き摺ずり込んでるかなんて考えなくたってわかる。

　ザ！お食事。

「あおぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉん！」

　銀之介は声高に遠吠えすると一気に坂を駆かけ降りた。

　がさがさって音がして何かの気配は遠のいて行った。残されたのは、男の肩口から流れる血の香りと、今まで嗅かいだことのない獣けものの香り。

　追いかけようと思ったけど銀之介はためらった。ぶっちゃけ恐くて恐くてたまらなかったのだ。

「……この人をほったらかしには出来ないもんね」

　自分自身にそう言い聞かせ納得すると、銀之介は男を茂みから引っ張り出した。

　思わず目を背そむけた。こんなにたくさんの血を見たのは生まれて初めてだった。

　男の肩口には無む惨ざんな嚙かみ傷があり、そこから血がどくどくと流れ出ている。

「大丈夫？　ねぇ、大丈夫」

「う～～ううん」

　男の口からか弱いうめき声が漏もれた。どうやら意識はかろうじてあるようだ。

「良かった。待っててね。今すぐお医者さんを……」

　その言葉の尻尾しつぽは、一発の銃声によって打ち消された。

　銀之介のすぐ近くの土が、ぱって弾はじけた。弾丸がそこに着地したのだ。

「いたぞ！」

「西山さんが大変だ！」

「仕留めろ！」

　遠くの方からやって来るのは、ライフル手にした村の人達だ。

　僕じゃないよ！って言うよりも早く、銃じゆう口こうがたくさん向けられた。

　見つめちゃいやよってウインクしたところで、見逃しちゃもらえそうにない。

「あぁぁぁぁぁぁぁぁぁ」

　銀之介は悲鳴をあげながら一目散にその場から退散した。

　ズキューンズキューンズキューンズキューン。

　五発目の銃音と共に、銀ぎん之の介すけの右足に激痛が走った。




「仕留めたか？」

「いや、ダメだった。かすったかもしれんがな」

　大だい作さくは猟りよう銃じゆうを小こ脇わきに抱え、太い声で怒ど鳴なった。

「とにかく追いかけるぞ！」




「銀ぎんちゃん！　銀ちゃんってば！」

　早さ苗なえは一生懸けん命めいに茂みをかきわけ銀之介の後を追いかけてた。

　銀之介にとっちゃ体に触れるちょっとした木々なのだろうけど、早苗にとっちゃ体に絡みつく障しよう害がい物ぶつだ。

「うんしょ！　うんしょ」

　なんとか足にひっかかってた木の枝を乗り越え、一歩足を進めた時だ。

　ぐわさって音がして向こうから鋭い牙きばの獣けものが飛び出して来る。

「わぁ！」

　最初は驚いた早苗だけど、すぐにその獣が自分の大好きな獣だって気がつく。

「も～～。銀ちゃんいきなり顔出さないでよ。びっくりしちゃったじゃん。それより悲鳴の聞こえたとこへ行ったんでしょ。どうだっ…」

　早苗はそこで言葉の尻尾しつぽを飲み込んだ。大好きな獣けものの足のふくらはぎから、真まっ赤かな血液が流れてるのをみっけたのだ。

「銀ちゃん！　足怪け我がしてるよ！　血が出てるよ！」

「大丈夫だよ。かすっただけだから。それより大変なんだ」

　銀之介は、早苗の肩をがっちと摑つかむと泣きそうな声で叫んだ。

「たくさんの人達が鉄砲を持って追いかけて来るんだ。早く逃げなくちゃ」

「ど～～して銀ちゃんを？」

「それは……多分僕が男の人を怪け我がさせたと勘かん違いして……あぁ！　もうすぐそこまで来てる」

　銀之介の耳がピクピク動く。早苗には聞こえてないけど足音を聞き取ったのだろう。

「来て！　銀ちゃん」

　早苗は銀之介の手を取るとぐいっと引っ張って茂みを後戻りした。

　まだ弁当箱の載のっかってるシートをひっぺがし、それを銀之介の頭からかぶせる。

「いい。絶対に顔出しちゃダメだからね」

「でも……」

「その足じゃ早く走れないでしょ。大丈夫。サナに任せてよ」

　早さ苗なえはパチリってウインクして見せた。でもすぐに見えてないってことに気がつく。

「大丈夫だから」

　銀ぎん之の介すけを安心させるように、早苗はぽんぽんってシートを叩たたいた。

「早苗！」

　背後からぶつけられた怒ど号ごうに、早苗は体をびくつかせ振り向いた。

「お父さん！　何やってるの？」

「お前こそこんなとこで何をやってるんだ！」

「え～～っとね、お休みだから。お弁当作って銀ぎんちゃんと一緒にピクニックしてるんだ。そ～だよね。銀ちゃん」

「うん。そ～～だよ。おじさん。こんにちは」

　銀之介は思い切りわざとらしく声を飛ばした。

「ふん、またこいつか」

　大だい作さくは鼻を鳴らすと、意地悪く言った。

「挨あい拶さつするなら顔ぐらい見せたらどうなんだ？」

「え？　それは………」

　口ごもる銀之介の前に、早苗が慌あわてて割って入った。

「駄だ目めだよ。今お化ばけごっこやってるんだもんシート取ったら反則だよ」

「そうそう。お化けごっこお化けごっこ。お化けが出たぞ～～」

「きゃ～～～～」

　今度は軽い寸劇だって入れてみた。

「まぁいい。それより早苗、何かこっちに走って来なかったか？　青っぽい毛並みの大きな犬のような動物か何か？」

「何にも来なかったよ。ね～～銀ちゃん」

「うん。来なかった来なかった。全然来なかった。これっぽっちも来なかったよ。とにかく来なかった。とことん来なかったってばよ」

　普通これだけ連呼されれば、怪しいなって思うだろう。

　でも駆かけつけて来た村人達は皆頭に血が上ってたから、まき散らされる怪しさに気がつかなかった。

「くそっ。こっちじゃなかったか」

　大作は声を荒げると足下の地面をぐりぐりと踏みにじった。

「よし、向こうの茂みの方をもう一度探そう。早苗、お前はさっさと家に帰るんだ」

「え～～、でもまだおやつ食べてない」

「とにかく帰るんだ！」

　雷が落っこちた。特大のだ。避ひ雷らい針しん立ててる早苗も思わず目を閉じた。

「は～～～い。帰りま～～す」

　皮肉った口調で、早さ苗なえは呟つぶやいた。

「よし。それから駒こま犬いぬ」

「はい」

「あんまし早苗と遊ぶな！　いいな」

　大だい作さくはそれだけ言うと、村人引き連れて戻って行った。

　危ない集団は去った。とりあえずの差し迫った危険は回避されたってことだ。

「良かった。なんとか誤ご魔ま化かせたね」

　早苗がほっとため息を吐はき出す。

「小さい頃、シーツをかぶってお化ばけごっこしたことがあるの。それを思い出したんだ」

「お化けが出たぞ～～」

　せっかくだから、銀ぎん之の介すけはお化けの物まねをしてあげた。

　でも、お化けの皮の下では涙がちょっと盛り上がってた。

　早苗と遊ぶなって言われたのがものすごく悲しかった。

　どうして、どうして僕はこんなに嫌われてるんだろ～～か？

　よそ者って理由だけじゃないような、そんな気がほんのちょっぴりした。




「しかし何だったんだ、あの獣けもの。あんなの初めて見たぞ」

「犬……にしちゃ大きかったな。それに何か服みたいなもんを着てた」

「馬ば鹿か。どこの世界に服なんか着る獣がいるんだ。ありゃ何か布が巻き付いただけさ」

　喧けん喧けん囂ごう囂ごうしてる村人衆を無視し、大作は呟つぶやいた。

「覚えたぞ。あの毛並み」

　猟りよう銃じゆうを親指の腹で撫なでながら、凄すご味みのある声で言った。

「必ず仕留めてやるからな」
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「こうやって。ぐるぐるって巻いて。こうしてこうやってこうして」

　早苗はミラクル芸術的な手つきで銀之介の足に包ほう帯たいを巻き付けた。

　どんどんミイラ化する足を、銀之介は不安そうな眼まな差ざしで見下ろした。

「僕、外国のホラー映画に出られるかも。『恐怖！　足だけミイラ男』って…」

　そんな馬鹿なことを一人ごちてみた。

　ここは早苗の家、木造二階建てのそりゃあ立派なものだ。

　銀之介はそこで傷の手当をしてもらってるって訳だ。

　もちろん、オオカミ君じゃない。あの一件の後、すぐに人間に戻った。

　本当はもうしばらくオオカミ君をしていたかったのだけれども（オオカミ状態の方が傷の治りがすこぶる早いから）、いつ猟りよう銃じゆう持った恐い人達が来るかわかんないから必死に積木で遊んだ。

　その後、人間には戻ったもののまだ傷が塞ふさがってない銀ぎん之の介すけを、早さ苗なえが引っ張って家まで連れて来たのだ。

　大きな家はひんやりとしていて静かだった。早苗の話によるとこの時間は、お手伝いさんもいなくて、家には早苗のおじいさんだけとのこと。

「うん。こんなもんね」

　包ほう帯たいに巻かれてぶっとい大根みたくなった銀之介の足をポンッって叩たたいて、早苗は満足気に言った。

「これですぐに治るよ」

　本当にそうだろうか？

　銀之介はミイラの足を見つめ考えた。

　こんなにがちがちに巻いたんじゃかえってよくないんじゃないか？　血も通わないだろうし。

　でもそんなことは言えない。早苗が自分のために、額ひたいに汗を浮かべてまでしてぎっちりと巻き巻きしてくれたのだ。言える訳がない。

　銀之介は精一杯の笑顔で、ありがとってお礼を言った。

「さてと」

　早苗は表情を一変させた。固く険しい表情に。

「大変なことになっちゃったね」

「何が？」

「何がじゃないよ。銀ぎんちゃんだってわかるでしょ」

　早苗は、急き込むようにして言った。

「皆、銀ちゃんがやったと思ってるんだよ」

　何だかわからない獣けものが人を襲ってた。銀之介が吠ほえて追っ払った。怪け我がをしてる人に駆かけ寄った。ちょうどその時、村の人達がやって来た。村の人達は、血だらけの男とそれを覗のぞき込む毛むくじゃらのオオカミ君を見た。

　村の衆の思考回路がどのように転がってどのような答えを弾はじきだすかなんて、じっくり考えなくたってわかる。

「僕じゃないのにな」

　銀之介はため息を吐はき出した。

「本当は何なの？　クマか何か？」

　早苗の質問に、銀之介は首を横に振った。

「クマじゃないよ。クマの匂においなら知ってる」

「じゃぁタヌキ！」

「タヌキの匂においとも違ってた。それにタヌキが男の人を襲うなんてこと出来ないよ」

「わかんないよ。タヌキがライオンに化ばければさ。キツネかもしんない」

「面おも白しろい考えだね」

　皮肉じゃなく、銀ぎん之の介すけはそう言った。

「でもタヌキでもキツネでもなかった。その二つの匂いなら知ってる。気がつかないはずないもん」

「じゃあ何の匂い？」

「わかんない。なんか前にも嗅かいだことがあるような気もするけど………駄だ目めだ思い出せない」

　お手上げとばかしにサジを投げ散らかした。

「でも動物だってことは間違いないよ。それも肉食のさ。肉食の動物と草食の動物とじゃ匂いが全然違うんだ」

「肉食動物。でもクマじゃない。この島にそんな動物いたかな？」

「きっと珍しい野や獣じゆうなんだよ。恐い恐い」

　珍しさなら負けてない銀之介だけど、彼は心底恐がった。

　そんな時だ。障しよう子じ戸どがガラララって開かれたのは。

　体をびくつかせる二人だけど、顔を見せた人物にほっと胸をなで下ろす。

「なんだ。おじ～～ちゃんか。びっくりさせないでよ～～」

　浴衣ゆかたを着た老人が、目を細めて笑った。

「すまんすまん。お友達と一緒じゃったか。え～～と、誰かな？　眼鏡めがねをかけてないからよく見えん」

「こんにちは。銀之介です。村長じーちゃん」

　銀之介は元気に挨あい拶さつした。銀之介はこの老人が好きだった。村の他ほかの大人おとなのようによそものの自分を邪じや険けんにしたりしないから。

　銀之介一家が引っ越して来て二カ月後、心臓の病気で倒れて引退しゃったけど、銀之介にとっちゃ村長さんだ。

「もう村長じゃないんじゃけどな」

　老人はまた笑った。優しい光を細い目にたたえて。

「ねーねー。聞いてよおじ～～ちゃん」

　早さ苗なえが唇くちびるを尖とがらし言った。

「お父さん酷ひどいんだよ。サナに、もう銀ぎんちゃんと遊んじゃ駄だ目めって言うんだよ」

「そんなことを言うのか？」

「うん。それに今日なんか銀ちゃんにもサナと遊ぶなって言ったんだから」

　老人は、目を閉じるとゆっくりと首を振った。

「そんなことは気にしなくてええ。いくらでも遊んでいいんじゃぞ。早さ苗なえ」

「うん。最初っからそのつもりだったもん」

「銀ぎん之の介すけ君も、早苗と仲良くしてやっておくれ」

「うん………でも……」

　銀之介は口ごもった。しばし躊ま躇よってから、勇気を出して聞いてみた。

「僕がよそ者だから……おじさんは僕のこと嫌いなのかな？」

「よそ者なんて言葉は忘れなさい。もう銀之介君は立派なこの島の人間じゃぞ」

「うん」

「大だい作さくにはわしからちゃんと言っておくからの。………おそらく原因はわしじゃろうしな」

「え？」

「いや、何でもない何でも。冷蔵庫の中に羊よう羹かんがあったからの。おやつに食べなさい」

　老人はそれだけ言うと部屋を出て行った。

「ほら、おじ～～ちゃんも銀之介君はよそ者じゃないって言ってたでしょ」

「そうだね。なんか、村長じ～ちゃんに言われると自信持ってもいいかなって気がしてくる。不思議と」

「とにかく、今はこのピンチをどうすべきか考えなくっちゃ」

「そうだそうだ」

　二人は頭を抱え込んで思案タイムに突入した。

　脳味み噌そ三回転ほどで、早苗が口を開いた。

「いっそのことさ、皆に正直に言っちゃったら？　変身のこと。そうしてから、あれは僕じゃないですって説明して」

「駄だ目めだよ。皆に正体がバレたら僕らは引っ越さなくちゃいけないんだ。そ～～ゆ～～決まりなんだ。昔から」

　銀之介はきっぱりと却きやつ下かした。

「まだばれてないけど、もしばれたら今までの時よりもっと大変なことになっちゃうんだろうな。あのオオカミは人を襲うんだぞ！　撃ち殺せぇぇぇ！　とかなんとか言って。恐い恐い」

　銀之介は心の底から真まっ青さおになった。

　そんな銀之介に、早苗は声をかける。

「ねぇ銀ぎんちゃん」

「なに？」

　早苗に顔を向けると、あまり見慣れてない早苗の真剣な表情があった。

　悲しい色が少々交じってる表情だ。

「ずっとここにいるよね」

「え？」

「どっか行っちゃったりしないよね」

　大きな瞳が、銀ぎん之の介すけをしっかりと見み据すえていた。

　数秒の沈黙の後。

　銀之介はにっこりと微笑ほほえむと、大きく首を動かした。もちろん縦たて方向に。

「うん。いるさ。要するにバレなければいいんだから」

「うん。そうだよね。バレなければいいんだよ！」

　早さ苗なえの表情がパッって明るくなった。どうやら銀之介の言葉がスイッチをオンにしたのだ。

「それじゃしばらく特訓もお休みにしよ。学校の行き帰りだって、これまでと同じでサナが手を引っ張ってあげる。銀ちゃんは目をつむってればいいよ」

　早苗の笑顔を見て、銀之介は気がついた。

　引っ越ししたくないって気持ちよりも、もっと大きな気持ちにだ。

　それは、早苗と別れたくないって気持ち。

「バレなければいいんだよ。バレなければ」

　銀之介は、脳味み噌そに刻みつけるように口の中で呟つぶやいた。
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　謎の獣けもの現る！

　家畜に被害！

　ついに人間にも牙きばを向く！

　命に別状はないものの、肩を二十三針も縫う大怪け我が！

　小さい島の中だ。こんなショッキングンな事件は一いつ瞬しゆんにして広まった。オリンピックでもメダル狙ねらえるほどの速さだ。

　学校としてもほっとく訳にもいかない。早速、全校生徒が体育館に集められ、校長先生のありがたくもないお話があった。

「集団登下校をしましょう。それから、各自鈴を鞄かばんの横につけて来るように」

　会おお地ち島にはクマがいる。秋口になると冬眠間際のクマが山を下りて来ることもある。

　そんな時には、クマクマ注意報が発令され、集団登下校と鈴チリンチリンが義務付けられるって訳だ。

　はたして謎の獣が鈴の音なんかに臆おくするのか、そこんとこはすこぶる疑問だったけど生徒達は次の日から鈴をつけて集団登下校することになった。

　ちっこい集団がチリンチリンと音をたてて道を歩き初めて数日。

　学校の帰り道にて事件は起こった。




　ちりんちりんちりんちりん。

　涼すずやかな鈴の音を響かせ、黒いランドセルと赤いランドセルの小学生が田舎いなか道を列を作って歩く。

　遠目に見ればてんとう虫の集団のようだ。

　そんな行列のオシリの方に、二匹のてんとう虫は歩いていた。

　片方は、三みつ編あみをぶらぶらさせてる早さ苗なえ。そしてもう片方は。

　今、島の話題をかっさらってる謎の獣けものこと駒こま犬いぬ銀ぎん之の介すけだ。

　もっとも、家畜を襲ったり村人に怪け我がさせたりなどなど、全くの濡ぬれ衣ぎぬなんだけど、言い訳することも出来ないから大人おとなしくしてる。

　ただ、黙って濡れた衣ころもをべっちょりと着てることしか出来ないのだ。

「銀ぎんちゃん。そろそろだよ」

　早苗が小声で銀之介に囁ささやいた。

「うん」

　何がそろそろだなんて言わなくてもわかる。

　ズバリ、きんかん畑だ。

　普段は大きく迂う回かいしてる二人だけど、集団登下校中なんだから通学路から外れる訳にもいかない。

　そしてその通学路に、しっかりときんかん君達が睨にらみをきかせてるって訳だ。

「じゃ、銀ちゃん」

　早苗が右手を突き出した。ここ数日の間毎日、朝と夕に繰り返されてる行為だ。

「いつもありがと」

　銀之介は早苗の右手をぎゅっと握ると、固く目を閉じた。

　このままきんかん畑をやりすごすまで、早苗に引っ張ってってもらう。そ～～ゆ～～作戦だ。

　これまでの数日は何も問題なく事は運んだ。一緒に帰ってる低学年に、お兄ちゃん達こいびとなの？　って真顔で尋たずねられたくらいだ。

　そういうことでは、同じ方向に帰る同じクラスの連中がいなかったってことが幸いした。

　もしこの光景をクラスの連中に見られたら、たちまち冷やかしの的にされてしまうだろう。

　今日も、人知れず行列の一番後ろを歩き、きんかん畑をやりすごす。そ～ゆ～計画だった。

　でも、ちょっとしたハプニングが起こった。

　ちょっとしたハプニングは、きんかん畑を半分くらい通り過ぎたとこで後ろから飛んで来た。

「あぁぁぁぁぁ！　おめ～～ら何してんだ。手なんかつないで」

「武たけ司し！」

　早苗は振り返り、叫んだ。

　クラスのガキ大だい将しようと、その取り巻きがこっちを見てニヤニヤしてた。

　面おも白しろいネタを見つけたぜって顔つきだった。

「ど～～してあんたらが二地区の行列にいるのよ！　あんた三地区でしょ！」

「今日は、小お川がわんとこへ遊びに行こ～～て思ってよ。こっちの道使った方が近道なんだ。いや～～こんなお熱い光景を見られるなんて思ってもみませんでしたぜ」

　武たけ司しの言葉に、取り巻き達が一斉に囃はやし立てた。

「ひゅーひゅーひゅー」

「ぶ熱いね～～。お二人さん」

「結婚式はいつですかぁ？」

「子供は何人くらい」

「新婚旅行はどこ行くの？」

　子供ってのは容よう赦しやない。それが楽しいことであればドロのついた運動靴で踏みつけるような真ま似ねだって平然とやってのける。

「銀ぎんちゃん。行こ」

　早さ苗なえは、飛んで来るヤジをものともせず銀ぎん之の介すけの手を引っ張った。

「おい、無視すんのかよ」

　武司の声が飛ぶ。ちょっと怒りの色が交じってた。

「相手にしちゃ駄だ目めだからね。行こ！」

「おい、何か言えよ。駒こま犬いぬ」

　手を引っ張られ歩き出す銀之介に、武司は乱暴者の右手を伸ばした。

　肩をがっちと摑つかみ、そのまま思い切り引っ張られる。

　ひょろひょろしてる銀之介、しかも今は目をつむってて足下もおぼつかない。尻しり餅もちをつくのは運命だった。

　思い切り笑われた。容よう赦しやなく、とことんに。

　そしてその仕打ちに、ど～～しても我慢出来ない人物が一人いた。

「銀ちゃんに何すんのよ！」

　早苗だった。両手を振り上げ、武司に突進して行く。

「なんだよ。おめえ女のくせに生意気だぞ！」

　武司は気に入らねえなとでも言うように眉み間けんにタテジワ作った。




　銀之介はオオカミ少年だけど、変身しない時はごくごく普通の少年だ。超能力なんて持ってないから透とう視しなんてどだい無理な話だ。

　剣の達人って訳でもないから心しん眼がんなんてものも開かない。だから固く目を閉じてる今現在、何も見えない。見えるわきゃ～ない。

　でも騒然とする雰囲気や、聞こえてくる声から想像することはたやすい。

　武たけ司しと早さ苗なえが取っ組み合いのケンカをしてるってこと。

「おい、謝あやまれよ早苗。謝ったら許してやっから」

「誰があんたなんかに！」

「生意気な奴やつだな！」

　そして、軍ぐん配ぱいは武司に上がっているということも。

「サナちゃん！」

　固く目を閉じたまま、銀ぎん之の介すけは声を張り上げた。

「銀ぎんちゃん！　絶対目を開けちゃ駄だ目めだから！　サナは大丈夫だから」

「おい、俺おれの背中に乗れ！」

　武司の指示が飛んだ。この一言で銀之介ははっきりと目の前の光景を把は握あくした。

　武司お得意の人間プレスだ。相手の上に乗っかってその体重で攻撃するっていう技だ。取り巻きを背中に乗っけることで威力はさらに倍増する。

　男だって口からあんこが出ちゃうようになるあの技を、早苗ちゃんにかけようとしてる。

　銀之介は両目を開いた。きんかん畑とか、変身とかいう単語は脳味み噌そから完全に消滅してた。

「サナちゃんから離れろぉぉぉぉぉ！」

　銀之介は力一杯に武司に向かって突進した。もやしを三本寄り合わせたような体型の銀之介だけど、それなりの威力はあったようだ。

　武司は弾はじかれ地面に転がった。そして顔を怒りで真まっ赤かにして立ち上がった。

「やったな！　駒こま犬いぬぅう！」

　武司が銀之介に飛びかかった。地面に押しつけると馬乗りになってポカスカ殴なぐりつける。

　それでも銀之介はがんばった。モヤシvsカボチャじゃ重量で勝てる訳がないけど、必死になって身をよじると武司のメガトンプレスから逃れる。

　さらに、武司に馬乗りになり拳こぶしを振り上げた。

「よくもサナちゃんを！　サナちゃんを！」

　銀之介は両手を振り回した。豆とう腐ふ砕くだくぐらいしか出来ない威力の拳だけど、何度か武司にヒットする。

　九発目のへなちょこパンチが繰り出された直後だった。武司が思い切り体を波打たせた。

　銀之介はかる～～～く跳はね飛ばされた。軽い坂になってるとこを銀之介は転げ落ちた。

「あ～～～れ～～～」

　坂の下では、黄色くて丸い物が銀之介をにこやかな顔で待ち受けていた。

「あ～～～～～」




「やっぱ弱っちいよな」

「武司の敵じゃないよ」

　取り巻きがへらへら笑う中、武たけ司しは立ち上がると一言だけ言った。

「帰るぞ」

「え、でも」

「いいから帰るんだよ！」

　すたすたと道を引き返して行く武司。取り巻き達も顔を見合わせてからそれに続いて行った。

　ひょろっひょろの銀ぎん之の介すけに、一いつ瞬しゆんとはいえ優勢に立たれたこと。どうもそれがショックだったらしい。

　ＨＰは削けずれなかったけど、心には大ダメージを与えられたよ～だ。

「銀ぎんちゃん。すごいよ。武司を追い払ったんだよ！　銀ちゃん！」

　坂下をのぞき込んだ早さ苗なえは思わず言葉を失った。

　そこにはバツの悪そうな顔した銀之介がいた。

　ただ困ったことに、いつもよりちょっと毛深くなってた。

「変身……しちゃったんだ」

　こっくり。

　本当にバツの悪そうな顔で、銀之介は頷うなずいた。三日連ちゃんでおねしょした子供のような顔つきだ。

「ちょっと待ってて」

　男の喧けん嘩かのさなか、背中から滑すべり落ちた銀之介のランドセル。それを拾い上げると早苗はごそごそとまさぐった。

　その作業の最中だった。厄やつ介かいなことに気がついたのは。

　一緒に下校してた下級生軍団。男の喧嘩のとばっちりを受けちゃなるまいと、遠巻きにしてた連中だ。

　その中の一人、一年生くらいのガキンチョがとことこやって来て坂下を覗のぞき込んだのだった。

　ただでさえ大きい男の子の目が、中国絵皿のように見開かれた。

　お願い！　大声を上げないで！

　早苗が必死に目で語るけど、お子様が察してくれるわきゃない。

「わ～～～！　おっきな犬がいるぅぅぅぅぅぅぅ！！！！！」

　好奇心の塊かたまり達がわっと駆かけ寄って来る前に、早苗は坂下を覗き込み力一杯に叫んだ。

「いつものとこ！」




　いつものとこ。

　その一言で銀之介は何をすべきかを理解した。

　すぐに両足に力を込めるとその場を離れる。きんかんの樹木の間をぬって山めがけて突っ走る。

　あとは人目のつかない森を突っきっていつもの神社へと向かえばいい。きっと早さ苗なえが積み木入りきんちゃく袋持ってやって来てくれるはずだ。

　ちょっとしたハプニングになってしまったけど、大事は避けられる。

　人間に戻ったら早苗と何くわぬ顔で帰宅すればいいだけだ。

　しかし……、悲劇は起こった。

　悲劇は銀ぎん之の介すけの足にしっかりと嚙かみついて来たのだった。

　山へと飛び込み、森を突っ切ってた時だった。

　何かが右足に嚙みついた。それも思い切り。

「あぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁ！」

　脳味み噌そまで駆かけ上がってくる激痛に、銀之介はもんどりうって転んだ。

　嚙みついた物が何かだなんて、一目見ればすぐわかった。

　図書館の図鑑で見たサメのアゴのような物体。でも素材は鉄。

　そう、トラバサミだ。動物捕ほ獲かくとしちゃ実に一般的でえげつないトラップだ。

　しかもサイズも威力もハンパじゃない。鉄の歯は、骨までいっちゃってるんじゃないかってくらい食いついてる。

　溢あふれる血に灰色の毛並みがべっとりと染まった。

「くぅぅぅくぅぅ」

　銀之介は食いしばった歯の隙すき間まから苦痛のうめき声をあげた。痛くて痛くて涙がちょちょ切れた。

　毛むくじゃらの両手をトラバサミにかけた。なんとかこのイケナイ顎あごを開かせようと必死だった。

　でも、なかなかどうして強ごう情じような顎だ。いくら銀之介が力を振り絞しぼってもびくともしない。痛みのせいで本来の力が出せないってのも大きな理由だった。

　しかも………不幸はドミノのように次の不幸へと連れん鎖さした。

「お～～ぃ、トラバサミ仕掛けた方で悲鳴が聞こえたぞ！」

「よし、見に行くぞ」

「なんか人間みたいな悲鳴だったけど」

「こんな山さ人間が入るわけがないだろ。心配するな」

　銀之介の、三角形の耳がそんな会話をキャッチする。

「やばいよ～～やばいよ～～」

　銀之介は泣きそうな顔で尻尾しつぽをきゅっっって折り込んだ。

　トラバサミはいくらなだめてもすかしても口を開いてくれる気配はない。

　足を食いちぎりでもしなけりゃ逃げられないだろう。

　足を食いちぎりでもしなければ……。

「出来ないよ～～。そんなこと」

　銀ぎん之の介すけはぽろぽろと涙を流した。いくらなんでも自分の足を食いちぎるなんて出来る訳がない。

　もういくばくもしない間に自分は発見されるだろう。そして、服にくっついてる名札から正体がばれるのも必ひつ至し。

「そうだ！」

　銀之介は思いついた。少しでも事態の悪化を防ぐアイデアだ。

　迫る足音の中、銀之介は考えを実行した。




「銀ぎんちゃん。銀ちゃん」

　息せき切って、早さ苗なえはいつもの特訓場の神社に到着した。

「遅くなっちゃって御ご免めん。銀ちゃんがいなくなったのを誤ご魔ま化かすのに時間がかかっちゃってさ。銀ちゃんには悪いけど、お腹が痛くなって野グソしに行ったってことにしたよ。一番信じてもらえそうだったから」

　早苗は一気にまくしたててから、手にしてた黒い鞄かばんを持ち上げて見せた。

「はい、秘密兵器が入ってる鞄を持って来たよ」

　返事は返って来なかった。

「銀ちゃん。どこなのお？　サナ一人だけだから出て来ていいんだよ」

　早苗がいくら声を張り上げても、毛むくじゃら君は出てこなかった。

「銀ちゃ～～～～ん！」

　遠くの山に跳はね返って、木精こだまがかすかに聞こえただけだった。
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「ふ～～～む」

　村人Ａは、オリを覗のぞき込み息を漏もらした。

「こいつが………西にし山やまさんを襲った動物か？」

「病院で西山さんも喜んでるべ。仇かたきを捕まえたんだからな」

　村人Ｂのその言葉に、村人Ａは小首を傾かしげた。

「しかし……」

「どうした？」

「いや、西山さんは二十針も縫う怪け我がをしたんだろ？　肩をガブリってやられて。にしてはこいつの口は小さすぎる気がするが」

「気のせい気のせい。毛の色だって白っぽいとこあるし。こいつに決まってるさ」

「そんなに凶きよう暴ぼうそうには見えんぞ。ほら、尻尾しつぽ振ってるし」

　村人Ａはオリ中のを指差した。確かにその謎の獣けものは尻尾しつぽを千ち切ぎれんばかりに振りたくってた。

　あたかも、自分の無実を主張するかのごとく。

「駄だ目め駄目。善良そうな顔して近寄ったところガブリって寸法だぞ。西にし山やまさんもきっとそうやって嚙かみつかれたんだ」

「そうか？」

「そうそう。えげつない野や獣じゆうだよ」

　謎の獣は不満そうに頰ほおをふくらめた。

「どうすんだ？　こいつ」

「さぁな。県のエライ人が見に来るんじゃね～～か？　そこんとこの細かいとこは新村長さんがやってくれるさ」

「そうだな。ま、これで島も平和になるってことだ。なぁポチ」

「ポチって何だ？」

「なんとなく昔、うちで飼ってた犬に似てるからよ。おい、ポチ。ハッカ飴あめ食うか？　ほらよ！　あ、食った食った」

「エサなんかやってるとどやされるぞ、新村長に。さ、行こ行こ」

「ああ」

　立ち去っていく二人の後ろ姿を、謎の獣はぼりぼりハッカ飴嚙かじりながら見送った。

　謎の獣はごっくんって喉のどを鳴らして甘あまい塊かたまりを飲み込むと、辺りをぐるりと見渡した。

　役場の外れにある広場。大きな鉄のオリに自分は押し込められてた。

　鼻をつくのはツンとする獣の香り。クマの匂においだ。きっと以前はクマさんがここで寝転がってたのだろう。

　見学者が来るたびに、それなりに愛あい想そは振りまいてるけど、だからってオリから出してもらえる気配はない。

　獣は「はぁぁ」ってわりと人間ちっくなため息を吐はき出した。

　と、その鼻がぴくりんこって動いた。風に乗って漂ただよって来た香りが、嗅かぎ覚えのあるものだったのだ。

「銀ぎんちゃん銀ちゃん」

　さらに三角形の耳を震わせた声も、聞き覚えのあるものだ。

　獣は首を動かし、小走りにやって来る訪問者を大きな瞳にうつした。

　獣は、普通の獣は出さないような声で叫んだ。

「サナちゃん！」

　演技じゃなく、本当に尻尾がぱたぱた動いた。




「やっぱり銀ちゃんだ」

　辺りに人がいないのを念入りに確認してから、早さ苗なえは安心の息を吐はき出した。

「いつまでたっても銀ぎんちゃん来ないし。それで山を下りて来たらさ、謎の獣けものが捕まったってみんなが話しててさ。びっくりしたよ。もう」

「トラバサミが僕の足に嚙かみついたんだ。で、捕まっちゃった」

　銀ぎん之の介すけはドジしちゃったよってへらと笑った。

「大丈夫？　足の怪け我が」

「ああ。もう血も止まったし傷も治りかけてる」

「良かった。ところでさ」

　早苗は一息ついてから、ずっと疑問に思ってることを口にした。

「ど～～してすっぽんぽんなの？　銀ちゃん」

　銀之介は、ふわっふわの毛並の上からもわかるくらいちょっとピンクに染まった。

「もうすぐ見つかるって時に思いついたんだ。服を脱ぬいじゃえば駒こま犬いぬ銀ぎん之の介すけだってことはわかんなくなるって。オオカミ人間じゃなくてただの謎の動物ってことになるって。捕まったあとも一言も言葉は喋しやべってないし。オリの中でも四本足で歩いてたんだよ」

「そっか。動物のフリをしてたんだ。考えたね。銀ちゃん」

「頭ちゃんと使ったんだよ。サナちゃんのお化ばけのアイデアにも負けてないかな？」

「うん。負けてない負けてない」

　二人は鼻面を突き合わせ笑った。およそこの場面に相応ふさわしくない、爽さわやかな笑いだ。

「でさ、どうしよ？」

　しばらく笑ってから、二人は棚の上に置いといた現実の問題をよっこらしょっと下ろした。

「早くここから逃げ出したいんだけどさ。僕の力じゃど～～にもなんないんだ」

　銀之介は意地悪にも立ちはだかる鉄の棒に果か敢かんに挑戦した。握り締めると押し広げようと力を込める。

　びくりともしなかった。

「ほらね。やっぱりだ」

　銀之介はその場にへたり込んだ。

「そういう訳だからさ。悪いけど父さんを呼んで来てくれないかな」

「銀ちゃんの……お父さん？」

「そう。サナちゃんがみんな知ってるってことがバレちゃうけど…………仕方ないか」

　銀之介はやれやれって息を吐き出した。それから顔を上げ、怪け訝げんそうな早苗の表情に気がつく。

　人類はどこからやって来てどこへ行くんだろって考えてるような顔つきだ。

「ど～～したの？　考え込んじゃってさ」

「だって、銀ちゃんのお父さんって………ヨワヨワ星のヨワヨワ星人じゃん」

　早さ苗なえは、お子様らしく容よう赦しやなくきっぱりと言い切った。

「この間、これっくらいの米袋運ぶのにさ、ひーこらひーこら言って道を歩いてたんだよ。それも十歩歩くたびに休きゆう憩けいしてたし」

「だろうな」

「私はきょじゃくたいしつだとか言ってたよ」

「口くち癖ぐせなんだ。あながち間違ってもないけど」

「わかった！　この鍵を開けれちゃうくらい指先が器用なんだ！　テレビで針一本で鍵開けちゃう人みたことあるもん。銀ぎんちゃんのお父さんもきっと」

「父さん、絵はそこそこ上手じようずだけど…………折り紙の鶴つるも折れないんだよ」

　沈黙がぐるぐるととぐろを巻いた。

　早苗はこれでもかってくらい小さな頭を悩ませてから、実に素朴な疑問のボールをぶつけて来た。

「じゃぁ、どうして」

「サナちゃん。僕って何？」

　ボールを投げ返す。

「満月でオオカミに変身する人……まぁ、僕の場合きんかんでも変身しちゃうけど。とにかく、そ～～ゆ～～体質の人のこと世間で何て言うかな？」

「オオカミ男でしょ」

　早苗の答えに、銀ぎん之の介すけはピンポ～～ンって正解音を上げた。

「でも、銀ぎんちゃんはまだ子供だからオオカミ少年だね」

「さて問題です。どうすればオオカミ少年になれますか？」

「え～～とね～～」

　早苗はしばし考えてから答えた。

「オオカミ男に嚙かまれる！」

「ブ───。それは吸きゆう血けつ鬼き。オオカミ少年になるための方法は一つだけ」

「なになになに？　教えて教えて教えて」

　好こう奇き心しんで瞳をきらきらさせる早苗に、銀之介はつまらなそうに言った。

「簡単だよ。オオカミ男の子供に産生れるんだよ。つまり、僕の父さんも…」

　銀之介は口から出かかった言葉にブレーキをかけた。

　ものすごく感度のいい両耳が、こちらに向かって来る軽トラックの音を感知したのだ。

　まもなく、軽トラックが到着した。銀之介にとってものすごくありがたくない人の到着だ。

「こら、早苗！　こんなとこで何してるんだ」

　トラックを下りた早苗の父、大だい作さくは開口一番そう怒ど鳴なりつけた。

「え～と、動物が捕まったって聞いたから、どんなかなって思って」

「危ないぞ。いくらオリに入ってるからって、そんなに近寄っちゃな。さっさと家に帰れ」

「お父さんは何しに来たの？」

「こいつを連れに来たのさ」

　大だい作さくは顎あごでオリを指した。

「県に連絡したら保健所が是ぜ非ひにも見てみたいんだとさ。だから船に乗っけて連れてく」

「え～～！　連れてっちゃうの！」

「ああ。もうすぐ村の若い奴やつらが来るから。そしたらこのトラックに乗っけて港まで運ぶ」

「ちょっと待ってよ待ってよ！」

　早さ苗なえは必至になって声を張り上げた。なんとかして銀ぎん之の介すけを救出しようってがんばってるところだ。持ってかれちゃたまったもんじゃない。
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「まだこの動物が犯人って決まった訳じゃないじゃん！」

「何を言うんだ？　お前は」

「ほら、よく見るとかわいいじゃない。お利り口こうそうだし。そんな悪い動物じゃないよ」

「そいつが家畜を殺し、人間に嚙かみついたんだぞ」

「違うよ。きっと別の動物なんだよ。ほら、尻尾しつぽ振ってるよ。お手！」

　獣けものはちょこんとお手をした。

「お座り！」

　獣けものはきっちりお座りした。

「ちんちん！」

　獣はそれはやらなかった。どうやらちょっとばかし恥ずかしいようだ。

「ほらね、お利り口こうないい動物じゃない。外に逃がしてやろうよ」

「馬ば鹿かを言うな」

「じゃぁせめてさ、せめて連れてくのはもう少し待ってあげようよ。明日あしたの朝までとかさ。うんうん」

　必死になって説得作業を続ける早さ苗なえに、大だい作さくの瞳が懐かい疑ぎ的に細められた。

「早さ苗なえ。お前、何をたくらんでるんだ？」

「え？　何もたくらんでなんかないよ」

「誤ご魔ま化かすなよ。言え！」

「……………」

　早苗は口をへの字に曲げた。何が何でも開きませんぜって気合いをばりばりに込めて。

「まさかお前、この動物を逃がそうなんて考えてるんじゃないだろうな？」

「そ、そんなんじゃないよ。そんなこと全然考えてないよ。サナは」

「そうなんだな。お前が噓うそついてる時はすぐにわかる。瞬まばたきをしなくなるからな」

「！！！！」

　早苗は慌あわててパチパチ瞬きをした。一生懸けん命めいに上の瞼まぶたと下の瞼をぶつからせた。ギネスにのるくらいの速度だ。

「慌あわてて瞬きをするってことは、やっぱりそうなんだな」

　もう言い訳は無理のようだった。

「だって、だってだって」

　うつむいて口ごもる早苗に、大作は憎にく々にくしげに吐はき出した。

「そうかわかったぞ。駒こま犬いぬんとこのガキだな。あいつにそそのかされたんだろ」

「銀ぎんちゃんは関係ないよ！」

「もう二度とお前と遊ばないようきっちり言ってやる！」

　軽トラックに乗り込もうとする大作の前に、早苗は立ちはだかると早口にまくしたてた。

「ど～～して銀ちゃんと仲良くしちゃいけないの！　よそ者だからなの？　よそ者ってそんなに悪い人なの？　お父さんおかしいよ。どうして銀ちゃんの家族をそんなに嫌ってるの？」

「うるさい！　そこをどきなさい」

「どかないもん。教えてくれるまでどかないもん」

　早苗は父親をはったとにらみつけてから、口を開いた。

「おじ～ちゃんを病院へ運んだのが銀ちゃんのおじちゃんだから？　だから嫌ってるの？」

「早苗………」

　大だい作さくの顔色が一いつ瞬しゆん青ざめたが、早苗はかまわずぶちまけた。

「花見の下見の時に、山で倒れたおじ～ちゃんを病院に運んだのが銀ぎんちゃんのお父さんだから、だから…」

　バシリ！

　大作の平手が、早さ苗なえの頰ほおをぶったたいた。

　叩たたいた大作も………叩かれた早苗も……何も言えない沈黙の時。

　だけど、ついつい何か言っちゃった人が若干一名いた。

「こらぁ！　サナちゃんに何するんだ！」

　その声は思わぬところから飛んで来た。

　ズバリ、オリの中からだ。

「駄だ目めだって喋しやべっちゃ！」

　早苗が叱しつ責せきするけど、時は遅すぎるぜって奴やつだ。

「…………喋った」

　大作が目をぱちくりさせ、そして呟つぶやいた。

「まさかお前は……」

「わんわんわん」

　銀ぎん之の介すけはとりつくろうように犬の物マネをして見せた。

　想像はしてたことだけど……やっぱ通用しなかった。

「そうか、貴様だったのか」

　大作の目が真まっ赤かに充血した。何か別の怒りを銀之介に転てん嫁かするように、怒りを爆発させる。

　銀之介は心の底から凍こおりついた。

　大作が、軽トラックから引っ張り出した猟りよう銃じゆうにゆっくりと弾をこめ始めたからだ。

「お父さん！　何やってるの！　止めてよ！」

　早苗が必死にすがりつくけど、小さな障しよう害がいを突き飛ばし、大作は弾こめ作業を続ける。

　この世にお別れを告げるまであと十数秒ってことだろ。

　涙に便びん乗じようして出て来た鼻水を思い切りすすり上げた時だ。

　オリの中にじゃらんって音をたてる物が投げ込まれた。

「逃げて！　銀ちゃん！」

　それは鍵だった。早苗が大作のポケットから抜き取ったのだろう。

　銀之介は鍵を拾い上げると錠じよう前まえに突っ込んだ。無器用な手だけど、なんとか鍵を開ける。

「逃げてぇぇぇぇぇぇぇぇ！」

　銀之介は大地を蹴け飛ばした。四本足で草原を駆かけ抜ける。

　銃声が一発だけ、銀之介の後を追いかけた。
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「やれやれ。島の暮らしも気に入ってたんだがな」

　自宅にて、銀ぎん一いち郎ろうはため息まじりに吐はき出した。

「そうね。もう少しはいられると思ってたのに。ま、仕方ないわ」

　典のり代よも、夫のため息に便乗した。

「しかし……」

　カーテンの隙すき間まから、外を見やった銀一郎は軽く舌打ちした。

　家の前には大勢の人が集結していた。それも物ぶつ騒そうな島人達にだ。

　鎌かまや鍬くわなどの農作業道具で武装してる方々。中には猟りよう銃じゆうを持ち出してる輩やからまでいた。

「今回はやたらすごいな。こんなに敵意を剝むき出しにされたのは何年ぶりだろ」

「銀ぎん之の介すけがやったと思われてるからね。家畜のことも、人を襲ったことも」

「うちのベコを返せぇぇぇぇぇ！」

　外からそんな声が飛んで来た。

「化ばけ物ものは出ていけぇぇぇ！」

　矢継ぎ早に飛んで来る声に、銀一郎はうんざりとした顔で言った。

「言われなくたって出ていくよ。正体がばれてしまったんだからな」

「あなた、引っ越し荷物どうしよ？」

「小さな船に乗っけるんだ。必要最低限の物だけ背負うことにしよう。あまりに時間がないからな」

「そうね。また買えばいいだけだものね。服もすぐに使わない冬物は置いて行きましょ」

　微笑ほほえむ典代に、銀一郎は優しく言葉をかけた。

「苦労かけるな」

「気にしないで。こんなことでへこたれるくらいなら、オオカミ男と結婚なんかしなかったわよ」

　典代が目尻にシワを作って微笑んだ。その時だ。

　空気を引き裂く音と共にガラスが割れた。大きな石が投げ込まれたのだ。

　キラキラと光る破は片へんが、かがんでいた典代に降り注いだ。

「大丈夫か！」

　銀一郎は慌あわてて駆かけ寄った。

「心配いらないわ。ちょっと手を切っただけだから」

　典代は出血する手の甲にハンカチを押し当てた。

　銀一郎はゆっくりと眼鏡めがねを押し上げた。その顔からは表情が消えていた。

「ちょっと行ってくる」

　立ち上がった銀ぎん一いち郎ろうは、くるりと典のり代よに背中を向けた。

「どこへ？」

「決まってるじゃないか」

　肩越しに振り返った銀一郎の顔は、もう人間のそれじゃなかった。

　三角形に突出した耳。ニワトリ一匹を丸ごと骨までぼりぼり嚙かじれそうな顎あごと牙きば。体だって一回りも大きくなってる。全すべてが鋼はがねのような筋肉だ。

「外の連中をぶちのめして来るのさ」

　そう言い残し外へ飛び出して行こうとするオオカミを、典代は必死になって止めた。

「あなた！　止めて」

「なんだと！　こんなことされて黙ってろってのか？」

　憤ふん懣まんやるかたないって口調で、銀一郎はまくしたてた。

「いつもこれだ。私達が何もしなくても、人はみんな私達のせいにする。禍わざわいの全すべてをなすりつけようとする。そして私達を追い出そうとする。いや、追い出そうとするぐらいならまだいい。殺してやろうとする奴やつだっている。そんな奴ら相手に爪つめをふるって何が悪い！　家族を守ろうとして何がいけないんだ！」

　銀一郎の耳がくりくりって動いた。鼻もひくひくって動く。家の中に侵入して来た家族でないものを察知したのだ。

「誰だ！」

　銀一郎は牙を剝むき出し、その異物に顔を向けた。

「うわぁ」

　小さな侵入者は声を上げて驚いた。

「早さ苗なえちゃんか」

　銀一郎は剝き出した牙を納めて、そして悲しそうに目を伏せた。

　おそらく次に飛んで来るであろう、早苗の悲鳴、泣き声に備えたのだ。

　でもそんなもんは飛んで来なかった。

「御ご免めんなさい。おじちゃん。おばちゃん。呼んだんだけど返事がないから。裏口から入っちゃった」

　ペコリって頭を下げた早苗は、顔を上げると大きな瞳で銀一郎の姿をまじまじと観察した。

　そして、言った。

「そうか、おじちゃんも変身するんだ」

「おじちゃんも？」

　典代が眉まゆをひそめ尋たずねた。

「もしかして、銀ぎん之の介すけのことを知ってたの？」

「うん。ずっとずっと前から知ってるよ。あ、これ内ない緒しよだったんだ」

　しまったって顔をする早さ苗なえに、銀ぎん一いち郎ろうは一言一言嚙かみ切るようにしてこう聞いた。

「知ってても、知ってても銀ぎん之の介すけと仲良くしてくれたのか？」

「うん」

　早苗は力一杯に頷うなずいた。

「恐くないのか？　銀之介や私が」

「恐くなんかないよ！　サナ犬好きだし、それにね」

　早苗は軽く息を吸い込んでから続けた。

「銀ぎんちゃんもおじちゃんも悪い人じゃないって知ってるもん」

　銀一郎の体から緊張が解けた。

「あなた、みんながみんな外の人達と同じって訳じゃないのよ」

「ああ。そうみたいだな」

　銀一郎は大きく息を吐はき出した。先程までのは張りつめた殺気はもはやない。

「早苗ちゃん。ありがとな。早苗ちゃんのおかげで、おじちゃん馬ば鹿かなことをせずにすんだよ」

　銀一郎はしゃがみ込むと、少々毛深くなった手で早苗の頭を撫なでた。

「ねえ、銀ちゃんは？」

「帰って来ておおまかなとこを説明するだけ説明したら、部屋に閉じ込もってしまってな」

「銀之介！　銀之介！　早苗ちゃんが来てくれたぞ」

　廊下を挟はさんだすぐ隣の襖ふすまに向かって声をぶつけたけど、木精こだますら帰って来なかった。

「銀之介！」

　開けられた襖の向こうに、主あるじはいなかった。

　引っ越しのため、ぱんぱんに膨ふくらんだカバンと小さくまとめられた手荷物。それが部屋の真中に置いてあるだけだった。

　ただ、机の上に残された一枚の紙切れ。

『ちょっとかんがえてくる』

　炎えん天てん下かのアスファルトにうっかりはい出てしまったミミズみたいな字でそう書かれていた。

「あの馬ば鹿か。今見つかったらどうなるかわかったもんじゃないのに」

「サナ。探してくる！」

「え？」

「多分あそこだと思う。うん。きっとそうだよ！　おじちゃんおばちゃんは待ってて！」

　サナはそれだけ言うと裏口から飛び出して行った。

「いい子ね。あの子」

　典のり代よがぽつりと呟つぶやいた。

「ああ。こんな島においとくのがもったいないな」

　こっくりと頷うなずいてから、銀ぎん一いち郎ろうは眉まゆ毛げをちょいと持ち上げ言った。

「誘ゆう拐かいしよっか？」

「冗じよう談だんは止めて。さ、準備しましょ、ダーツの。銀ぎん之の介すけが戻ってきたらすぐにやらせなくちゃ」

　何な故ぜ、ダーツなのか？　それは想像にお任せする。
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　銀之介は、小さな社やしろ前の石の上に腰を下ろしてた。

　山の夜の透明でひんやりとした空気。聞こえるのは木の葉っぱと木の葉っぱが擦すれる音だけだ。

　見上げるとお月様が出てた。満月じゃないけど、びっくりするくらい明るい。だからこそここまでやって来られたのだ。

「とうとう引っ越しか」

　もう人間に戻ってる銀之介は、夜の静けさに向かってはああって息を吐はき出した。

「それも、僕のせいで」

　考えるとどんどん気分に鉄の鎖くさりが巻き付けられていく。

　銀之介はずずって鼻を鳴らした。なんだか泣いてばっかいる自分が情けなかったけど、誰もいないからいい。誰もいないから……。

「だ～～～れだ」

　濡ぬれてる瞳が、後ろから伸ばされる手で覆おおい被かぶされた。

「うわぁ！」

「だ～～～～～れだ」

　耳もとで囁ささやかれる声を間違うはずもない。

「サナちゃん」

「あたり～～～～！」

　シャッターが外されて、にこにこする早苗の姿が現れた。

　早苗は、さりげなく両手を自分の服で拭ぬぐった。銀之介の涙でべっとり濡れてたからだ。

　でも、それについてのコメントは一切なかった。

　銀之介はそれがありがたかった。

「おじちゃんとおばちゃん心配してたよ」

「うん」

「帰らないの？」

「……もうちょっと、ここにいる」

「そっか」

　早さ苗なえは優しく微笑ほほえんだ。

「じゃ、サナもここにいるね」

　銀ぎん之の介すけの隣に早苗が飛び込んで来た。石は十二分に大きいのに、体をぴったりとくっつけて来る。

「僕の家に行ったんだ。すごかったでしょ」

「うん。たくさんの人が家の前にいた。……………お父さんもいた」

　早苗は悲しそうに目を伏せてから、銀之介にぺこりって頭を下げた。

「御ご免めんなさい。銀ぎんちゃん」

「え？」

「銀ちゃん達なんにも悪いことしてないのに。サナのお父さんのせいで」

「違うよ、サナちゃん。サナちゃんのお父さんが悪いんじゃないよ。仕方ないんだよ」

　銀之介は、穏おだやかに言った。

「僕だって、僕の近くに僕みたいな奴やつがいたら絶対に恐がる。だってオオカミになるんだよ。牙きばが鋭く突き出ててさ。爪つめがぎゅいんって伸びてて。その気になれば簡単に人を襲うことが出来る。そんな化ばけ物ものなんだよ。誰だって恐いよ」

「違う！　銀ちゃんは化物なんかじゃないよ！　優しいし暖かいし、サナは銀ちゃんのこと恐くないよ」

「なかには………わかってくれる人もいる。僕らがちょっと妙な体質してるけど、人なんか襲わないってちゃんと説明すればわかってくれる人が。でも、そんな人は少ないんだ。だから、僕らは秘密にする。オオカミ人間だってことは秘密にしてひっそりと生活する。もし正体がバレた時には、さっさといなくなるんだ。どこか別の場所に引っ越して」

「銀ちゃん。引っ越しちゃうの？」

「父さんと母さん。荷造りしてたろ？」

　早苗はこっくり無音で頷うなずいた。認めたくないけど、二人が荷物をまとめていた光景は頭に貼はり付いてる。

「そんなのおかしいって。もうちょっと待とうよ。きっともうすぐ本当の犯人が捕まるよ。クマか何かだよきっと。そしたら銀ちゃんがやったんじゃないってみんなわかって」

「でも、僕がオオカミ人間だってことはバレちゃってる。だから仕方ないんだ」

　銀之介は、諦あきらめたように言った。

「そ～～ゆ～～決まりなんだ。そうするのが一番いいんだ。僕らのためにも、みんなのためにも」

　沈黙がやって来てあたりを飛び跳はねた。

　どれぐらい沈黙の好き勝手にまかせてただろうか？

　漬つけ物もの石みたく押し黙ってた早さ苗なえが、何かを決意したのか力づよく頷うなずいた。

　そして場違いな明るさで声を出した。

「決～～めた。サナ、銀ぎんちゃんとこの子になる！」

「えっ！」

「銀ちゃんと一緒に行くんよ。遠くの街へ」

「駄だ目めだって！　そんなの！」

「銀ちゃんはサナが一緒じゃイヤ？」

　早苗が覗のぞき込むようにして銀ぎん之の介すけを見た。

　いやじゃなかった。いやじゃなかったから………何も言い返せなかった。

「イヤじゃないけど……」

「じゃ、決まり！」

「でも！」

「お願い！　一緒に連れてって！　銀ちゃんと一緒がいいの！」

　早苗の、精一杯の言葉だった。

　こんなまっすぐな瞳をはじくことなんて、銀之介には出来なかった。

　それに、銀之介だって早苗と離れたくなかった。一緒にいたかった。

「わかった……」

　銀之介はゆっくりと頷いた。

「僕から父さんと母さんに頼んでみる。一緒に行こ」

「ありがと！　銀ちゃん！」

　早苗が抱きついて来たもんだから、銀之介の顔は真まっ赤かに染まった。

　オオカミ状態じゃない時に抱きつかれるのは、正直初めての経験だった。

「じゃ、銀ちゃん。サナ荷物持って銀ちゃん家ちに行くから。絶対絶対待っててよ」

　早苗がスキップして山を下りて行くのを、銀之介は見送った。

　抱きつかれた余よ韻いんで、まだ顔は真まっ赤かだった。
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　びっくりするくらい明るい月の下、早苗は一本道を下っていた。

　その足取りは軽い。

　嬉うれしかった。銀之介が首を縦たてに振ってくれたことが嬉うれしくて嬉しくてたまらなかった。

　島に未み練れんがないわけじゃない。

　だけど、銀之介と一緒にいられることが嬉しかった。

　父親や島の人々のせいで傷ついた銀之介の心を、一緒にいて癒いやしてあげるのがなんだか義務のようにも思えた。

　この島の人間としての。

　時計の秒針が四分の三ほどがんばった時だ。

　斜め前方の茂みから聞こえてきたがさごそって音で、早さ苗なえは動かしっぱなしだった足を止めた。

「銀ぎんちゃん？」

　早苗は茂みに向かって声をかけた。

　茂みはまたがさごそって動いた。

「もー、サナを驚かそうったって駄だ目めだよ。早く出ておいでよ」

　がさごそがさごそがさごそがさごそ。

「銀ちゃん！」

　早苗が大きな声を茂みにぶつけた。そして、のっそりとがさごその張本人は姿を現した。

　変身した銀之介のように、体中が毛むくじゃらだった。

　変身した銀之介のように、耳がつっこんって突き出してた。

　変身した銀ぎん之の介すけのように、にょっきりとした爪つめと牙きばを持ち合わせてた。

　だけど、それは銀之介じゃなかった。

　最初に早苗が覚えた感情は、まじりっけのない疑問だった。

　なんで、なんでこんなところにトラがいるんだろうか？

　その感情が恐怖に進化したのは、トラが牙をむき出して唸うなってからだった。

「ぐるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるる」

　喉のどの奥でドラム缶かんでも転がしてるような唸り声だ。

　逃げなくちゃ！

　だけど、体はコンクリートで固められたみたいにコチンコチンに固まって動けない。

　ゆっくりとした足取りでトラが近寄って来る。だけど体は動かない。声すら出ないのだ。ヘビに睨にらまれたカエルって奴やつだろう。

　トラがピンク色の舌でペロリと舌なめずりした。ご馳ち走そうを目の前にしたグルメがやりそうな行為だ。

　早苗の恐怖バロメーターが一気に跳はね上がった。

「サナちゃん!!」

　後ろからぶつけられたその声と、ぎゅって捕まれた手の感触によって早苗はコンクリートの中から引っ張り出された。

「銀ちゃん」

「早く。早く逃げよう」

　銀之介は早苗の手をぐいっと引っ張った。一本道はトラが通せんぼしてる。逃げ道は上しかない。

　早さ苗なえの手を引っ張って、銀ぎん之の介すけは坂道を上り始めた。

　しばらく献身的に両足を動かして、二人は社やしろのとこまでやって来た。

　体力の差が出て、最後の方は銀之介が早苗に引っ張られるって形になってたけど、なんとか到着した。

　はじめて振り返ってみたけど、トラが追いかけて来てる様子はない。

　二人は顔を見合わせ、とりあえずの安あん堵どのため息二重奏を響かせた。

「あれ、トラだよね」

　早苗が確かめるように言った。

「うん。トラだったよ」

　銀之介はこっくり頷うなずいた。

「やっと匂においを思い出したよ。あれは動物園で嗅かいだことのある匂いなんだ」

「どうしてトラがいるかわかんないけど、あのトラが犯人だよ。牛とか豚ぶたとかを襲った犯人。大変だよ！　銀ぎんちゃん。早くみんなに知らせないと」

「でもさ……」

　言葉のお尻しりを飲み込みながら、銀之介は言った。

「どうやって山を下りようか？」

　一本道には大きなトラが待ち構えてるかもしれないのだ。

　大口開けて待ち構えてるトラの口に、おまぬけにも飛び込んでく自分達の姿が思い浮かんだ。

　気がついてみればトラの胃袋の中、なんて笑えないことになりかねない。

「どうしよ」

　早苗は考えた。トラのいるかもしれない山道をお子様二人で駆かけ下りるなんてあまりにも心もとない。

　強い味方でもいれば話は別だけど………。

　強い味方？

「そうだ！」

　早苗はポンと手を打った。

「変身した銀ちゃんが一緒なら恐くないよ」

「でも、どうやって変身する？　今日は満月でもないし。きんかんだってないし」

「ちょっと待っててね」

　何を思ったのか、早苗は小さな社やしろに手を突っ込んだ。

「毎回持ってくるのが面めん倒どう臭くさくなっちゃってさ。前ここに突っ込んどいたんだ。みんなには内緒だよ。罰ばち当たり！　とか言われるから」

　へへって笑ってから、早苗は小さな袋を引っ張り出した。

「銀ちゃんの特訓道具ううううううう」

　逆さにされた袋の口から、たくさんの黄色くて丸い物が吐はき出された。

　黄色いピンポン玉。

　黄色いテニスボール。

　黄色いビー玉。

「きんかんはないね」

「うん。でもほら、このピンポン玉ならきんかんそっくりでしょ。これじゃ駄だ目めかな？」

　ピンポン玉を突き出す早さ苗なえに、銀ぎん之の介すけは申し訳なさそうに首を振った。

「駄目なんだ。一度克こく服ふくしちゃった物じゃ背中がぞくぞくってしないんだ」

「そうなんだ」

　早苗は残念そうに息を吐き出した。

「ごめん」

「謝あやまらなくてもいいよ。銀ぎんちゃんが悪いんじゃないからさ」

　早苗はぽんぽんっと銀之介の肩を叩たたいた。

「もうしばらくここで静かにしてさ、そしたら一緒に山を下りよ。きっとその頃にはトラもどっか行ってるだろうからさ……ん？　銀ちゃんどうしたの？　かっちんこっちんになっちゃって」

　かっちんこっちんになっちゃってる銀之介は、ぎぎぎと錆さび付いた関節を動かして腕を上げ指差した。

　首を動かした早苗も、ちょっとかっちんこっちんになった。

　トラだった。どうやらのっそりのっそりと二人の後を追いかけて来たらしい。

　どっかへ行くつもりはさらっさらないようだ。

「銀ちゃん」

　早苗は銀之介の手をぎゅっと握り締めた。

　その手が震えてるのを、銀之介は感じた。

　銀之介はしゃがみ込むと黄色いピンポン玉を必死になって睨にらみつけた。

　一生懸けん命めいにあの背中の方から湧わき上がってくる感覚を思い浮かべたけど、波はやってこない。ダムの堤防はしっかりと作られたままだ。

　黄色いテニスボールでも駄目だった。ビー玉でも右に同じだった。

　トラはゆっくりと、だが確実に二人に近寄って来る。時折見せる舌なめずりがとてつもなくヤナ感じだった。

「もっと他ほかに、もっと他に……」

　袋を逆さにして振りたくったら、何かがコロンと転がり落ちた。

　白くて、楕だ円えん形けいの物体。生卵だ。

「もしかしたら……もしかしたらいけるかもしれない」

「え？」

「サナちゃん！　手！」

「う、うん」

　生卵を手にした銀ぎん之の介すけを見て、早さ苗なえは何をすべきかを悟さとった。

　両手をおわん形にして突き出す。

　早苗の手に生卵が割り入れられた。

　銀之介はおわんを覗のぞき込んだ。

　黄色い瞳がこっちを覗き込んでた。

　卵は克こく服ふくしてしまっている。だけどまだ日が浅い。もしかしたら、もしかしたら。

　一いち抹まつの希望を信じて、銀之介はイメージを膨ふくらませた。

　それは唐とう突とつにやって来た。ぞわぞわって感触だ。

　ダムの堤防が崩れ落ちるように、衝撃が一気に体からだを流れる。

「あおおおおおおおおおおおん！」

　銀之介はオオカミに変身を遂げた。
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　ひょろひょろだった体には、細身ながらもしっかりとした鋼はがねのような筋肉がついた。指にはまな板をもなます切りに出来そうな爪つめ、突き出た口にはぞろりと牙きばが生はえそろっている。

「がるるるるるるるる」

　銀之介は、牙を剝むき出し精一杯の虚勢を張った。

　出来れば、戦いは避けたかった。こんな戦闘兵器の塊かたまりみたいな肉体でも、心は臆おく病びような駒こま犬いぬ銀之介。好き好んで喧けん嘩かを買おうとは思えない。

　トラが尻尾しつぽ巻いて逃げてくれることを心の底から祈ってた。

　だけど、世の中そんなに甘あまくなかった。

「がるるるるるるるるるるるるるるるるる!!」

　トラは一声吼ほえると、銀之介目掛けて飛びかかって来た。

　一人ならば逃げられる。四本足で突っ走れば負けない自信はある。こっちは小柄だから狭い藪やぶの間も突っ切れる。

　だけど、早苗が一緒の今、その選択肢しは選べない。

　選べる道は一つだけだ。

「がるるるるるるるるるる」

　銀之介も負けじと吼えるとトラに向かって突進した。

　オオカミ少年とトラとの戦いが始まった。

　ぶっちゃけ結論から言ってしまおう。

　トラは、強かった。もとい強すぎた。

　まだまだ成長途中のオオカミ少年の敵としては、いささか度が過ぎた。

　トラの牙きばが銀ぎん之の介すけの肩に食い込んだ。激痛に悲鳴を上げる中、トラは大きな前足で銀之介を押さえつける。

　血でぬらりと光る牙が銀之介の視界一杯に見えた。

　これから喉のど笛ぶえにつきたてられるだろう。そしたらおしまいだ。人生がおしまいだ。

　必死になってもがいたけど、伸のしかかるトラを振り切ることはさすがに不可能だった。

　認めたくないけど、本当認めたくないけど、銀之介はすぐそこまで足を運んできてる死の影を見つけた。

　でも、牙は突き立てられなかった。

　トラのこめかみに石ころがぶち当てられたのだ。投げつけたのは他ほかでもない。早さ苗なえだった。

「銀ぎんちゃんをいじめたら承知しないんだから!!」

　声は震えてたけど、早苗はトラをはったと睨にらみ付けて叫んだ。

「ぐるるるる」

　トラの興味が銀之介から早苗へと移った。

　押さえつけてた手を離して、早苗へと足を向ける。

「サナちゃんに手を出すな!!」

　銀之介は、気を抜けば意識を失いそうになる肩の痛みに耐えてトラの後ろ足にしがみ付いた。

　思い切り、そこに牙をつきたてた。

「ぎゃるるるるるるるるるる！」

　その次の光景を、銀之介は全く覚えていない。

　気がついた時には、木に叩たたきつけられていた。キレイだったはずのわき腹にしっかりと嚙かみ後をくっつけて。

　意識がす～～～～～って遠くなるなか、早苗に襲い掛かろうとするトラの姿が見えた。

　これまで、変身した自分は無敵だと思っていた。どんな奴やつにも負けないと思ってた。

　でも、井の中の蛙かわず大たい海かいを知らずって奴やつだったみたいだ。

　生まれて初めて、銀之介は力が欲しいと思った。もっともっと強い牙を欲しいと思った。もっともっと鋭い爪を欲しいと思った。

　神様に銀之介は願った。

　そんな時だった。脳味み噌その奥が灼しやく熱ねつしたのは。

　これまでもこの灼熱は味わったことがある。そう、満月の夜だ。

　満月を見ると、オオカミになるのはもちろん頭の方も少々おかしなことになる。

　でも、今回の灼熱はこれまでのそれとは違っていた。止まる気配を見せないのだ。

　本能的に、銀之介は危険を感じ取った。これ以上の上昇は危険だ。なんとかしなくてはいけない。

　だけど、やはり本能的に銀ぎん之の介すけは感じ取っていた。

　この灼しやく熱ねつが、自分に力を与えてくれるってことを。

　それで、それで早さ苗なえちゃんが助けられるなら。

　銀之介は、上昇する灼熱に体の全すべてを任せた。




　牙きばをむき出し、トラがゆっくりと歩み寄ってくる。

　ストンと早苗はしりもちをついた。見事に腰を抜かしたのだ。

「銀ぎんちゃん!!」

　体は動かない。だけどトラは容よう赦しやなくやって来る。

　トラの鼻息が早苗の頰ほおをくすぐるほどの距離。

　トラが口を開いた。鋭い牙きばとピンク色の舌が早苗の視界一杯に見える。

「助けて」

　かすれた声で、早苗は叫んだ。

「助けて、銀ちゃん」

「ぎゃおおおおおおおおおおおおおおおおおん」

　突然、トラが絶叫した。その理由はすぐにわかった。

　トラの尻尾しつぽに思い切り牙をつき立ててるオオカミ少年が見えた。

「銀ちゃん!!」

　早苗が喜びの声を上げた。

　トラとオオカミ少年の戦いが始まった。最初は力いっぱい銀之介を応援してた早苗だけど、段々とその声は弱まった。

　早苗は気がついたのだ。銀之介がいつもの銀之介じゃないことに。まるで、本物の獣けもののようだってことに。

　目の焦点も合ってなかった。口元からはヨダレが断続的にしたたり落ちていた。決して二本足になることなく、言葉だって一言も発しない。

　それに、トラに対する攻撃だって容赦のないものだ。

　嚙かみ千ち切ぎったトラの耳を、ボリボリ食べる銀之介の姿に、早苗は吐はき気を覚えた。

　振り下ろされるトラの爪つめをものともせず、銀之介、いや一匹のオオカミは後ろ足のバネでトラに突進した。

　そして鋭い牙きばをトラの喉のど笛ぶえにつき立て、そのまま馬乗りになる。

　空気のもれるかすれた唸うなり声をあげ抵抗したトラだけど、徐々にその力も緩ゆるむ。

　勝敗はついた。がっくりと体からだを脱力させるトラ。息はあるが完全に戦意は失ってる。力なく呼吸のため胸を上下するだけだった。

　オオカミは喉のど笛ぶえから牙きばを外した。血でしたたる口から荒く息を吐はき出し、自分の下にいるトラを見つめる。

　しかし、オオカミはそこで終わりはしなかった。勝敗はどちらかが息絶えるまで、それが掟おきてとでも言うように口をぱっくりと開く。

　トドメの一撃をトラの喉笛にお見舞いするためにだ。

「銀ぎんちゃん止めて!!」

　たまらなくなって早さ苗なえは飛び出すと、銀ぎん之の介すけに駆かけ寄った。

「銀ちゃん止めて！」

「がるるるるる!!」

　オオカミは早苗を見もしなかった。ただ、右腕を振り払っただけだった。

　早苗は軽く弾はじき飛ばされた。三メートルばかし離れたとこに背中から着地した。

「銀ちゃん………」

　どうしてサナのことがわかってくれないんだろ。どうして…。

　混乱する早苗は、頰ほおにじんわりと走る痛みに気がついた。

　何気なく手を当ててみる。べっとりとした感触だ。

　血だった。オオカミの爪でさっくりと裂さけたらしい。

　真まっ赤かに染まる手のひらを見た途端、じんわりと走ってた痛みが倍増した。

　だけど、早苗は泣かなかった。いや、正確に言えば泣けなかったのだ。

　脳味み噌そまで畜生になっちゃってる銀之介を、涙の盛り上がった瞳で見つめることしか出来なかった。

　オオカミの牙がトラに止めをさそうとしたその瞬しゆん間かん。

　早苗は力いっぱいに叫んだ。

「銀ちゃん！！！！！！」

　オオカミはピタリと牙を止めた。

　ゆっくりと首を動かし早苗を見る。

　いっちゃってた瞳の焦点が、元に戻っていった。

「サナ……ちゃん？」

「銀ちゃん。銀ちゃんだよね」

　華はなやいだ声をあげる早苗にこっくり頷うなずいて見せてから、銀之介は早苗の頰ほおの傷を指差した。

「その傷……」

「これ？　なんでもないよ、なんでも」

　早苗は慌あわてて頰に手を当て傷を隠した。

　でも、早苗の頰に走る二本の傷跡は、銀之介の脳味噌にしっかりと焼き付けられた。

　ついでに、指差した自分の爪つま先さきにべっとりとつく紅あかい色にも。

「もしかして、もしかして僕が……」

「違うよ！　違うよ！　銀ぎんちゃんじゃないよ！　銀ちゃんのせいじゃないよ！」

「やっぱ、僕なんだ。僕がやったんだ」

　銀ぎん之の介すけは盛大に鼻をすすり上げた。反比例して涙がだーだー流れ落ちる。

「サナちゃんだけは僕を恐がらなかったのに。サナちゃんだけは仲良くしてくれたのに。僕は…僕は…僕は……」

「銀ちゃん!!」

「ごめんなさい。ごめんなさい。ごめんなさい!!」

　鼻水まじりの声を張り上げ、銀之介は走り出した。

「銀ちゃん！！！」

　ふさふさの尻尾しつぽは、すぐに見えなくなった。
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　気がつくと、島唯一の小さな診療所にいた。

　なんで自分がこんなとこにいるのか、早苗はよくわからなかった。

　曇りガラスの向こうにあるような不ふ明めい瞭りような記き憶おくをちょっと開いてみる。

　逃げた銀之介を追いかけて自分は走った。力いっぱい走った。

　そして、足を滑すべらしちょっとしたガケを滑すべり落ちた。

　記憶はそこで終わってた。でも大体何が起こったかは理解出来る。自分は気を失ったのだろう。

　ただでさえトラ来襲やらなにやらで疲れてた精神だ。簡単にチャンネルがオフになったらしい。

「起きた？　早苗ちゃん」

　年配の看護婦さんが顔を見せた。小さい島だから顔見知りだ。

「足を怪け我がしてるんだからまだ動いちゃ駄だ目めだからね」

「サナ……どうしてここにいるの？」

「覚えてないの？」

　早苗はコクンって首を振った。

「お友だちだっていう男の子があなたを背負って運んできてくれたのよ」

「男の子？」

「そう。雨降ってもいないのに雨ガッパを着てたわ」

　銀之介だって早苗はすぐに察した。毛むくじゃらの体を隠かくすため、どこかで調達した雨ガッパを着込んだのだろう。

「そう言えば、早苗ちゃんのおじいちゃんが運ばれて来た時も、やっぱり同じようだったわね。カッパを着込んだ男の人に背負われて」

「あの、銀ぎんちゃんは？　サナを運んできた男の子は？」

「あなたを置いたらすぐどこかへ行っちゃったけど……そうそう伝言を頼まれたわ」

　看護婦さんは軽く唇くちびるをなめると、こう言った。

「ありがとう。それから、ごめんなさい……だって」

「銀ちゃん!!」

　いてもたってもいられなくなって、早さ苗なえはベッドを出ようとした。

「駄だ目めよ。ひどい捻ねん挫ざしてるんだから!!」

　抑えようとする看護婦さんの手を振り払おうと、早苗は滅め茶ちや苦く茶ちやに暴れた。

「早苗！！！！」

　病室に響く太い声で、早苗は動かしていた手足を止めた。

　父親だった。早苗にとっちゃ大好きな人達を追い詰めた憎むべき存在だ。

　ぷいってそっぽを向く早苗に駆かけ寄った大だい作さくは、娘の右頰ほおの包帯に気がついた。

「何か鋭い物で引っかかれたような傷があったんです。傷自体はそんなに大きくなかったからキレイに縫ぬえましたけど、跡になるかもしれません。女の子だからちょっと可愛かわいそうだけど」

　看護婦さんの説明に、大作は憎しみを込めて吐はき出した。

「あいつにやられたんだな。駒こま犬いぬ銀ぎん之の介すけに」

「違う！」

　早苗は嚙かみ付かんばかりの剣けん幕まくで怒ど鳴なった。

「これはトラなの！　大きなトラにやられたの!!」

「何をバカな。こんな島にトラがいる訳がないだろ。すぐバレるような噓うそをつくな!!」

「噓じゃないもん！　トラなんだもん」

「いい加減にしろ！」

　大作が怒鳴った直後だった。

「山やま河かわさん！」

　島の男が息せき切って飛び込んで来た。

「どうした？　あいつらが見つかったか？」

「いえ。どこにも」

「だったら早く探せ!!　島の中にいるはずだ。見つけ出して保健所に突き出してやる!!」

「あの、それが、その」

「何だよ？」

「あのですねその」

　男は、看護婦さんが運んで来てくれたコップの水を飲み干し半ば叫ぶようにして言った。

「トラです!!」

「あ？」

「檻おりの中に……トラが？」

「馬ば鹿かを言うな!!」

「馬鹿じゃありません！　檻の中に大きなトラがいるんです」

　男はぜーぜーと息を吐はき出した。

「そのトラだもん!!　牛や豚ぶた食べちゃったのも、サナのほっぺたの傷も、みんなみんなそのトラがやったんだもん!!」

「とにかく、とにかく早く」

「ああ、わかった」

　慌あわただしく男と大だい作さくは出て行った。

「トラって…あのトラ……まさかね」

「百聞は一見にしかず……じゃな」

「え？」

　病室の入り口に立っていた老人は、看護婦さんに軽く会え釈しやくして見せた。

「どうも」

「おじーちゃん！」

　祖父の登場に、早苗は声を上げた。

「山やま河かわさん!!　駄だ目めですよ。こんな夜に出歩いて」

「いやいや。孫が病院に担かつぎ込まれたと聞いてな。心配で心配で。よろしいかな？　話をしても」

「まったく。ご自分の体のことも考えてください。帰る時はちゃんと言って下さいね。送って行きますから」

「すまないの」

　病室を出て行く看護婦にまた会釈してから、老人はベッドの脇わきのスチール椅い子すに腰を下ろした。

「トラを捕まえたのは、駒こま犬いぬさんだよ。あんな巨大なトラも軽々と担かつぎ上げてしまうんだ。オオカミ人間というのは大したものじゃな」

　早苗は目を丸くした。

「おじ─────ちゃん。銀ぎんちゃん達のこと知ってたの？」

「ああ。知っておった。ずっと前からの」

　老人は深く息を吐はき出した。

「わしが去年、花見の下見の時に心臓発作で倒れたことは知っておるな」

「うん。知ってる」

「その時にわしを背負ってここまで運んでくれたのが駒犬さんだったってのも知っておるな」

「うん」

「ここからは誰も知らないんじゃが、その時の駒こま犬いぬさんはオオカミになっておったんじゃよ」

「そうだったんだ」

　考えてみればそうだ。米袋一つ運ぶにもひーこらひーこら言ってる銀ぎん一いち郎ろうが、人間一人担かついで山を下りられるはずがない。

　スーパーマンにでも変身しなければ。

「そのおかげで、わしは九死に一生を得た。じゃがな、そのせいで大だい作さくの奴やつは駒犬さんを毛嫌いするようになってしまった」

　悲しいため息を一つ。

「あの時、大作も一緒だった。大作は助けを求めるため、山を駆かけ下りた。人を集め再び山へと戻って来た時には、すでにわしは病院だった。駒犬さんに運ばれてな。人々は陰で大作をなじったよ。あんなひょろひょろの駒犬さんでも背負って下りられたんだ。なぜ大作さんはそうしなかったんだ？　もしかしたらわざと時間のかかる方法を選んだんじゃないかと噂うわさする馬ば鹿か共もいた。当時、大作とわしは島の開発事業のことでもめておったからな」

　老人は唇くちびるをかみ締め首を横に振った。

「大作の判断は間違ってなかった。一人でふもとに下り、人を集め担たん架かのようなものでわしを運ぶ。その後、手配しておいた車に乗せて診療所まで運ぶ。あの山道を一人でわしを背負ってふもとまで運ぶなんて普通の人間には到底無理じゃからな。じゃが、駒犬さんは普通の人間じゃなかった。大作がいなくなった後、変身するとわしを背負って山を下りた。山道とは逆の方向の断だん崖がい絶壁を軽く駆かけ下りた。誰にもこのことは言わないで下さいって約束を交わして」

　老人の長い話は終わった。

　どれぐらい、静けさだけの時間が過ぎただろうか。

　早さ苗なえが動いた。

「サナ行かなくちゃ！　お父さんよりも早く銀ぎんちゃん達を見つけなくちゃ」

　ベッドから飛び出そうとする早苗に、老人はポツリと告げた。

「駒犬さん一家は、もう島にはいない」

「え！」

「わしが皆に内ない緒しよで用意した船に乗って島を出た。もう本土に着いてるだろうな」

「どーして！　何も悪いことしてないのに」

「無実は証明出来ても、オオカミ人間という体質は知られてしまっている。もう平へい穏おんな生活は出来ない。だから引っ越すそうだ」

「そんなの」

「早苗によろしく、秘密を知っても銀之介と仲良くしてくれてありがとう、だそうだ」

「そんなの。そんなの」

　早さ苗なえはぽろぽろと涙を流した。それだけじゃ追いつかず、枕まくらに顔を押し付けて泣きじゃくった。

　そんな孫まご娘むすめの頭にしわしわの手を置き、老人は優しく語りかけた。

「のう、早苗や。運命の線路ってのはな、いつかどこかで交わるものなんじゃよ。お互いがそれを望んでいるならかならず交わる時が来る。そう、何年後かわからないが、必ず会える。いつか必ず。きっとその時、わしはもうこの世にいないじゃろうけどな」
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「まさか中古屋に売りつけた車をまた自分で買い戻すハメになるとは思ってもみなかったぞ」

　オンボロ車を運転しつつ、銀ぎん一いち郎ろうがぼやいた。

「でも良かったわね。一年も売れ残ってて。おかげで安く買えたわ」

「こんなことなら売らなきゃ良かった」

「まあまあ、一年預かってもらった預かり料ってことで割り切りましょ」

　助手席の典のり代よがまあまあと宥なだめた。

「仕方ないがな。……ところで、銀ぎん之の介すけは？　さっきからえらく静かだが」

「ずっと眠ねむってるわ。昨日きのうは一晩中泣きじゃくってたから疲れたのね」

「そうか」

　銀ぎん一いち郎ろうはチラリとバックミラーを確認した。

　少ない荷物に埋うもれるようにして、銀ぎん之の介すけが寝息をたてていた。

「銀之介にとっちゃ、痛い思い出が出来ちまったな」

「そうね」

「どっかでハンバーグでも食わしてやるか。腹いっぱい」

「それがいいわ」

　こっくり頷うなずいてから、典のり代よはすかさずこう付け加えた。

「なるべく安そうな店にしてね」




　ハンバーグはおいしかった。本当においしかった。

　前にドラマで、『悲しくてご飯も喉のどを通らないわ』なんて台詞せりふを聞いたことがあるけど、僕はしっかり通ってしまった。

　僕が子供だから？　それともオオカミ人間だから？

　ハンバーグを食べてる間は元気だったけど、食べ終わったらまた僕はしょんぼりとした。

　ハンバーグ二つも平らげといてこんなこと言うのもなんだけど、ご飯も喉のどを通らないくらい悲しかった。

　車のマドから動いてく景色を眺めてたら、ラジオのニュースで聞きなれた言葉が出て来た。

　会おお地ち島にて捕獲されたトラは……。

　どっかのお金持ちの人が、ペットにしてたトラを会地島に捨てたんだって。てっきり無人島だとばっかし思って。

　飼かい主は罰ばつせられた。トラは保護され動物園へ行くとか行かないとか、そんなことを言ってた。

　牛や豚を襲ったのが僕じゃないって島の人達はわかってくれただろう。僕らが無実だって知ってくれたろう。

　だけど、もう帰れないことはわかってる。だってオオカミ君体質はばれてしまってるから。

　サナちゃんとも会えない。

　サナちゃん………。

　僕の頭に、サナちゃんの顔が浮かび上がった。頰ほおから真まっ赤かな血を流してるサナちゃんの顔を。

　僕がやったんだ。僕の爪つめがサナちゃんのほっぺたを傷付けたんだ。

　あんなに血が出てたんだ。すごく深い傷だったのだろう。もしかしたらアトになっちゃうかもしれない。

　もし、もし、僕が大きくなって、それでサナゃんとどっかで会って、そのときサナちゃんのほっぺたに傷が残ってたりしたら…………。

　責任を取ってサナちゃんと結婚しようと思う。

　サナちゃんを僕のお嫁よめさんにする。

　そう考えると、心のすみっこでほんのちょっとだけだけど、傷が残ってて欲しいって考えた。

　そんなこと考える自分がちょっとイやになって、僕は窓ガラスにおでこを押し付けた。




　それから三ヶ月後。

　新しい街で僕はきんかんを克こく服ふくした。

　だからって満月以外の全すべての丸くて黄色いものが大丈夫になったかというとそういう訳じゃない。

　一度は克服したはずの卵が、実は全然駄だ目めになっちゃったんだ。

　あの時、無理矢理に変身したのが悪かったらしい。

　つぶれた目玉焼きを見下ろしつつ、僕はため息を吐はき出した。

　もしかしたら、これからずっとこうやって毎朝ため息をつくんじゃないかって、ふとそんな気がした。

　気のせいだと思うけど。













　　　いつでもどこでも着ぐるみで
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　今日も、いつもと同じ暗くら闇やみ。

　私はずっと縁えん側がわにいる。

　ただ日差しを浴びてるだけ。

　日差しはあったかい。だから好き。

　でも暗い。

　あったかいお日様の光を感じながら、私は思う。

　きっとこのまま動かないと、頭から芽が出てくるんだろうなって。で足からは根っ子が生えてくるだろうなって。

　そしたら、私はここから動けなくなっちゃうかなって。

　それもいいかなって時々思う。こんなに退屈なんだから。

　でもね、私はずっと待ってるんだ。

　私をここから引っこ抜いてくれる……誰かがやって来てくれるのを。

　そんな、誰かを。
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「い～～ところじゃないか」

　車を下りた父さんが開口一番そう言った。

「本当ね。緑も多いし」

　母さんも頷うなずいた。もっとも、母さんはたいていの場合父さんに同意するから、本当にそう思ってるかはいささか疑問の残るところでもある。

「い～～ところ？」

　車の後部座席から下りた僕は、辺りをぐるりと見渡し思いきり首をひねった。

　確かに緑は多い。それは認める。右を見ても左を見ても緑だ。って言うか緑しかない。

　ここまで来る道だってひどいもんだった。獣けものだってまたいで通るような獣道を強ごう引いんに車で割り込んで来たのだ。もちろん快適なドライブなんて言葉とは無む縁えんのムエちゃんだ。自じ慢まんじゃないがここに来るまでに二度、僕は胃袋の中をリバースしてる。

　まだまだ未熟な三さん半はん規き管かんの小学五年生にとっちゃ、この山やま路みちドライブは地獄以外の何物でもなかった。

「うんうん。まだしっかりしてるな」

「そうね。落ち着いた雰囲気だし」

　続いて父さん達は家を誉ほめ始めた。

　これまでなんか恐くて目を向けなかった僕だけど、なんとか勇気を出して避けていた前方へと目を向けた。

　正直、目を向けなけりゃ良かったって後悔した。

　一言で言えばボロ。

　二言で言えばボロボロ。

　そんな一いつ軒けん家やが、森の緑に埋うもれてた。

　僕的に判断するに、きっと建てられたのはピラミッドと同じ年代だと思う。

　そりゃしっかり作られてるはずさ。しっかり作られてなきゃこの時代まで立ってない。

　落ちついてるはずさ。せっかちな家じゃこんなに長生き出来ないよ。

　思わず三十円也なりって値札を貼はり付けたくなるこの家だけど、悲しいことにこいつが今日から我が家なんだ。

　本当に悲しいことに。

　まぁ、僕だって都会生まれの都会育ちのおぼっちゃんって訳じゃない。一年前まで住んでたとこは信号機もないような島だった。熊やイノシシだっていた。

　でも、ここまで山奥じゃなかった。ここまでオンボロ家じゃなかった。

「さて、うざったいから少しばかし家の回りの草を刈からなくちゃな」

「家の中も掃除しなきゃならないわね。きっとホコリだらけよ」

「ま、日が暮れるまでには小こ綺ぎ麗れいになってるだろ。なぁ、銀ぎん之の介すけ」

　父さんが僕に笑いかけた。遠慮のない笑顔って奴やつだ。

　うんそうだね。がんばろ～よパパ。なんて文部省推すい薦せん家族のような台詞せりふが言える心境じゃないのに。

　乗物酔いの気分の悪さも手伝って、僕はありったけの不満を詰めて呟つぶやいた。

「なんでこんな山奥に住まなきゃならんのさ」

　言い終わってすぐに後悔の高波が押し寄せて来て僕は流された。ザッパ～～ンって感じに。

　父さんと母さんの言葉は、僕の予想通りのものだった。

「お前のせいだ」（父さん）

「あんたのせいよ」（母さん）

　父さんが僕の頭に深くはまってた野球帽をひっぺがした。押し込んでた耳がピョロンと飛び出した。

　母さんが僕の口んとこからマスクを外した。隠かくしてた大きな口がずっこんって現れた。

　最後に二人で右と左の手袋を剝はぎ取れば、毛むくじゃらの手が出てくるって寸法だ。

「そんな姿のまま人の多い街で暮らせる訳がないだろ」

「みんなびっくりしちゃうわよ」

　何も言い返せなかった。

　僕の全身には青みがかった灰色毛が生えてる。獣けものの毛だ。耳は三角形にとんがってるし、口の中ではてらてら光る牙きばがずらりと背比べしてる。

　今はズボンで隠かくしてるけど、お尻しりにはふさふさした尻尾しつぽが生はえてるんだ。

　いわゆる、オオカミ少年って奴やつなんだ。僕は。

　オオカミに育てられたからオオカミ少年って訳じゃない。オオカミ男の少年版だからオオカミ少年なんだ。

　満月と…………ある物を見ると、僕はオオカミ人間に変身してしまうんだ。

　でも言い換えれば、満月と……そのある物さえ見なければごく普通の小学生として暮らせるって訳。

　これまでもそうやって暮らしてた。失敗がなかったって言ったらエンマ大王に舌をひっこ抜かれるだろうけど、なんとかやって来た。

　そんな僕だけど、今回ばかしは人里離れた山に隠れなくちゃならなくなったんだ。

　その理由は………。

「あなた。銀ぎん之の介すけのわんわん病っていつ治るの？」

「う～～ん。だいたい一カ月ぐらいだからなぁ。来月の半ばまではど～～しよ～～もないぞ」

「他ほかの症状はないのね。熱が出るとか気持ちが悪くなるとか」

「そりゃ心配ない。さっきゲーゲーやってたのだって単なる乗物酔いだ。これといって具合が悪くなったりはしないのさ、わんわん病ってのは。ただ……」

　父さんは山の青くさい空気を吸い込んでから、こう言った。

「人間に戻れなくなる。それだけなんだよ」

　そう！　これが僕が山にこもらなくちゃならない理由なんだ。

　わんわん病。オオカミ人間の血族は必ずかかるという病気。一般に子供の頃にかかる病気だ。おたふく風か邪ぜやはしかみたいなものなんだ。一回かかったらもう二度とかからないって代しろ物ものらしい。

　これといって気分が悪くなったり具合が悪くなったりはしないけど、オオカミに変身したままもとの姿に戻れなくなるって症状があるんだ。

　完治までの約一カ月、僕はオオカミに変身したまま人間には戻れない。

　だから一カ月の間人前には出られない。ずっと部屋にこもってりゃいいんだろうけど、オオカミ状態ん時じゃ体力がありあまってるから、耐えられる訳がないってもんだ。

　その結果………。

　こうして、引っ越しが決まったって訳だ。

　ちなみに、僕が発病したのが一昨日おとといの明け方。そろそろだろうって予想してたのか、父さん母さんの対応はとっても素早かった。

　すぐに学校に電話をかけて、適当な病名を言って（もちろん普通の人間のかかる病気だ）静養しなくちゃならないから、しばらく休学しますって話をつけて。

　それから一通りの家財道具を車に押し込んでここ青あお森もりまでやって来たって訳だ。

　なんでもこの家は、父さんが子供時代、わんわん病になった時に使った家らしい。

　駒こま犬いぬ家専用の静養別荘って訳だ（別荘って呼ぶには真面目に別荘やってる建物さん達にものすごく失礼だけど）。

　とにかくま～～そんなこんなで、山奥生活を続けなくちゃならなくなったって訳なんだ。

　ともすれば、ずぅぅぅぅぅぅんと重くなって地面を突き破ってマグマまで行っちゃいそうになる心に、僕は軽くカツを入れた。

　物事はいい方、いい方に考えなくちゃならない。この間、学校の先生が言ってた言葉を思い出した。プラス思考って言うんだ。

　僕はプラスの心で飛び跳はねた。

「わ～～い。これからは毎日が日曜日なんだ。夜遅くまでテレビ見てたって怒られないし。いくらでも朝寝坊が出来るし。勉強だってやらなくてもすむし」

「銀ぎん之の介すけ。ここにゃテレビはないぞ。ラジオだけだ」

　プラス値がちょっとだけ下がった。

「それに朝は鳥がちゅんちゅんちゅんちゅんウルサイからな。嫌でも目が覚める」

　またプラス値がちょっと下がった。

「しっかり課題帳買って来たからね。毎日やって母さんに見せるのよ。苦手な算数をこの機会になんとかしないと」

　プラス値がまた下がって、とうとうマイナスになった。

「さ、ぼ～～っと突っ立ててもしょうがない。母さんは家の中の掃除。私と銀之介は家の回りの草狩り。ちゃっちゃとやろ～～」

　仕切り直すように父さんが右手を挙げた。

「お～～～」

　仕方ないから僕も父さんにノってあげた。でもマイナスの心なもんだから、それはひどくへろへろの拳こぶしだった。

　どうやら僕の心はマグマまで行っちゃったみたいだ。
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　僕の変身は、何も外見だけがオオカミになるって訳じゃない。中身だってかなり変化してる。

　オオカミに変身した時の僕は、普段とは比べものにならないくらいにパワーアップしてるんだ。

　空から手ての達人みたく瓦かわらの二十枚や三十枚、軽くパンチで壊こわせるし、校庭にあるローラーを担かつぎ上げることだって出来る。

　もちろん逆上がりだって簡単だ。人間の時にはクラスで出来ないのが僕だけで、肩身の狭い思いをしてるけど、変身してる僕にやらせりゃ片手で何百回転だってしてみせる。

　いわばスーパーマンって言ったって言いすぎじゃないくらいなんだ。

　なもんだから、家の回りの草刈りなんざ朝飯前だ。

　最初、鎌かまでちまちまやってたけど、そのうちに面めん倒どう臭くさくなって自分の爪つめを使うことにした。

　変身中の僕の爪は、まないただって千せん切ぎりに出来そうなくらい鋭くてとがってるんだ（危ないから今晩あたりヤスリをかけるって父さんが言ってた）。

　爪を適当に振り回してるだけで、草だろうが細い木々だろうが簡単にちょん切れていく。

「こんなもんか」

　すっかりキレイになった家の回りを見て、僕が満足気に頷うなずいた時だった。

　僕の瞳の端はしっこに、茶色の毛並みがうつった。

　人間時の何十倍も何百倍もきく僕の濡ぬれた鼻が、獣けものの匂においを嗅かぎ取った。

　キツネだ！

　なんだかんだで田舎いなか暮らし歴が長いから、それがキツネだってことはすぐにわかった。

　キツネは僕の姿に驚くと茂みの中に頭を引っ込めた。

　普段の僕だったら、な～～んだで済ましただろう。それどころか、嚙かまれたら恐いなんて言って家に引っ込んでしまってたかもしれない。

　でも、オオカミになってる僕は違う。

　野性の血がざわざわっと騒さわいだ。ただでさえ有り余ってる体力がどかんどかんと体の中で爆発した。

　僕は走り出していた。二本足じゃなく、四本足でだ。草刈りのことも忘れて、ただただ本能の言いなりになった。

　キツネだって馬ば鹿かじゃない。見るからに危ないオオカミが追いかけてくるのだ。手足をちょこまか動かして必死に逃げ回る。

　靴が脱ぬげたのも、服が破れたのにも気がつかず、僕はただただ走り続けた。

　ただ誤解しないでもらいたいのは、僕は別にキツネを捕まえて食べようとか思ってる訳じゃあない。

　いくら変身してる時だって、食事は普通の食事だ（量は増えるけど）。生肉なんか食べないし食べたいとも思わない。

　なんて言うか、ちょっとした追いかけっこで体を思いっきり動かしたかっただけなんだ。

　キツネがガケを飛び降りた。僕もそれに続いた。なんとか追跡から逃れようとちょこまかと木々の間をぬって行くけど、そんなもんで引き離される僕じゃない。

　僕はキツネを追いかけて、どんどん山を下りて行った。

　いつもは運動ウンチで馬ば鹿かにされている自分。体育の授業で落ちこぼれてる自分。運動会じゃドベの座をひたすら守り続ける自分（決して守りたい訳じゃないんだぞ）。

　それが、今じゃすばしっこいキツネ相手に互ご角かくの勝負をしてる。いや、むしろ僕の方が速い。

　その事実がものすごく嬉うれしくて、僕の血液はさらに沸ふつ騰とうした。

　数分後、僕の鼻面はもうキツネの尻尾しつぽを捕えていた。あとは軽く後ろ足に力を込めてジャンプすれば、キツネの上に覆おおい被かぶさることが出来る。

　キツネだってそのことには気がついてたのだろう。最後の力を振り絞しぼって力一杯ジャンプして前方の茂みを突き抜けた。

「負けるか！」

　僕もキツネに続いて空中でキツネの体をがっちりと抱え込むと茂みの向こうに着地した。

「ははは、僕の勝ちだぞ。おい、そんなに暴れるなってば。後でソーセージあげるから………」

「誰？」

　そんな声で、僕の勝利に酔いしれてる時間は終わった。

　僕は顔を上げ、とんでもない光景を見てしまった。

　青い屋根のこじんまりとした家。花畑にはいろんな花が咲いててミックスジュースのような匂においをたてていた。

　キツネを追いかけるのに夢中で気がつかなかったが、かなりふもとの方まで来てしまっていたらしい。

　そう、僕は民家の庭に飛び込んでしまったのだ。

　そして一番困ったちゃんなことは、その家の縁側にはちょこんと座る女の子の姿があったのだ。

　沸ふつ騰とうしてた血液が一気に凍こおりついた。どっかから出動して来た消防士さんの力で、野性の炎ほのおは消されてしまった。

　キツネがスルリと僕の手を抜け出してとんずらしたことにも気がつかず、僕はニワトリの一匹くらい簡単に飲み込めそうな口をあんぐりと開けていた。

　今後の展開は、予知能力者を連れて来なくたって簡単に想像出来る。

　驚きが薄れ、恐怖心がわきあがった女の子は特大の悲鳴を響かせるだろう。その声を聞いてたくさんの大人おとな達がやって来る。鍬くわとか鎌かまとか猟りよう銃じゆうとかを持って。目をぎらぎらに光らせて。

　もっとも、そんな時まで大人しく待ってはいない。最初の悲鳴のあたりでさっさと逃亡する。

　でも、悲鳴ってのがかなり痛いんだ。胸にグッサリって突き刺さる。

　これまで何度も聞いてるけど、こればっかりは慣れるもんじゃないんだ。

　僕は奥歯を嚙かみ締めて悲鳴に備えた。少しでも心の痛みがやわらげばと軽く胸に手を当てて。

　でも………悲鳴はやって来なかった。

「誰なの？」

　その質問がふわふわとはばたいて来ただけだ。

　びくびくしてるはばたきだったけど、オオカミ人間を見てのびくびくだったらこんなもんじゃないはずだ。

「ねぇ、誰なの？　郵便配達の人？　それとも宅急便の人？」

　この時になって僕は気がついた。

　その女の子は、目が見えないんだってことに。

　僕は安心をたっぷり塗りたくったため息を吐はき出した。だってそうだろ。これで心にものすごく痛いあのキャーって悲鳴を聞かなくてもすむんだ。

　でも、誰かが庭に飛び込んで来て女の子がびくびくしてるのは確かだったから、僕は出来る限りの優しい声をのどの奥から搾しぼり出した。

「あの、御ご免めんなさい。ちょっと追いかけっこしてたら間違ってここに入っちゃって」

「追いかけっこ？」

「うん。キツネを追いかけてたんだ」

「キツネ」

　女の子は、夏休みのきもだめしに出てくるような顔で言った。

「知らないんだ。キツネにイタズラすると化ばかされるっておばあちゃんが言ってたよ」

「別にイタズラするつもりじゃなかったよ。捕まえたら逃がすつもりだったし。その時にソーセージあげるつもりだったし」

「走って追いかけてたの？」

「うん」

　僕の返事に、女の子はくすくすくすって笑った。

「捕まりっこないよ。走ってキツネを捕まえるなんて。おかしいんだ。そんなこと考えるなんて」

　ついさっきまで手の中にいたんだよ、って言葉を僕はごくりって飲み込んだ。下へ手たに言ったってウソだと思われるのが関せきの山だし、信用させるには僕の普通じゃない運動能力のことを説明しなくちゃならない。

「それじゃ。僕はもう行くよ。御ご免めんね。のんびりしてるとこ邪じや魔ましちゃって」

　飛び出して来た茂みに戻ろうとした僕は、女の子に呼び止められた。『待って！』って。ものすごく強い口調で。

　振り返った僕に、女の子は少しだけ気恥ずかしそーに言った。

「もうちょっと………お話ししよ～よ」

　僕はこっくり首を縦たてに動かした。

　でもすぐに見えないんだってことに気がつき、大きく口を開けた。

「うん、いいよ」

　どうして僕は頷うなずいたんだろう？

　よっく見たら女の子がけっこう可愛かわいかったって理由もある。

　数日ぶりに同年代の子と話したかったってのもあった。

　でも一番の訳は………。

　目が見えないって理由付きだけど、変身した僕を恐がらない女の子の存在が、とっても嬉うれしかったんだ。

　とってもね。
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　僕はぶ厚いステーキを二、三枚まとめて一気に口に押し込んだ。

　ナイフとフォークでちまちま切る必要なんてこれっぽっちもない。ナイフなんかよりももっとおあつらえむきなもんが僕の口の中には生えそろってる。

　僕の牙きばだ。

　鋭い牙でステーキなんてすぐに引き裂さかれて、喉のどを通り過ぎていく。

「おいひい、おいひい」

　僕はごっくりと飲み下すと、さらにもう二、三枚、空っぽになった口に押し込んだ。

　オオカミ少年の僕は、言うまでもなく肉好きだ。好きな料理のベスト３は焼き肉、すき焼き、ハンバーグって見事に肉が並んでる。

　しかもオオカミ変身時は、不思議といつもの何倍もの量が食べられてしまうのだ。きっと胃袋もスーパーマンになってるのだろう。

　一心不乱にステーキを頰ほお張ばる僕に、母さんがため息を吐はき出し、父さんに目を向けた。

「どうにかならないのかしらね。この子の食欲」

「仕方ないさ」

　普通サイズのステーキをちまちま解体してる父さんがぼそり呟つぶやいた。

「消費エネルギーのケタが違うんだ。オオカミ変身時はな。だから普段と同じ量の食事って訳にはいかない。しかも、変身中の胃腸は肉食動物の胃腸と同じ性質になってるからな。肉以外の食べ物は消化しにくいんだ」

　そこで父さんは遠い目をして呟いた。

「私も食べたもんだよ。昔、ここで」

　父さんは遠い目でノスタルジー劇場に浸ってるけど、母さんはそういう訳にもいかないようだ。

「食費が………問題だわ」

　母さんが深刻そうに呟つぶやいた。

　家計のやりくりっていう頭の痛い現実が頭の中をぐるぐる回ってるんだろう。

「ここでもパート探そうかしら」

「な～～に、わんわん病さえなおっちまえば普通の食生活に戻るんだ。そしたら節約に努めればいいだろ。きっとその頃にはこの間のイラストのお金が入ってくるだろうし」

　父さんの仕事はイラストレーター。出版社に頼まれて雑誌に絵なんか書いたりしてる。たまにマンガも描くらしい。

　昔は田舎いなか町の広告会社に勤めてたけど、どと～の引っ越し人生が始まってからは先行き不安なお絵描きさんだ。

「そうね。一カ月くらいご飯とみそ汁だけで」

　物ぶつ騒そうなことを口にする母さんの隣で、僕は最後の肉を胃袋に送り込んだ。

　あとはコップに注がれた牛乳をぎゅうって飲み干せば、僕のエネルギー補給は終了って訳だ。

「ごちそ～～様」

　大きな舌で口の回りをベロンとしてから、僕は勢いよく立ち上がった。

「ちょっと食後の運動に行って来るよ」

「うんうん。しっかり走り回れ。思い切り運動しとかないと体力を持て余すからな」

「あまり山のふもとには近寄らないようにするのよ。誰かに見られたら大変だから」

「は～～～ぃ」

　僕は百点満点の返事をすると、さっさと家を飛び出した（裸足はだしだよ）。

　母さんはあんまりふもとには行くなって言った。誰かに見られたら大変だからって。

　でも、僕の足の向きはきっちりと山のふもとを目指していた。

　約束があるんだ。

　昨日きのうの女の子。ちゃんとした名前は知らないけどあずちゃんって呼んでって言われたからあずちゃんって呼んでる。

　あずちゃんと約束したんだ。

　明日あしたも遊びに来るってね。

　指切りげんまんはしなかったけど、ちゃんとした約束だ。破ったらハリセンボン飲むつもりだ。

　そ～言えばあのハリセンボンって、針が千本って意味なのかそれとも魚のハリセンボンなのかどっちなんだろうか？

　針が千本ってのはさすがに無理だろうけど、魚のハリセンボンなら、ちゃんと味がついてれば、飲めるかな？　今の僕の口なら。

　そんなお馬ば鹿かなことを考えながら僕は走った。

　木々をかきわけ崖がけを飛び越え、どんどん山を下りて行く。十五分くらいで、昨日の茂みが見えた。間違いない。昨日キツネと最後の勝負をしたとこだ。

　僕は後ろ足に力を込めると高くジャンプし、そのままくるくる回転して着地した。

「到着ぅぅ！」

　オリンピックに出たら金メダル間違いなしって芸当で、僕は庭へとたどり着いた。

　昨日と同じ庭。昨日と同じミックスジュースの香り（配分は微妙に変わってるけど）。そして昨日と同じ縁側に、あずちゃんがいた。

「ぎー君？」

　あずちゃんは僕のことをぎー君って呼ぶ。銀ぎん之の介すけの最初の字を取ってぎー君だ。

　なんか耳の後ろがこそばゆくなる感触だ。

「こんにちは。あずちゃん」

「わ～～来てくれたんだ」

「約束したから」

「ありがと～～。座って座って」

　僕は庭を歩いてくと縁側にちょこんと腰を下ろした。

　変身してる時の座り方にはコツがある。尻尾しつぽを巻き込まないようにちょろんと出すのがミソだ。

「ねーねー。ぎー君はどこに住んでるの？」

　早速あずちゃんが質問の矢を飛ばして来た。

「昨日きのう言わなかったっけ？　山の中だって」

「も～～、山の中だけじゃわかんないよ。山のどこ？」

「え～～と」

　どこ？って聞かれたって返事に困る。僕自身どこなのかイマイチ理解してないのだ。

　まずまっすぐ山を上って川が流れてるから石をぴょんぴょんって飛んで、それから垂直のガケをよじのぼるとタヌキの匂においのするほら穴があるからそこをミギに曲がって、あとはササの匂いをたどって行くと家がある。

　なんて説明したって、あずちゃんにわかるはずがない。

　返事に苦しんでる僕にあずちゃんが声をかけた。

「ねぇ、もしかしてぎー君のお家ってさ、茶色の屋根の一階建ての家でさ、それで家の隣に大きな松の木が立ってない？」

　その通りだった。

「そうだけど。ど～～して」

「あ～～やっぱりそうなんだ。前にね、山を探検した時に見つけたんだ。てっきりお化ばけ屋や敷しきだと思ったんだよ」

「まぁ、そう思うだろうな最初は。それでも多少はマシになったんだよ。僕が草刈りしたから」

「へ～～～。でもど～～してあんなとこに引っ越して来たの？　山の中で大変でしょ。ここだって近くにお店がないってお母さんがぶつくさ言ってるもん」

「引っ越して来た理由……か」

　オオカミになったまま戻れなくなっちゃったの！　なんて言えないから、僕は適当な理由を考えた。

「病気になっちゃって。よくなるためには空気がきれいで静かなとこで過ごさなくちゃならないって言われて。それで家族で引っ越して来たんだ」

　思いつきにしちゃちゃんとしてない？　この理由。半分くらいは本当のことだし。

「ぎー君、可哀かわい想そう」

　あずちゃんがしんみりした声を出したから、僕は慌あわてて両手を振りたくった。

「あ、でも病気って言っても全然平気なんだよ。それに一カ月くらいで治るし」

「そうか～。あれ？　ぎー君、学校はどうしたの？」

「今はお休みしてる。病気がうつるからって訳じゃないんだけどさ……なんて言うか見られると大変って言うか普通に学校行けないって言うかなんて言うか…」

　僕がどう言葉をしめくくろうか悩んでると、あずちゃんがため息交じりにこう呟つぶやいた。

「学校をお休みしてるか。それじゃあたしとおんなじだ」

「え？」

　そう言われればそうだ。昨日きのうも今日もごくふつ～～の平日だ。少年少女はランドセルを装備して学校へ出しゆつ陣じんしなくちゃならないはずだ。

「あずちゃんも病気？」

　あずちゃんは自分の目を指さした。

「小さい頃から目が悪くて。四年生になってからとくに悪くなって。それで、今は学校をお休みしてお医者さんに通ってるんだ」

「そうなんだ」

「いっつも一人で退屈してたんだ。このまんまここに根っこが生はえちゃうんじゃないかって。でも良かった。ぎ～君が来てくれて。ねえねえ。これからも毎日遊びに来てくれるよね？」

「いいよ」

　僕はそう返事した。僕だって退屈してる訳だし。それにあずちゃんは可愛かわいいから。

　僕だってもう小学五年の男子だからね。可愛い女の子と話しするのは楽しいんだ。

　でも、クラスの女子とはうまく話せない。みんな僕のこと馬ば鹿かにしてるし（ドッジボールで女子のボールに当たるの僕ぐらいだしな）、僕の方も自分のへっぽこさを知ってるから（へっぽこ度日本一を狙ねらえるかも）、どうにも話しかける勇気が出ないって言うかなんて言うか。

　でもね、今は違う。今の僕は全然へっぽこじゃない。大たい砲ほうで撃ち出したドッジボールの弾だって軽く受けとめる自信がある。

　だから、可愛い女の子相手でも、いつもよりちゃんと話せるってもんなんだ。

「ねえねえ、ぎー君の学校ってどんな学校なの？」

「普通の小学校だよ。でも担たん任にんの先生が面おも白しろいんだ。ヒゲゴジラって仇あだ名ななんだけどさ。算数のテスト問題を質問に行くとさ…」

　僕が学校のオモロ話をし始めた時だ。

「ただいま～～」

　って声が、壁の向こうの方から聞こえて来た。

「あ、お母さんが帰って来た。良かったぁ。おやつ買って来てくれてるよきっと。一緒に食べよ」

「お母さんだって！」

　僕の全身の毛が逆立った。

「うん。近所のお惣そう菜ざい屋さんでお昼ん時だけ働いてるんだ。今日は帰りが早いな。いつもは時計が四回鳴くまでは帰ってこないのに。お客さん少なかったのかな？　ま、いいか」

　あずちゃんは、大きく息を吸い込むと声を張り上げた。

「おか～～さん。来て～～。昨日きのう話してたぎ～君が来てるよ」

　あずちゃんの言葉が終わるか終わらないかのうちに僕は駆かけ出していた。

　庭の突っ切り茂みを飛び越える。

　痛い悲鳴を聞かないために、僕は一いち目もく散さんに山を上った。
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　次の日の一時ぐらいに、僕はまた食後の運動ってことで家を飛び出した。

　でも本当の目的は、あずちゃん家へ行くことだ。

　もちろんこのことは父さん母さんには内緒にしてる。もし僕が毎日山を下りて遊びに行ってるなんてことがバレたら、首輪をがっちりとつけられてしまう。

　いくら僕のオオカミパワーを使っても引き千ち切ぎれない極ごく太ぶとの鎖くさり首輪をね。

　僕はかろやかな足どりて山をかけ下りると、あずちゃん家ちの庭へとやって来た。

　今日もあずちゃんは縁えん側がわに座ってた。

　ガサゴソって音をたてて庭へと足を踏み入れた僕に、あずさんがにかって笑って言った。

「あ！　ぎ～～君でしょ！」

「……どうしてわかったの？」

「だってぎー君しかいないもん。庭から入ってくる人なんて」

　それからちょっとほっぺを膨ふくらませてフグみたいな顔をした。

「それより昨日はど～～したの？　急にいなくなっちゃうんだもん。せっかくお母さんがプリンを買って来てくれたのに」

「ちょっとあってさ」

　ぎこちなく笑ってから、僕はおずおずと聞いた。

「今は……あずちゃん一人だよね」

「うん。お父さんは会社に行ってるし。お母さんはお惣そう菜ざい屋さんのお仕事に行ってるし。あ、でも大丈夫なんだよ。少し大きな声で呼べば隣のおばさんが来てくれるようになってるから」

「ふ～～ん」

　僕は安心の息を吐はき出した。とりあえず目撃されるって危険はないようだ。

「でもぎ～～君はい～～な」

　あずちゃんが不意にそんなことを口にした。

「どこへでも好きなところへ行けるから。せっかく学校が休みだからあたしも外に出たいのに」

　あずちゃんは誤解してるよ。

　僕は心の中で呟つぶやいた。

　どこへでも好きなところへ行ける訳じゃない。ちゃんと制限はある。人のいないところだ。

　でも、家から出られないあずちゃんに比べれば、まだ自由に走り回れる僕なんかは幸せなのだろう。

　僕はあずちゃんを気の毒に思った。そして、口を開いた。

「連れてってあげようか？」

「え！　本当！」

「ただし、人のいないとこじゃないと駄だ目めだよ。行く途中も人に見られないような」

「ど～～して？」

　あずちゃんの素そ朴ぼくな疑問が飛んで来た。

「………恥ずかしいから」

　いろんな意味を込めて、僕はそう言い訳した。幸いあずちゃんは喜びの塊かたまりが大きくて深くは突っ込んでこなかった。

「人のいないとこで、行く途中にも人に見られないとこでしょ」

　あずちゃんはしばらく考えてから、パチンと手を叩たたいた。

「わかった。あのね、山の真中へんにね、小さな公園があるんだ。そこに行こうよ。すっごいいいとこだよ。あたしよく行くんだけど、いつだって誰もいないんだよ」

「誰もいない公園か」

　悪くないなって思った。第一山ってのが嬉うれしい。いざとなったら茂みに隠かくれられる。

「いいよ。じゃ行こっか。あずちゃんのお母さんが帰ってくるまでに行って戻ってこれるよ～に」

「うん」

　こっくりと頷うなずいたあずちゃんはぐいって右手を突き出した。

　僕はその手を摑つかもうと手を伸ばし、直前で急ブレーキをかけた。

　あずちゃんのつるんとした肌はだ色いろの手、僕の毛むくじゃらの獣けものの手。

　昨日きのうの晩に父さんが僕の爪つめをヤスリでごりごりしたから危なくはないけど、それでも普通の手じゃない。オオカミ少年の手だ。

　こんな手であずちゃんの手を握ったら……。

「ど～～したの？」

「いや、その」

「私の手、汚きたない？　見えないけどちゃんと洗ってるよ」

　あずちゃんは少し悲しそうな顔で自分の手に目を落とした。

　それでも心配なのだろう。何度も服に掌てのひらをこすりつけている。見えない汚よごれを落とすために。

　なんだか、僕の心の少年袋がチクリと痛んだ。

　僕は気がついたらあずちゃんの手を握ってた。

「ぎー君」

　あずちゃんは最初驚いたような恥ずかしいような顔をしたけど、すぐにおやって首を傾かしげる。

「ぎー君の手って、ものすごく毛深いんだ」

　毛深いんだ！　毛深いんだ！　毛深いんだ！　毛深いんだ！

　その言葉が頭ず蓋がい骨こつに何度も反響しながら頭の奥の方へと吸い込まれて行った。

　僕ってば大ぴ～～～んち！

　僕は固い固い唾つばをごくりと飲み干した。

　父さんに似たんだ！

　そんな苦しい言い訳をしようと開いた僕の口もとに、あずちゃんの手がすっと伸びた。

「顔も毛むくじゃらだね。何かでっぱってるし。耳かな？　このつっこ～～んって飛び出てるの。あれ？　これ口。ものすごく大きいよ」

　僕ってばスーパーミラクル超特大ピ～～ンチ！

　父さんに似たんだ！　で誤ご魔ま化かせるレベルじゃない。そりゃ父さんには似てるんだけど、そうしたらお前の父さん何なんだってな謎なぞに突入してしまう。

　かと言って。

『どうしてぎ～～君のお口はこんなに大きいの？』

『それはあずちゃんを食べちゃうためさ、ガオォォォ！』

『あ～～れ～～』

　なんて赤ずきんちゃん劇場やるつもりなんて毛もう頭とうない。ある訳がない。何度も説明するけど、いくらオオカミ少年だからって人を襲ったりなんかしないんだ！

　僕は考えた。今、どうにかしてあずちゃんを誤ご魔ま化かせる言い訳を。素直にそうなんだって納得出来てしまうい～～感じな言い訳を。

「なんか、わんちゃんの口みたいだね」

　あずちゃんのその言葉がきっかけで、僕の役立たずの脳味み噌そは一つのアイデアを弾はじき出した。

「僕は！」

　腹に力を込めて叫んだ。

「僕は！　犬のぬいぐるみを着るのが趣味なんだぁ！」

　ドッカァァァァァァァァン！（花火）

　あ～～れ～～～（人間花火に挑戦して失敗した花火師の悲鳴）

　ザッパァァァァァァァァン！（大波）

　あ～～れ～～～（大波に挑戦して玉ぎよく砕さいしたサーファーの悲鳴）

　ってくらいに苦しい言い訳だった。

　やせ細ったタマネギ形の汗がおでこに出ちゃってもいる。

　なんだけど………。

「そ～～なんだ」

　あずちゃんが素直に信用してくれたもんだから僕は思い切りその場所にひっくり返った。

「良かったね。秋で。でも夏は大変だったでしょ。暑くって」

「はは、そうだね」

「ねえねえ、それより行こ～～よ」

　あずちゃんはこれっぽっちも疑っていない。そんなの態度でわかる。幸せなら態度でしめそうよ！　て歌のフレーズみたいに、幸せ一色に頭の天てつ辺ぺんからつま先まで染まりきってる。

　いっか、うまくいったんだし。

　僕は自分にそっとご苦労様を告げると、改めてあずちゃんに手を伸ばした。

　毛むくじゃらの手でしっかりと、僕はあずちゃんの手を握り締めた。
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　小さな公園だった。

　雑草がぼーぼーに生えてて、赤茶けた土がごつごつしてて、お世せ辞じにも素す敵てきって言えない。

　少なくとも恋人同士で愛を語れるような場所じゃないだろう。せいぜい晩飯のおかずについて語るのが精一杯だ。

　そんな公園だった。

　そんな公園に、僕はあずちゃんの手を引っ張ってやって来た。

　道は単純だ。あずちゃん家の隣の山路を普通に上ってくるだけだ。一応、木で作られた手て摺すりとかもついてた。

「着いたよ。あずちゃん。公園だよ」

　僕はそう言ってから、こう続けた。

「いいとこだね」

　小学五年生の精一杯のお世せ辞じだ。本当は全然そうは思えないけど、あずちゃんの好きな公園をしょぼいなんて言えないから、珍しく気をつかったんだ。

「ふふ」

　あずちゃんは僕をからかうような笑みを浮かべてこう言った。

「お世辞言わなくてもい～～よ。本当はしょぼいって思ってるんでしょ」

「え……あ……それは」

　ここで慌あわてふためいちゃうとこが、小学五年生の限界ってやつだ。

「いいってば。あたしだって最初はそう思ってたんだから。特等席を見つけるまでは」

「特等席？」

「そっ。特等席。ねぇ、滑すべり台があるでしょ」

「あるよ」

「その上に連れてってよ」

「その上って」

　あずちゃんが何を言ってるのかよくわからなかった。それでも、僕はあずちゃんの言うとおり、あずちゃんの手を引っ張って滑すべり台の階段を上った。

　サビサビ星人がびっしりとこびりついてる。滑るとこにしたってあんまり人が使ってないもんだから埃ほこりとか枯れ葉で一杯だ。

「滑ればいいの？」

　尻尾しつぽが汚よごれるからやだな～～って思いつつ、僕は尋たずねた。

「駄だ目めだよ。滑っちゃ」

　あずちゃんはそう言った。

「立ち上がってみてよ。え～～と、公園の入り口とは反対の方向をさ」

「入り口とは反対の方向………か」

　僕は公園の入り口とは反対の方向へと体を向けた。

　そして、あずちゃんが特等席と言った理由が、初めてわかった。

　見晴らしが良かったんだ。でも見晴らしが良かったの一言ですますにはものすごくもったいないくらいの眺めだ。

　僕は別に夜に星空を眺めて涙を流したり、素す晴ばらしい景色を見るために命をかけて山を登ったりするような人種じゃない。

　でも、そこからの眺めは良かった。

　ぐわ～～って広がる緑のジュウタンとその向こうに見えるどかってした山。どかってした山の天てつ辺ぺんはとっても素す敵てきに白い色がぼやけてる（御ご免めんね。表現力なくて）。

「どう。眺めがい～～でしょ」

「うん」

　僕は素直に首をかっくんさせた。

「夜はもっとキレイなんだよ。星が一杯出てて」

　ここから見る星なら、見てみたいなって僕は思った。

「あたしね。何かある時には夜ここに星を見に来るの」

「へ～」

「演劇クラブの発表会の前の日とかかな。ぎ～君だってあるでしょ。勇気が欲しいなって思う時って」

「通知表もらう前の日。参観日の前の日。狂犬病の予防接種の前の日」

「狂犬病？」

「いや、何でもない。何でも。うん。あるよ一杯。勇気が欲しい時って」

「でしょ。そういう時に夜ここに来てこっから星を見るんだ。そ～～すると不思議と勇気がわいて来るんだ。不思議とね」

「ふ～～ん」

「あたしの目が治ったらさ、夜来よ～～よ。星を見に」

「そうだね。来よー来よー」

　それから僕らは、黙って緑のじゅうたんを見つめてた。

　どれぐらいたった後だろ～か？　遠くからかすかに音楽が僕の耳に飛び込んで来た。

「何の音だろ？」

「音？　あたし何も聞こえないよ」

「僕、耳いいから」

　なんてったって三角形してるんだ。音を受けとめやすい構造になってる。

「こんな音だったよ」

　僕がそのメロディーを忠実に再現すると、あずちゃんはあって口を開けた。

「学校の下校の音楽だ！　もう四時だよ！」

「なんだって！」

　もうあずちゃんのお母さんが帰って来る時間だ。

　急いで帰らないといかん。

「あずちゃん。乗って」

「え！」

「おんぶだよ」

　僕はあずちゃんを背中に背負うと、足の筋肉に力を込めた。

　滑すべり台から飛び降り、山を一気に下った。全速力の僕の走りだ。あずちゃん家ちまでものの五分もかからない。

　かなり常識外れな速度で、僕はあずちゃん家の庭に到着した。幸いまだあずちゃんのお母さんは帰って来てないみたいだった。

「着いたよ。あずちゃん家」

「ウソ！」

「ウソじゃないってば」

　僕は笑いながらあずちゃんを縁えん側がわに下ろした。

「本当だ。うちの縁側の手触りだ」

　ぺたぺた縁側を触って、あずちゃんは信じてくれたようだ。

　しばらくぺたぺた縁側を触ってからあずちゃんはものすごく興奮した口調で僕に言った。

「すごいよ。ぎ～～君。あたし背負ってこんなに速く走れるなんて」

　すごいなすごいなビームがびゅんびゅん飛んで来る。なかなか気分がいいから僕は思わずにやけた。

「クラスでも運動一番なんでしょ？」

　にやけてた僕はカチコチって固まった。その質問には、思わず口を閉じてしまう。アロンアルファでくっつけたみたく。

　言えないよな。

　僕は頭ず蓋がい骨こつの中でぼそり呟つぶやいた。

　本当はクラス一番の運動ウンチで、ドッジボールじゃ女子の投げたボールにだって簡単に鼻血ダラダラ、おまけに逆上がりだって出来ない。それが本当のところだ。

　でも、今の僕はそうじゃない。どんな運動種目をやらせたって僕に勝てる奴やつはそうそういないだろう（スキーとスケートについては言えないけど）。

「………そうだよ。一番なんだ」

　僕は………ウソをついた。いや、ウソじゃない。今の僕ならトップが取れる。だからウソじゃあない。

「短距離走も長距離走も走り幅飛びもソフトボール投げも垂直飛びも、み～～んな僕がトップなんだ。六年生にだって負けないよ」

「すごいな～～すごいな～～」

　これまですごいすごいって言われたことがあまりない僕だから、ちょっと照れくさかった。

　でもとってもいい気分だった。

　その時、僕はものすごく悪いことを考えちゃったんだ。

　このまま、あずちゃんの目が見えなかったら……。僕はずっとすごい人でいられる。ずっと。

「僕は何考えてんだ」

　僕は自分で自分の頭をぽかすか殴なぐりつけた。

　そんなこと考える自分が、なんかとってもいやらしく思えて、僕はあずちゃんにサヨナラを言うと山へと帰った。
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「銀ぎん之の介すけ！　晩ご飯よ！」

　風に乗って飛んで来る母さんの声を僕の三角形の耳が捕まえた。

「晩ご飯か」

　僕は松の木の天てつ辺ぺんで呟つぶやいた。

　あずちゃんとバイバイしてから、僕はずっと松の木の上にいた。

　ちょっとばかし暗い気分。最近知ったんだけど難しい言葉で自己嫌悪って言うらしい。

　それでも晩ご飯って言葉で元気になっちゃうとこが僕ってもんだろう。

「は～～～い」

　僕は松の木からぴょんと飛び降りた。普通の人間なら複雑骨折の保証書がついて来そうだけど、変身中の僕にとっちゃ軽い段差にしか過ぎない。

　僕は林を駆かけ抜け、ボロ我が家へたどり着いた。玄関とこで裸足はだしの足に水をじゃんじゃんかけて洗えば、これで家に入ることが出来る。ついでに手も洗う。見かけによらずキレイ好きなんだ。

　母さんが用意してくれてる雑ぞう巾きんで足をフキフキしながら、なんかペットの猫みたいだなって僕は思った。

　足をキレイにして居間へと向かうと、すでにちゃぶ台の上にはチキンカツの山が出来てる。

「いっただっきま～～す」

　さっそくチキンカツとご飯を口におしこんでもごもごしてる時だった。九十度隣に座ってる母さんがふと口を開いた。

「銀之介」

「ん？」

「女の子の家に遊びに行ったんだって？」

「ぶ～～～！」

　僕の口からロケット噴ふん射しや並みの勢いでいろんなもんが飛び出した。
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「何を言ってござんすんでございますんで？」

「とぼけなくてもい～～ぞ」

　僕のちょうど向かい側に座ってた父さんが、眼鏡めがねに張り付いたいろんなもんを拭ふきながら言った。

「今日、お前が留守にしてる時に母さんと一緒にお惣そう菜ざい屋に行ったんだ。こいつを買いに」

　父さんの細い指がチキンカツの山を指さした。

「お惣菜屋のおばあちゃんにいろいろ聞かれたもんだからな。息子むすこがぜんそくで治療のために山奥の家に住み始めたって話したんだよ。そしたら脇わきで働いてた女の人が、もしかしてぎ～君とこの？　なんて言うからな」

「話を聞いてびっくりしたわ。まさかあんたが山を下りてたなんてね」

「大おお方かた、タヌキかキツネでも追いかけて気がついたら迷い込んでたんだろ」

　図ず星ぼしって奴やつだ。

　僕は、首をすくめて縮こまった。

　これからキッツ～～イお叱しかりの言葉があるだろう。もうあずちゃんと遊んじゃいけないっておふれが出るだろう。それどころか家から出るなって罰ばつかもしれない。首輪に足かせ、手て錠じように猿ぐつわ。

　僕はしおらしく怯おびえていた（もちろん尻尾しつぽはくりんと織り込まれてた）。

　でも、母さんの口から出た言葉は、僕を驚かしてたっぷりお釣つりが来るぐらいのもんだった。

　母さんはこう言ったんだ。

「今度家に連れて来なさい」

「え！」

「詳くわしい話は聞いたわ。女の子についてもね」

「すごく嬉うれしそうにお前のことを話してたそうだぞ。お前さえ良ければこれからも遊びに来て欲しいって頼まれたくらいだからな」

「ただ、知っての通り、その格好でずっと山を下りてるってのは危険だからね。家に連れて来なさい。その子を」

「いいの？」

　父さんと母さんが同時にコックリ頷うなずくのを見て、僕は顔をぱ～～って明るくさせた。




　それから毎日、あずちゃんは僕ん家ちに遊びに来るようになった。って言うか、僕が連れて来るようになった。

　まぁ、あずちゃんはずっと僕のことを犬のぬいぐるみを着るのが趣味の変わった子って思ってたみたいだけど。

　それでも僕らは楽しかった。

　事件が起こったのは、一週間程たったある夜のことだった。
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　山奥生活も二週間目に突入した。最初あんなにいやがってたボロ屋も、一週間暮らしてるとなんとなく慣れてい～～感じになって来るから不思議だ。

　僕は母さんと一緒に夕飯のカレーをもしゃもしゃ頰ほお張ばっていた。

　父さんはいない。一時間くらい前に、出来たイラストを送るって言って徒歩で郵便局へ向かったまま帰ってこないのだ。

　ま、体力のなさではご近所でも有名な父さんだ。帰ってくるのは夜になるだろう。

　僕の半分くらいの大きさの皿でカレー食べてたかあさんがふと口を開いた。

「そう言えば、あんた今日はあずさちゃんを連れて来なかったわね。ど～したの？」

「はふはんはほふはひょふひん」

「飲み込んでから喋しやべりなさいよ」

　僕はごっくんちょって喉のどをならしてから答えた。

「急に病院へ行くことになったんだって。だからバイバイして来た。もうちょっとでおばさんに見られそうになって大変だったよ」

「ふ～～ん」

「また明日あした遊びに行って来るよ」

　僕はカレーの二杯目をた～～んともりつけてちゃぶ台に戻った。

「帰ったぞ～～」

　父さんのご帰宅の音がボロ屋を震わせた。

「お帰り。早かったのね。郵便局まで遠いのに」

「ああ、遠かったから諦あきらめた」

「は？」

「明日あしたやっぱり車で行く。いや～腹減った減った。お、カレーか」

　早速、カレーをもしゃもしゃ始める父さん見ながら、僕は心の中で誓った。

　こ～～ゆ～～軟弱ですぐ物事を諦める大人おとなにはならないぞ。絶対に！

「ん、どうした？　銀ぎん之の介すけ。糸ミミズ見るような目で私を見て」

「なんでもない。なんでも」

　僕は父さんから目をそらし、中断してたお食事タイムを再開した。

　僕が二皿目をたいらげて三皿目に突入した時だ。

「そ～～だ。帰り道であずさちゃん一家に会ったぞ」

「あずちゃんに？」

「ああ、道を歩いてたら、車が脇わきに止まって。もしや私のイラストを奪うマニア盗とう賊ぞく団ではではなんて緊張していたら」

　そんなのね～～よって僕は思った。

「窓が開いてな。いや、あずさちゃんのお父さんにゃ初めて会ったが、落ち着いた感じの穏やか～～な人だったぞ。うんうん」

「それで？」

「ああ。病院へ行った帰りだったそうだ。それで、手術の日取りが決まったって言ってたぞ」

「手術って？」

「決まってるじゃないか。あずさちゃんの目だよ」

　父さんはこんこんと自分の眼鏡めがねを叩たたいてみせた。

「明日あした入院して明後日あさつてが手術。目が見えるようになる確率は、五分五分らしいんだがな」

「うまくいけばいいわね。手術」

「うまくいけば………」

　手術がうまくいけば、あずちゃんの目が見えるようになる。すなわち僕の毛むくじゃらの姿が見えるようになる。それは、僕ともう遊べなくなるって意味だ。

　いくらなんでも、犬のぬいぐるみなんて下へ手たなウソじゃ誤ご魔ま化かしきれないだろう。いくらなんでもリアル過ぎる。

　ハリウッドの親しん戚せきが作った着ぐるみって言ったって限度があるリアルさだ。

　心の底で手術の失敗を望んでいるいやな自分がいた。本当にいやな自分だった。

　いやな自分を叩きのめそうと、僕は拳こぶしを振り上げた。

　その時だ。

　ドンドンドンドンドン。

　扉を叩く音が聞こえた。

「あらあら、どなたかしら？」

　母さんは立ち上がると玄関へと向かった。

「まさか、私のイラストを狙ねらって来たマニア軍団」

　そんなしょ～～もないことをぶつくさ言いながら父さんも出て行った。

　この家にお客さんだなんて珍しいなって僕は耳をぴくりと立てた。この三角形の耳をすませば玄関の会話なんて簡単に盗ぬすみ聞き出来る。

「あれ、水みず持もちさんじゃないですか？　こんばんは。どうかしたんですか？」

「夜分遅くに申し訳ございません」

　聞き慣れない男の人の声。水持って誰だろ？

「あの、あずさが来てませんか？」

　あ、あずちゃんのお父さんか。

　僕はなるほどと納得した。

　でも同時に疑問も覚える。

　あずちゃんのお父さんが何の用なんだろ？

　僕の疑問はすぐに解けた。

　あずちゃんのお父さんは、切せつ羽ば詰ったような声でこう続けたんだ。

「あずさが、いないんです」

「え？　うちには来てませんけど」

「病院から帰って来て、ちょっと目を離していた間に。山ののぼり口のあたりにいるのを見たって人がいたから、もしかしたらと思って来たんですけど。そうですね。目の見えないあずさにこんなとこまで来れるはずが……。申し訳ございませんでした」

　あずちゃんが………いなくなった？

　あずちゃんが……。

「銀ぎん之の介すけ」

　戻って来た父さんが、短く一言だけ言った。

「話は聞いたな」

　僕はこっくり頷うなずいた。

「あずさちゃんの匂においは覚えてるな？」

　再び頷いた。

「よし、私もすぐに探しに行くが、匂いをしっかり覚えてるお前の方が速い。すぐに…」

　父さんの言葉が終わる前に、僕は家を飛び出していた。

　あずちゃんを探すために。
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　僕は走った。力一杯走った。くんくん鼻を鳴らしながら走り回った。

　あずちゃんの匂いはしっかり脳味み噌そにインプットされてる。かすかな匂いでも気がつきさえすれば、それを追いかけて行くことが出来る。

　もし、山で匂いが見つからなかったら、街へ下りようって思ってた。

　この姿を見られたっていいから、なんとしてでもあずちゃんを探さないと！

　緑の匂い、土の匂い、木の匂い、コケの匂い。

　いろんな匂いが僕の鼻の奥を通り過ぎていく。

　そんな中、僕は急ブレーキをかけて足を止めた。

　かすかだけど、はっきりと僕は嗅かぎ取ったんだ。あずちゃんの匂いを。

　日向ひなたの縁側をイメージさせる香り。なんだか心があったかくなる匂いだ。

　僕はその場にはいつくばると地面に鼻を擦すり付けた。間違いない。あずちゃんはここを通った。そう遠くない時間に。まだ新しいこの匂いをたどって行けば、あずちゃんがいる。

　少しだけ安心して、息を吐はき出した僕だけど、すぐに僕の顔は夏のプール色に染まった。

　あずちゃんの匂においと一緒に、別の強い匂いがしたからだ。

　それは獣けものの匂い。一匹じゃない。少なくとも三匹。

　そう言えば二、三日前に、逃げ出した猟犬が学校のニワトリをど～～のこ～～の、まだ見つからないのど～～のこ～～のって話を聞いたような気がする。

　あずちゃんが危ない！

　僕は空に向かって力一杯吠ほえると、一気に走り出した。

　四本足をフルに動かして森を突っ走る。匂いの線はもう僕の心の中に見えていた。迷うことはない。

　僕にはものすごく長い時間に感じられたけど、多分一分もたたなかったろう。

　僕の瞳はその光景をがっちりとらえた。

　あずちゃんが草むらの中にぺたんとしゃがみ込んでいた。そしてその回りを取り囲む悪役の皆さん。合計五匹。

　僕の思った通り、猟りよう犬けんだった。ポインターっていう種類の奴やつが三匹と、あとはよく知らない奴が二匹。

　どいつもこいつも意地が悪そうな顔つきをしてた。友達にはなれないタイプの犬達だ。

　あずちゃんを追いかけ回して遊んでたのだろう。

　僕の頭に血液がぐんぐん上った。体中の毛がちりちりと怒りで震えた。

　僕はあずちゃんの前に飛び込むと、猟犬を睨にらみつけた。

「がるるるるるるるるるるるる」

　思い切り低く唸うなった。

　猟犬達は一いつ瞬しゆんだけ体を引いたけど、お互いに目配せしてまた歩み出た。

　どうやら逃げるか戦うかをアイコンタクトで相談したのだろう。

　出た結論は………戦うだった。

　猟犬達が僕に飛びかかって来た。牙きばがぞろりとそろう口を大きく広げて。

　でも嘗なめてもらっちゃ困るってもんだ。ぞろりとそろう牙ならこっちだって負けちゃいない。それに今は怒りで血液がぐつぐつ沸ふつ騰とうしてるから、売られたケンカは借金してでも買う。買うったら買う。

「がうぅぅぅぅぅぅ」

　本能のおもむくまま、僕は牙きばと爪つめをふるった。

　んでもって、僕は勝利した。

　肩んとこを一回軽く嚙かまれただけで、その他は別にど～～ってことなかった。

　きゃんきゃん悲鳴をあげて逃げていく猟犬を見送ってから、僕はあずちゃんへと目を向けた。

　あずちゃんは、まだ怯おびえてた。ま、そりゃそうだ。僕はここについてからまだ人間の言葉を喋しやべってない。あずちゃんにしてみれば獣けもの同士が戦ってるぐらいしかわからなかったろう。

「大丈夫？　あずちゃん」

　その一言に、あずちゃんの目から涙がたららって流れ出した。

「ぎーくん！」

　あずちゃんが僕んとこに飛び込んで来た。

　僕の胸んとこでわんわん泣きじゃくるあずちゃんに、僕はおおいに困った。

　犬のお巡りさんの気持ちが半分くらい理解出来た。

　どうしたらいいかわからないけど、僕は手の毛の生えてないところであずちゃんの頭を撫なでた。なんとなくだ。

　しばらくそうしててから、僕は口を開いた。

「さ、帰ろう。おじさんもおばさんも心配してるよ」

「いや！」

　あずちゃんは激しく首を横に振りたくった。かたくなにだ。

「ど～～して？」

「だって………だって」

　僕の耳じゃなきゃ絶対に聞こえないレベルの声で、あずちゃんは言った。

「恐いもん。手術」

　僕にあずちゃんの心の全すべてを知ることは出来ない。でも……想像することは出来る。

　うまくいくかどうかもわからない目の手術。狂犬病の予防接せつ種しゆとは訳が違うだろう。でも痛いんだよな予防接種。

　僕が注射針の鋭いとこを想像してぶるるって震えた時だ。

「ぎー君」

　あずちゃんが爆弾発言した。

「このまま一緒に家出してくれないかな」

「え！」

「どっか隠れちゃおうよ。そうすればさ、手術しなくてもよくなるから」

　僕の心の中で、僕が囁ささやいた。あんましよくない僕だ。

　手術しなければ、あずちゃんの目は見えないまま。

　あずちゃんの目が見えなければ、僕の恐ろしい姿は見られない。

　だから、ずっと仲良くしてられる。

　ずっと、ずっと、ずっと。

　僕の手があずちゃんの肩に伸びた。このまま背負って、思い切り森の中を突っ走って、しばらく隠れてれば……手術しなくても…………。

　僕の震える手。すぐにでもあずちゃんをかついでどこかへ走り出そうとしてる体。

　あずちゃんの目が見えなければ、僕らはずっと一緒。

　ずっと仲良く……………。

　何考えてんだ僕は！

　僕は思い切り首を振った。心の中のいやな僕を、自分のことしか考えてないダメな僕を追い払った。

「なに言ってるんだよ。あずちゃん」

　僕は、あずちゃんの肩を摑つかむととびっきりの笑顔で言った。見えてないけどそんなの関係ない。

「手術が恐いのはわかるよ。僕だって狂犬病の予防接せつ種しゆ前は逃げ出したくなる。でもあずちゃん。手術がうまくいけば、目が見えるようになるんだよ」

「でも、うまくいかないかも」

「難しいって話は聞いたよ。でもどうして駄だ目めだってわかるんだよ。何て言っていいかわからないけど……。確かに駄目かもしれない。うまくいかないかもしれない。でも、駄目じゃないかもしれないし。うまくいくかもしれない訳で。そのなに言ってるんだか自分でもよくわからなくなってきたんだけど……その」

　僕は自分の脳味み噌そを恨うらんだ。僕の頭がもっと良ければ、もっと上手じようずな説得が出来るのに。

　ぐるんぐるん回されてる僕の脳味噌がポンと何かを弾はじき出した。

「そうだ！　いい所へ連れてってあげるよ」

「え？」

「いいから」

　僕はあずちゃんを背負うと、力一杯足を動かした。




　数分後、僕はあずちゃんをその場所へと座らせた。

「今どこにいるかわかる？」

　あずちゃんは思い切り首をひねった。

「見上げてごらんよ。星が見えるから」

「星？」

「ちょうど僕らの真上に、赤く光ってる星が見えてるよ。それから少し離れた所に黄色い星が三つ。真ん中のが一番明るいかな。そんでもってさらに右隣に……」

「もしかしてここって………滑すべり台の……上！」

「そうだよ。あずちゃんが教えてくれた特等席だよ」

　あずちゃんの隣に座って、僕は夜空を見上げた。

「あずちゃん言ったよね。ここから星を見ると勇気が出るって」

「でも……今は見えないよ」

　べそをかきながらそう呟つぶやくあずちゃんに、僕は毛むくじゃらの手で毛むくじゃらの胸をドンとたたき言った。

「だから僕が一緒にいるんだよ。どんな星があって、どんなふうに光ってるのか。僕が出来る限りに口で言うから。聞いてよ」

　星についての知識なんて僕にはない。どれが何座だとか説明されたってわからないくらいだもの。

　それでも僕はがんばった。がんばってがんばって、空に広がる光景を言葉にした。

　ものすごくいい加減な説明さ。あれはかしわ餅もちに見えるからかしわ餅座だろ、とか、あっちの星は弱そうだけどこっちの星は強そうで、喧けん嘩かになるときっとあの星が助すけっ人とに来るんだよ……とかなんとか。

　そんなプラネタリウムから蹴けり出されそうな説明だったけど、あずちゃんは楽しそうに聞いてくれてた。

　僕の、下らない星説明が一段落ついた頃だった。

　あずちゃんがこっくんって頷うなずいて言った。

「勇気……出て来たよ。ぎー君のおかげで」

「あずちゃん」

「手術受けるね。うまくいくかどーかわかんないけど、あたしがんばる」

「偉いよ。あずちゃん」

　僕はぱちぱちと笑顔で拍手した。

　そんな僕に、あずちゃんは笑いながら言った。

「ね、ぎー君。一つお願いがあるんだけど」

「な～に」

「手術が成功して、目が見えるようになったら、見せて欲しいの」

「い～～よ。何だって見せてあげるよ」

　僕は無責任に胸をどんと叩たたいた。

「で、何を見たいの？」

「ぎーくんの、ぬいぐるみを取った顔」

　…………

　僕の笑顔は死んだ。魂たましいでも抜き取られたように僕はカチカチに固まった。

「駄だ目め……かな？」

　少し悲しそうな顔をするあずちゃんに、僕は泣き笑いのような顔で叫んだ。

「お安い御用さ！」

　どっちかって言うと泣いてた。

「本当？」

「うん、本当さ」

　ここまで来るとやけクソって奴やつだ。

「約束だよ」

　突き出されたあずちゃんの細い小指に、僕は自分の小指をからめた。

「指きりげんまんウソついたら針千本飲ます指切った」

　それから僕はあずちゃんを背負って、山を下りた。

　あずちゃん家ちの縁えん側がわにそっと下ろして、山へと戻る。

　悲劇が起こったのは、僕が家へ向かって突っ走ってる時だった。

　ちなみに、どんな悲劇かを一言で説明するなら。

　ズッキュ────ン！

　ってな悲劇だった。




「痛い！　イタタタタ！」

　僕は蒲ふ団とんの上でじたばた暴れた。

「こら、動くんじゃない！　消毒出来ないでしょ」

　母さんに叱しかられ、僕は口を閉じた。

「大人おとなしくしてなさいよ」

　右側のお尻しりに突き刺すような痛み、僕は必死に枕に嚙かみついて痛みをこらえた。

「はい、消毒終わり。馬鹿みたいに治りが速いから、一晩眠ねむれば治ってるでしょ」

　ぺったんと大きなばん創そう膏こうを貼はられた僕は、ぶつくさ呟つぶやきながらズボンを履はいた。

「それにしても災さい難なんだったわね。野犬と間違えられて撃たれるなんて」

　災難………の一言じゃ済ませられないよ。本当に。

　僕は先程の悲劇を思い出した。

　あずちゃんが山へ入り込んだ可能性が高いってことで、町内会は大騒ぎだったらしい。

　なんてったって逃げ出した猟りよう犬けんも山に潜ひそんでるって噂うわさのこの時期だ。

　猟犬とあずちゃんが鉢はち合わせたら……。そんなとてつもなくデンジャラスな状況を恐れた猟りよう師しが鉄砲持って山へと入ってたらしい。

　その後のことは……語らなくてもいいだろう。

　見事に間違えられて撃たれてしまったって訳だ。まったく、こっちとしちゃいい迷惑だよ。

　ちなみに、猟犬の方はというと、僕とのケンカですっかり気落ちしたのか尻尾しつぽ巻いて飼い主んとこへ戻ったそうだ。

　めでたしめでたし……じゃないよ本当に。

　変身中は驚くほど治りが速い僕だけど、さすがに猟銃で撃たれた傷口はすぐ治るって訳にはいかないようだ。

　父さんが、大人になればこんな傷もすぐ治るようになるって言ってたけど、ど～せ、撃たれるなんてことはもう二度とないだろうから別にいい。

「明日あした、あずさちゃんとこに行くけど…あんたは無理ね」

「銀ぎん之の介すけ、何か伝えて欲しいことがあったら言っとくけど。何かあるか？」

「がんばってって言っといて」

　僕はそれだけ言うと、立ち上がった。

「……疲れたから寝るよ」

　僕は父さん母さんにそう告げると、自分の蒲ふ団とんに潜もぐり込んだ。

　あずちゃんの手術がうまくいきますよ～に。

　心の底から神様にそう祈った。
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　次の日、僕はお昼過ぎにお目覚めした。よっぽど疲れてたんだろう。

　パジャマのズボンを脱ぬぐと、傷口はキレイに治ってた。全くもって呆あきれるくらい治りの速い体だ。

　その日はあずちゃんが病院へ行く日だった。僕は見送りに行けないけど（もう理由は説明しなくてもいいよね）父さん母さんが行ってどんな様子だったかを話してくれた。

　あずちゃんは、にこにこしながらがんばるって言ってたそうだ。

　星がくれた勇気が、まだ残ってたんだと僕は安心した。

　その日も、僕はあずちゃんの手術がうまくいくよう神様にお祈りした。




　その次の日、あずちゃんの手術の日だ。

　僕はなんだか落ち着かなくて、一日中森の中を駆かけ回ってた。

　夕方、手術は無事に終わったって知らせは受けたけど、ハッキリとした結果は明日にならないとわからないそうだ。

　僕は、どうかあずちゃんの目が見えるようになりますよ～にってお祈りしながらこの日も蒲団に入った。




　そして今日。あずちゃんの手術の結果が出る日だ。

　父さんと母さんはお見舞いに行った。もちろん僕は行けない。だから一人で留守番してる。畳たたみの上に寝転がって、天てん井じようを見上げてぼ～～っとしてる。

　こうでもしてないと、心臓がどっかへ踊りながら出て行っちゃいそうなんだ。

「どうなんだろ？」

　僕は天井のシミに語りかけた。

「うまくいったのかな？」

　天井のシミは答えてくれなかった。

　あんまりにも無口なシミでちょっとムカって来たから、削けずり取ってやろうかと僕が天てん井じようにしがみついた時。

「ただいま」

　父さんと母さんが帰って来た。

「ふ～～、歩きで山を登るのはキツ……銀ぎん之の介すけ。お前なにやってんだ？　忍者ごっこか？」

　天井にへばりついてる僕を見て、父さんは呆あきれたように言った。

「なんでもないなんでも。それよりどうだった？」

　天井から忍者みたくシュタって着地して、僕は父さんに詰め寄った。

「あずさちゃんの手術の結果だがな」

　父さんの顔が曇くもってた。僕の体から力がすって消えた。でも……。

「成功だそうだ」

　父さんが明るく言った。なんてことはない。フェイントだったんだ。

「紛まぎらわしい顔しないでよ！」

　僕は父さんを軽く突き飛ばし、それからさっきの言葉をゆっくりと味わった。

　成功、成功ってことはうまくいったってこと。うまくいったってことはあずちゃんの目が見えるようなるってこと。

「ばんざ～～ぃ」

　僕は力一杯両手を上げて喜んだ。

「少しずつよくなっていって、一週間ぐらいで普通の生活が出来るくらい回復するって話よ。その時に退院だって」

　母さんの説明を僕は一字一句残さず頭に刻み込んだ。

「………ところで」

　なんか、トライアスロンを終えたばかりの選手のような声が聞こえた。

　見ると、ぶち破れた壁の向こうからぜーぜー息しながら入ってくるとこだった。

　さっき僕は軽く突き飛ばしたつもりだったけど、変身してたからけっこうな一撃だったらしい。

「母さん。ばん創そう膏こうを」

　あちこちに出来た生なま傷きずにばん創膏を貼はってもらいながら、父さんは片方のレンズが割れた眼鏡めがねをちょいと押し上げた。

　それから、真ま顔がおで僕にこう聞いたんだ。

「お前、どうするんだ？」

「え？」

「約束したそうじゃないか。あずさちゃんと」

　僕の喜びの時間は終わった。

　あずちゃんとの約束。あずちゃんの目が見えるようになったら、ぬいぐるみを脱ぬいだ顔を見せるって奴やつだ。

「あずさちゃん、楽しみにしてるみたいだぞ、かなり。一週間後に退院したら、すぐにお前の顔見に飛んでくるつもりらしい」

「……………」

「知ってるとは思うが、お前のわんわん病はあと二週間は続く」

「………………」

「さてと、こっからはお前次第だ。銀ぎん之の介すけ」

　父さんはどかって座り込むと、伸びたしゃくとり虫よりもまっすぐな視線を僕にぶつけてきた。

「あずさちゃんに本当のことを話すか？　それとも……」

「決まってるよ！」

　父さんの言葉を遮さえぎり、僕は半なかば叫ぶように言った。

「決まってるんだ」

　自分に言い聞かすように、僕はもう一度その言葉を口にした。




　　　　　11




　明日あしたは目に当ててる包帯が取れて、お家に帰れる。

　そしたら、ぬいぐるみを取ったぎー君の顔が見られる。

　あたしは楽しみで楽しみで仕方なかった。胸がどきどきして、その音がとってもウルサイから眠ねむれない。

　もう病院の消灯時間は過ぎてるから、辺りはものすごく静か。何の音もしない。

「ぎ～～君。どんな顔してるんだろ？」

　あたしはいろんなことを想像する。

　恐い顔……じゃないよね。あんなに優しいんだもん。あたしをおんぶしてあんなに速く走れるんだから、きっとすっごくたくましいんだろうな。

　考えるだけで、胸がどっきんどっきんして眠れなくなる。

「明日になればわかるんだし。早く眠らないとね」

　がばって蒲ふ団とんをかぶってなんとか眠ろうとするけど、あたしの頭の中はぎ～～君で一杯だった。

　そんな時だ。

　こんこんこんこん。

　窓ガラスを叩たたく音が聞こえた。

「なに？」

　って体を縮こませたあたしだけど、窓の向こうから聞こえて来るのは聞き覚えのある声だった。

「あずちゃん。あずちゃん」

「ぎ～～君！」

　あたしはベッドを下りた。手探りで窓ガラスの鍵を開けた。包帯を巻いてたってこれくらいは出来る。

「こんばんは。あずちゃん」

　ぎー君が部屋の中に入ったのが、気配でわかった。

　あたしは目の包帯に手をかけた。ぎ～～君の姿を見るために。でもその手にふかふかの手触りが被かぶさった。

「ダメだよ。明日あしたまではそのままじゃないと」

「そっか」

　あたしは手を下ろした。急ぐことはない。明日になったらぎ～～君の顔が見えるから。

「でもぎ～～君。どうして」

「明日退院だからさ、そのお祝いを渡そうと思って」

「へんなの。明日でもいいのに」

　あたしはベッドにちょこんと座るとくすくすって笑った。

「御ご免めん。でもどうしても今晩中に渡したかったから」

「い～～よ。謝あやまらなくても」

「じゃ、あずちゃん。手出してよ」

　あたしは両手をお皿にして突き出した。

　お皿に、何かがちょこんと載のせられた。

　不思議な手触りの何か。

「何だろ？　これ」

「明日までのお楽しみ。大したもんじゃないけどさ」

「ううん。ありがとう。すっごく嬉うれしいよ」

　あたしはその何かを胸に押し当てた。

「あずちゃん」

「なーに？」

「ありがとう。それから………元気でね」

　ぎ～君はそれだけ言うと、また窓から出て行った。

　外から窓を閉めるカラカラって音があたしの耳をくすぐった。

「何だろ……これ」

　あたしは、手の中の何かをずっと触っていた。

　眠ねむりの世界に旅立つ、その瞬しゆん間かんまで。




「じゃ、包帯を取るよ」

　お医者さんの声が聞こえた。

　ベッドの上に座ったあたしはこくって頷うなずいた。

　お医者さんの大きな手であたしの包帯が解かれる。

「さ、ゆっくり目を開けてごらん」

　お医者さんの言う通りに、あたしはゆっくりと目蓋まぶたを動かした。

　最初ぼや～～って色がにじんだように見えた。失敗した塗り絵みたいに。でもすぐにはみ出てた色が、もとの所に帰って行く。

　お医者さんの顔が見えた。お父さんとお母さんの顔も見えた。

　手術してから二度くらい検査があったけど、今日が一番よく見える。

「見えるよ。すっごくきれいに見える！」

　あたしは、興奮して叫んだ。

　それからなんかライトみたいなのを目に当てたりする検査をして、お医者さんは出て行った。

「良かったな。あずさ。もう大丈夫だそうだぞ」

「うん」

「さ、それじゃ帰る準備をしなくちゃな」

　お父さんとお母さんがあたしの荷物とかばっぐに詰めてる中、あたしはものすごく大切なことを思い出した。

「そうだ」

　枕の下に手を突っ込むと、それを引っ張り出した。大事な物だから朝、ここにしまっておいたのだ。

　昨日きのうの夜、ぎ～君からもらった大切な大切な物。

「うわ～～すごい」

　あたしは思わず声を上げた。

　木の実をつなげて作ったネックレスだった。

　少しいびつだったりしたけど、これまで見た中で一番のネックレスだ。

「どうしたの？　それ」

　あたしの手元を覗のぞき込むお母さんに、あたしは元気よく答えた。

「ぎ～～君がくれたの」

「え？　いつ？」

「昨日の夜。窓から入って来て」

　お母さんはしばらくぽかんとしてたけど、それからプッて吹き出した。

「なに言ってるの。そんなことあるわけないじゃない」

「ど～～してど～～して」

「だってここ……。五階なのよ」

　あたしはベッドから飛び降りると窓に駆かけ寄った。

　お母さんの言う通り、ここは五階だった。

「夢でも見たんじゃないのか？」

　お父さんがからかうようにそう言う。

「夢？」

　あたしは強く首を振った。

　そんなことはない。この木の実のネックレスが証拠だ。

「夢じゃないもん。いいよ。ぎ～君に聞けばわかることだから」

　そう、ぎ～君に聞けばみんなみんなわかること。

　その時、あたしは気がついた。お父さんとお母さんの顔がちょっと曇くもり空になったことに。

　しかも一言も喋しやべらない静かな曇り空だ。

「どうしたの？」

　お父さんとお母さんはお互いの顔を見てから、こくりって頷うなずいた。何かを決めたみたいに。

「あずさ。言いにくいことだけど」

　曇り空のお父さんが口を開いた。

「駒こま犬いぬさんは、急に引っ越しが決まって、今け朝さ……出発した」

「え！」

「退院するまであずさには内緒にしといて欲しいって言われてたの」

「そんな……」

　あたしは信じられなかった。

　信じたくなかった。




　帰って来たあたしは早速家を飛び出した。

　ぎ～君の家を目指して走った。

　道は一本道。特等席の公園を横切ってどんどんどんどん登る。

　何度も転びそうになった。お気に入りの靴が泥だらけになった。でもかまわず走った。

　そして、あたしは着いた。ぎ～君の家に。正確に言えば、ぎ～君の家だったとこに。

　人の気配は……全然なかった。

　それでも諦あきらめきれず家の中を覗のぞこうと窓に近寄ったあたしは、それを見つけた。

　窓ガラスに大きな絵が張られてた。

　たくさんの星がきらきらする夜空。そして滑すべり台が一つ。

　その滑り台には男の子と女の子が座ってて星空を見上げてる。

　犬のぬいぐるみを着ていない、ごく普通の男の子。




『さよなら。あずちゃん』




　絵のすみっこに、そう書かれてた。

　あたしの目から涙がポロってこぼれ落ちた。

　約束を破ったって怒り。それからどうしようもない悲しみ。そんなのがごっちゃになって目から出てきた。

　あたしはとぼとぼともと来た道を引きかえし始めた。

　来る時とはまったく正反対の、もったりとした足取り。

　ふと、気がつくとそこは公園だった。あたしは特等席によじ登って空を見上げた。

　昼間だから星は見えない。でも、目を閉じれば……たくさんの星が、目蓋まぶたの後ろに見えた。ケンカしてる星とか、助すけっ人とに来ようとしてるけど相手が強そうだからどうしようか悩んでる星とか。

　ぎ～～君が説明してくれた星空。

「約束は約束だからね」

　あたしは目を開けてしっかりとした口調で言った。

「いつか見せてもらうからね。ぬいぐるみを脱ぬいだぎ～君を」
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「何も引っ越しするこたないと思うがなぁ」

　車を運転しながら父さんがぼやいた。

「私もそう思うわ」

「だろ、あずさちゃんはいい感じの子だし。きっと秘密だって守ってくれ……」

「がるるるるるる」

　僕は後部座席で低く唸うなった。

　父さんは肩をすくめて押し黙った。

　僕に嚙かまれれば痛いってことをよっく知ってるのだ。

「わかったわかった。決めたのはお前だしな。文句は言わないよ」

「そうね。また、わんわん病が治ったら」

「そうだな。また来るか」

　僕は、父さん母さんの会話には参加しないで黙ってた。

　わんわん病が治れば、僕は普通の小学生に戻る。世間様から後ろ指をさされない体だ。

　でもそれは……あずちゃんが想像してる僕じゃない。

　あずちゃんを背負って走るなんてことも出来ないし、猟りよう犬けんを追い払うことも出来ない貧弱な体だ。

　学校で一番どころか、クラスの女子にも劣おとる運動神経の少年なんだ。

「会えないよ」

　僕は小さく呟つぶやいた。

　誰にも聞こえない、小さな小さな声で。













　　　ポケットの生卵










　　　　　１




　ぴぴぴぴぴぴぴぴぴぴぴ！

　腸を細こま切ぎりにするような目覚まし時計の音で僕は目を覚ました。

　いつもと同じ天てん井じよう。もっとも、まだこの天井とのつきあいは半年にも満たないけど。

　僕は目覚まし時計に手を伸ばして止めた。時刻は六時四十五分。

　僕こと、駒こま犬いぬ銀ぎん之の介すけの朝は早い。

　ただ単純に学校に間に合うだけならもう三十分くらい蒲ふ団とんにくるまっててもいいけど、そういう訳にもいかない。

　僕は低い血圧に喝かつを入れると、一気に朝の日課を済ました。

　五分後には、どこにでもいるような高校二年生の出来上がりだ。

　ちょっとだけ人とは違う体質の持ち主だけど、基本的にはごく普通の学生なんだ。

　僕は鞄かばんを肩にひっかけて部屋を出ると右に曲がって階段を駆かけ降りた。

「お早よう。銀之介。最近早いわね」

　朝食の支度をしてた母さんが振りむいて言った。

　母さんは十九歳で僕を産んだから現在三十五歳。世間一般から見ればかなり若い母親だ。

　見かけほえほえしてる母さんが僕を産むにあたってどんなすったもんだがあったかよく知らないけど、ま、親が若いってのは友達にも自じ慢まん出来ることだ。

「母さんお早よう」

　僕はいつものように自分の席へとついた。

　少し離れた所に湯ゆ気げを立てる皿があり、僕はそれに手を伸ばし引き寄せた。

「いっただきま～～す」

　僕は手を合わせると、目の前の皿を覗のぞき込んだ。

「あ！　それはお父さん用の！」

　僕の間違いを慌あわてて母さんが止めたけど、全すべては遅かった。

　僕は皿の中央に置かれた目玉焼きをまじまじと瞳に映してた。

　潰つぶれてない目玉焼き。まん丸いお月様がこっちを見てる。

「しまった！」

　って叫んだけど、時すでに遅し。僕の体に衝しよう撃げきが走っていた。

　どんな衝しよう撃げきかあえて説明するなら、ものすごく美人のお姉さんに指で背中をつ～～っと撫なでられると同時に脳天に雷が落っこちてくる。そんな天国と地獄を二つミックスしたような衝撃だ。

　僕の全身にぞわぞわと走った快感の後にはびっしりと灰色の毛が生はえていた。

　むず痒がゆさを覚えた耳はぐいぃぃぃって伸びる。

　顎あごが痛みをともなってぐいっとせり出し、鋭い牙きばがにょきっと突き出した。

　最後にトランクスとズボンを突き破ってふさふさの尻尾しつぽが飛び出た。

「あ～～ぁ、だから言ったでしょ。あんたのはこっち」

　母さんが僕の前から完かん璧ぺきな目玉焼きの皿を取り、いつも僕が食べてる潰つぶれた目玉焼きを置いた。

　言うまでもなく今となっては遅すぎる。

「早く言ってくれよ！」

　すっかり獣けものになった僕は牙きばを剝むき出して唸うなった。

　そう。これがちょっとだけ人とは違った体質の正体。

　世間一般で言うところのオオカミ男ってやつなんだ。僕は。

　オオカミ男っていえば満月で変身するってのが主流だろう。もちろんあれは噓うそじゃない。僕も満月を見たらすごいことになる。

　でも、満月以外でだって変身する。

　ぶっちゃけて言えば、黄色くて丸い物ならなんだって引き金になるんだ。

　信号機の黄色とか、テニスボールとか、黄色いピンポン玉とか、きんかん、いよかん、黄色いマリモ、丸まったヒヨコ等々。

　もちろん世のオオカミ人間達がそれらを見るたびに変身してる訳じゃない。そんなんだったら普通の生活なんておくれない。ましてや学園生活なんてどだい無理な話だ。

　小さい頃から一つ一つ克こく服ふくしていき、十五、六歳になる頃は、満月以外には反応しないようになるのが普通なんだ。

　なんだけど………。

　僕は、卵だけは克服出来なかった。

　信号機の黄色も、テニスボールも、黄色いピンポン玉も、きんかんも黄色いマリモも平気だ。

　でも卵だけは駄だ目めなんだ。

　月見状になってる卵を見たらもう大変だ。体中が痒かゆくなって、毛が生えて、耳とか牙とか爪つめとか生えて、あっという間にオオカミ人間の誕生だ。

　もし人前でそうなったら、そりゃもうおしまいだ。悲鳴がキャーでお巡りさんがうおぉぉで、それで保健所がズキューンだ。

　下へ手たしたら害がい獣じゆうとして駆く除じよされてしまう。

「ふわぁぁぁぁぁぁぁぁぁ。締め切りが遠いってのはいいことだ」

　なんて生あくびしながら出て来た父さんは、僕のすっかり変身した姿を見てあきれ顔で言った。

「銀ぎん之の介すけ。お前また私の目玉焼きを覗のぞき込んだんだろ」

　なんだかものすごく腹が立ったけど、本当のことだから何も言えない。

「母さん。これからは父さんの目玉焼きも潰つぶして焼いてよ」

「馬ば鹿かを言うな。潰れた目玉焼きなんぞが食えるか。まん丸い目玉焼きはうまいぞ。薄い膜を破ると中からとろっと甘い黄身が流れ出して」

　僕の提案は却きやつ下かされた。

　そりゃ僕だって潰れてない目玉焼きは大好きだからあんまり強いことは言えない。

「銀之介。早くもとに戻らないと遅刻するわよ」

「わかってるよ」

　僕は割れた目玉焼きやらトーストやらを一気に口に押し込んだ。

　その気になれば赤ずきんちゃんだって飲み込める大口だ。トーストの二枚や三枚軽い軽い。

　一いつ瞬しゆんで朝の食事を終えると、僕は急いで二階の自室へ向かった。

　穴の開いたトランクスとズボンを代えなくちゃいけないし、第一このワイルドな姿からもとに戻らなくちゃならない。

　急いで人間に戻るにはちょっとした作業が必要なんだ。

　たっぷり時間をかければ自然ともとに戻るけど、学校に遅れるのはイヤだ。正確に言えば家を出るのが遅くなるのがイヤなんだ。

　朝遅れたくない重大な理由が僕にはあるんだ。
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　なんとか即行で人間に戻った僕は、トランクスとズボンを穿はき替えて家を出た。

　急げばなんとか間に合う。

　四月半ばのまだまだ寒い中、僕は走った。

　人間の時の運動神経はそんなにいいとは言えないけど、僕はなんとかいつもの場所に到着した。ギリギリセーフだ。

　そこは、家を出て歩いて二十分、走って十分のとこにある三つ角、目印は赤い古ぼけた自動販売機だ。

　僕はそこに立つと動どう悸き息切れを抑さえる。あたかも普通に歩いてここに来たように。

「あ、駒こま犬いぬ君」

　後ろから声をかけられた。僕の心臓をドクンと二、三メートル跳はね上げさせる澄み切った声だ。

　これこそ僕が朝遅れたくない理由なんだ。

「あ、お早ようございます。織おり川かわ先輩」

　僕は振り返ると、へらへらって笑いながら言った。

　織川先輩がいた。すらっとした美人のじょしこ～～せ～～だ。

「お早よう。駒こま犬いぬ君」

　織川先輩はにっこり笑って朝の挨あい拶さつをしてくれた。

「偶ぐう然ぜんね。いっつもここで会うよね」

「はは、そうっすね」

　偶然も何もない。僕は毎朝ここで待ってるんだ。

　さりげなく足踏みしたりして、いかにも今ここを歩いてましたって演出してるんだ。

　傍はた目めから見れば馬ば鹿かだけど、気持ちいい一日を過ごすために大切なことなんだ。

「さ、学校行こ」

「はい」

　僕は先輩と一緒に歩き出した。

　時折そっと織川先輩の横顔を見た。

　優しくて、穏やかで、かわいいんだ。

　僕は込み上げる恥ずかしさを飲み込んで、また足元に視線を戻した。

　織川先輩。本名、織川静しずか。六月十日生まれの僕より一個上の先輩だ。

　所属部は美術部。美大へ進学希望してるだけあって絵はうまいんだ。

「駒犬君が転校して来てからもう五カ月がたつね」

「え、ええ。来たのが十一月の中頃だったから……そうっすね」

「どう？　長なが崎さきに慣れた？」

「もうバリバリの長崎県民です！　皿うどん毎日食べてます！」

「ふふふ」

　織川先輩は僕のびみょう～なギャグに笑ってくれた。

「良かった。気に入ってもらえて。私は引っ越ししたことないからわからないけど、やっぱり故郷が懐なつかしくて寂しいのかなって思ってたから」

「いや、僕はずっと引っ越しばっかしてるから。故郷っていってもこれって決まってなくって」

「それじゃここが駒犬君の故郷になればいいね」

「うん」

　僕はハートマークを一杯箱に詰めて頷うなずいた。

　僕も、この街が故郷になればいいと思ってる。本心からだ。

　持って生まれた不幸な変身体質のおかげでこれまで何度も引っ越しを繰り返している。二十一回目の引っ越しで来たのが長なが崎さきのこの街だったんだ。

　そして織おり川かわ先せん輩ぱいと出会った。

　あれは去年の十一月の半ば頃。

　出会いは、こんな感じだった。




　青春劇場その１

　僕と織川先輩との出会い

　　　　　　　　　　作　駒こま犬いぬ銀ぎん之の介すけ




「九きゆう州しゆうも冬は寒いんだなぁ」

　初登校日の朝。

　僕はオーバーのポケットに手を突っ込んで歩いていた。

　九州ってのは冬も半はん袖そでで過ごせるぞなんて思ってたけど、日本全国冬はやっぱり冬のようだ。

「えっと、この角はどっちに曲がればいいんだろ？」

　学校への道筋を書いた地図を僕はポケットから引っ張り出した。

　その時、長崎の風が新しん参ざん者ものの僕に牙きばを向いた。

　ビュウーって強い風が突然襲いかかる。

　あっ、と思った時には地図ははるか上空にランナウェイしてた。

「長崎の風のバッキャロ─────！」

　って長崎の空に文句を言ったけど、飛んで行ってしまった地図は帰って来ない。

　もう届かない。もう追いかけられない。あぁさようなら僕の地図。

「どないすんねん。地図がなきゃ高校行けへんで」

　やるせない思いでそう吐はき出してから、僕は失笑した。

「あかん。大おお阪さかのクセが出てもうた」

　長崎に来る前に暮らしてたとこが実は大阪だったんだ。

　たった三カ月しか暮らしてなかったけど、初級大阪弁はみっちり脳味み噌そのシワにしみ込んでるらしい。

「それよりどないしたらええんやろ。高校の名前しか知らんし」

　僕は飛んで行った地図に思考の矛ほこ先さきを向けた。

　これから行こうとしてる長崎県立時とき津つ高校への道筋が書かれている。ちなみに言えば地図頼りにくねくねした道を来たから家への道もわからない。

　地図がない今、ここでじっとしてお地蔵さんになるのが関の山だ。

　僕がお地蔵さんへの道の一歩を踏み出した時だった。

「あの」

　後ろから声をかけられ、僕は肩越しに振り返った。

　絵具箱を小脇に抱かかえた女子高生がいた。

　長い髪の毛がサラサラのなかなかの美人だ。

「もしかして、学校への道がわからなくて困ってるのかな？」

「はぁ、そうなんです」

「高校は？」

「時とき津つ高校ですけど……」

「時津高校なら私と同じよ。一緒に行こ」

　救いの天使様だった。この女子高生の背中から白い羽根が見えたくらいだ。

「転校生かな？」

「今日から通うことになりました。一年の駒こま犬いぬ銀ぎん之の介すけって言います」

「そうなんだ。私は二年の織おり川かわ静しずか。よろしくね」

　織川静。

　僕はその名前を脳味み噌その一番シワのない辺りに刻み込んだ。

　これから始まる長なが崎さきでの生活が、ものすごく素す晴ばらしいものになるんじゃないかって僕は漠ばく然ぜんとだけど思った。


完






　とまぁ、こういう感じで出会った僕らは、週に三日くらいは一緒に登校している。

　ちなみに部活も織川先せん輩ぱいと同じ美術部に入った。

　今ではそう、ちょっとだけ仲のいい先輩と後こう輩はいっていう関係だ。

　それだけって言われればそれだけだけど、僕にとっちゃ十分の関係だ。

「先輩は進路のこととか決めたんですか？」

　あんまり人生を生きていく上では意味のないテレビドラマかなんかの話をした後で、僕はそう聞いてみた。

　先輩はもう三年生。進路のこともそろそろ決めなくちゃいけない年頃だろう。

「そうね。私は……やっぱり進学かな？　絵、もう少し勉強したいから。下へ手たの横好きって奴やつだけど」

「そんなことないっすよ。織川先輩の絵ってすごく奇き麗れいだと思います」

「ありがと。ところで駒犬君は？」

「僕ですか？」

「二年生になったら進路希望とか書かされるから考え始めないと。何か将来の夢とかあるの？」

「僕の夢は…………」

　織おり川かわ先せん輩ぱいとラブラブになることです。

　なんて純情可か憐れんな青少年の僕には口が裂さけたって言えない。

「とりあえずの目標は……この時とき津つ高校を卒業するってことかな」

「そんなことなの？」

「僕にとっては………難しいことなんですよ」

　僕は実感を込めてそう吐はき出した。もちろん織川先輩にはわからなかったろうけど。

「あ！」

　不意に織川先輩が小さな声を上げて足を止めた。

「どうかしたんすか？」

「あれ……」

　先輩の指さすとこに僕は目を向けた。

　一匹のムカデちゃんがうねってた。

　手だか足だかわかんない奴やつが一杯生はえてる憎にくい奴やつだ。

「私、実は苦手なのよ」

「なるほど」

　僕だって好きって訳じゃない。

　ムカデとテントウムシを並べられて、夜蒲ふ団とんで一緒に眠ねむりなさいって言われたら迷わずテントウムシを抱っこして寝る。

　でも織川先輩のように見かけたら動けなくなるほどじゃない。

　僕は拾った木の棒ぼうでムカデちゃんをからめると、横道へと放り投げた。

「ありがと。駒犬君」

　なんだか悪者からお姫様を助けたヒーローみたいな気分で、僕は照れ臭くて視線をずらした。

　そして、顔を出したのがあれじゃなかったことを神様に感謝した。

　もし、二人の前に立ちはだかったのが、ムカデじゃなくてあれだったら、僕はどうすることも出来なかったろう。

　それからまた親しん睦ぼくを深める会話をすること十数分。

　僕らの通う、長崎県立時津高校の校舎が見えて来た。年代物だけどがっちりした造り。

　日本沈没の時までこのまま建ってるだろうって噂うわさされている。

「あ！」

　校門が見え始めた頃、先輩はまた足を止めた。

「またムカデですか？」

　棒切れを拾おうとしゃがみ込んだ僕の手を、先輩は押さえた。

「西門から入ろうよ」

　正面玄関が見えるここまで来てる今、西門まで行くのはかなり大回りになる。

　どうして織おり川かわ先せん輩ぱいがそんなことを言い出したのか僕にはわからなかったけど、僕は何も言わずに方向転換した。

　だって、遠回りするってことはそれだけ織川先輩と一緒にいられるってことだ。

　青少年の僕には嬉うれしい限りなんだ。




　　　　　３




　昼休み、僕は母さん特性の弁当をもしゃもしゃ頰ほお張ばっていた。

　ゴマ塩を振りかけた白いまんまに卵焼き。煮物の残り。そしてメインディッシュはカニかまぼこを天ぷら粉で揚げた奴やつだ。

　このカニかまフライは僕の大好物だ。

　僕の中では、この味はホタテ貝のフライに匹ひつ敵てきすると思ってる。

　サクってした歯ざわりの後で口の中に広がる柔やわらかな食感がなんとも言えず絶品なんだ。

　究極と至高が尻尾しつぽ巻いて逃げ出すくらいに。

　僕がソースをかけたカニかまぼこフライを頰張った時だ。

「焼きソバパンゲットだぜ！」

　なんかのアニメの主人公みたいな台詞せりふを喋しやべりながら男子学生が教室に入って来た。

「しかし、アンパンとの抱き合わせ販売とは、購買のおばちゃんもアコギな真ま似ねをしやがるぜ。まったく」

　男子学生はぶつくさ言いながら僕の前の席に座ると、ヤキソバパンの包みを開け食べ始めた。

　こいつの名前は、小お木ぎ曽そ紀のり雄お。生まれも育ちも長なが崎さき。先祖代々長崎っていう長崎っ子だ。

　長崎県民は毎日放射線治療受けてるからガンに強いんだぜが口くち癖ぐせだけど、僕は信しん憑ぴよう性は薄いと思う。

　ま、友達少ない僕には珍しく、わりと仲良くしてる奴だ。

　ちなみに麻雀まーじやん部の部長をしている。

「そういえば、麻雀部の予算、どうなったんだ？」

　僕は尋たずねた。麻雀部の予算が大幅に削けずられたのを抗議しに行くって意気込んでたのを思い出したからだ。

「そのことか」

　小木曽の表情が変わった。コノウラミハラサデオクベキカの表情だ。

「あの野郎。麻雀なんて風紀が乱れる部活にこれ以上予算を分けられないなんて言いやがった」

「あの野郎って誰？」

「生徒会長だよ。今年度の」

　今年度の生徒会長。

　確か名前は根ね崎ざきとかなんとか言ったような気がする。もち三年生だ。

　僕が転校して来た十一月にはもう選挙は終わっていたけど、もし僕が投票ん時にここにいたら絶対に入れなかったと思う。

　人を小こ馬ば鹿かにしたような話し方や目つきが、なんか生理的にいやだからだ。

「これは噂うわさなんだがな、なんでも選挙の時にあくどい手を使ったって話だぜ」

「あくどい手？」

「ああ。なんでも街をうろついてる不良連中を金で飼いならしてよ、敵対候補に脅おどしを入れただのいやがらせをしただの」

「へ～～」

　もしそれが本当だとしたら、僕にはその気持ちが理解出来なかった。

　どうしてそこまでして生徒会長になんかなりたいんだろうか？

　引っ越しばっかしてる僕は言うまでもなく長のつく役職なんかやったことはないし、やりたくもない。

　唯一やったのが小学校の時のウサギの飼し育いく係長くらいだ。

　ピンポンパンポン。

　小お木ぎ曽そが根崎生徒会長の悪態をぐだぐだ山に積み上げている時だ。放送が入った。

『麻雀まーじやん同好会会長、小木曽紀のり雄お君。至急生徒会室に』

「麻雀同好会だって？　あの野郎！　うちはれっきとした部だっつぅぅの！」

　小木曽は鼻息も荒く立ち上がった。

「きっとまた予算案のことだぜ。俺おれこれから行ってくるぜ。あの馬鹿野郎にガツンとやってくる」

「ああ。健けん闘とうを祈ってるよ」

「サンキュー」

　小木曽は鬼おにの気迫を体に巻き付けてすっ飛んで行った。

「部長ってのも大変だな」

　僕が小木曽の健闘を祈ってから弁当に箸はしをくっつけた時。

「お～～い、銀ぎん之の介すけ。これやるよ。俺甘あまいの苦手なんだ」

　ドアんとこから首を出した小木曽が僕に向かってあんぱんマンを投げつけた。

「あ！」って手を伸ばしたけど、人間時に運動神経のよろしくない僕は華か麗れいに取り逃す。

　さらに何な故ぜかその時、僕の後ろの窓が換気のために開けられていた。

　あんぱんマンは無限の彼方かなたへと落っこちて行った。

「あ～～～～～！」

　僕は窓から顔を突き出して下を見た。

　あんぱんアンの包みが見えた。どうやら無事らしい。

　ものすごくあんぱん好きって訳じゃないけど、これを無視するなんてことは出来ない。もったいないお化ばけは恐いんだ。

　僕は、落っこちたあんぱんマンを拾いに行くことにした。




　あんぱんマンの落っこちたとこは校舎の裏側、人が滅めつ多たに来ないじめじめしたとこだ。

　僕はひょこひょこ湿しめった草を踏んで歩き、あんぱんマンに歩み寄った。

　あんぱんマンはちょっと潰つぶれただけだった。外のビニールの包みも破れてないから食べる分には問題ない。

　三階から落下したとしては少ない被害だ。

　僕はあんぱんマンを回収するとポケットに突っ込んだ。

　昼は弁当があるから、放課後のおやつにでもしようと思った。

　さて、教室に戻ろうと僕は歩き出した。

　と、僕は足を止めた。

　聞き覚えのある声が僕の鼓こ膜まくをくすぐったからだ。

　僕の声紋チェック能力が正しければ、今の声は……。

　僕はこそこそって壁に背中をつけると、そんままこそこそって移動した。

　角になってるとこまで行ってそっと声のしてきた裏手を覗のぞき込む。

　ビンゴ!!だった。

　そこにいたのは織おり川かわ先せん輩ぱいだった。

　でも一人じゃなかった。人を小こ馬ば鹿かにしたような顔した奴やつが一緒だった。

　根ね崎ざきとかいう生徒会長だ。

「静しずか。いい加減決めたらどうなんだよ」

「だから、何度も言ってます」

「納得いかないね。僕をフルなんて」

　短い会話だったけど、僕はだいたいのとこを理解した。

　ざけんな！

　僕は心の中で怒ど鳴なった。

　心の中でしか怒鳴れないところが僕の情けないとこだ。

　かと言ってここでひょこひょこ出ていけるほど僕の面つらの皮は厚くない。

　どっちかって言えば向こう側が透すけてみえるくらい薄皮なんだ。

　となると、僕の取れる行動は決まっていた。

　僕はその場に積んであった空の鉢はちを、思い切り蹴け飛とばした。

　どんがらしゃんしゃんしゃん。

　日本経済に見習わせたいくらい景気のいい音が響く。

「誰だ？」

　根ね崎ざきが飛び出して来た。

「何してるんだ？」

「え？　ちょっとあんぱんマンを拾いに来たら、足をひっかけちゃって」

「ちっ」

　さすがにとぼけた観客の前で口く説どく気にはなれなかったのだろう。

　根崎は舌打ちすると去って行った。

　僕は織おり川かわ先せん輩ぱいが来る前にその場を後にした。

　少しは手助けが出来たかなと僕は嬉うれしかった。

　でもつま先はめっぽう痛かった。
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　学校の裏山で気に入った場所を見つけて絵にしなさい。

　それがその日の放課後、美術部の顧こ問もんから言われた課題だった。

　言っとくが絵が得意って訳じゃない。むしろ苦手なくらいだ。

　織川先輩がいるから入ったってだけの部活だ。

　基本的には面倒くさいからやりたくないけど、けっこう厳しい部だからちゃんと課題はこなさないと退部になってしまう。だから恥をさらして絵を描いている。

　僕は、わりと簡単にかけそうな木を選んで、その前に座り込んだ。

　大きめの画用紙を張り付けた画板を膝ひざに乗っけてから、絵の具箱を開いた。

「う～～む」

　僕は唸うなった。貧弱な絵の具箱の中身にだ。

　最近課題課題課題ばっかだったから絵の具の消費量は半はん端ぱじゃなった。箱の中のチューブはすっかりダイエットに成功している。風景画を描くにはかなり心許ない。

　唯一でっぷりしてるのは、一度追加で買った緑の絵の具のみだ。

　たいしてこだわりのない僕はたった三秒で打開策を見つけた。

「草でも描かくか」

　僕はびっしりと生おい茂る草の大地を描くことにした。

　色の違う草んとこはちこっと他ほかの絵の具を混ぜればいい。

　一生懸けん命めいに画用紙を緑で塗りつぶしてる時だった。僕の耳もとでこんな声が囁ささやかれた。

「奇き麗れいな絵」

　首を動かし、僕はたまげた。後ろから絵を覗のぞき込んでるのは、織川先輩だったんだ。

「織川先輩！」

「御ご免めんね。驚かしちゃって。奇麗な絵だからつい声が出ちゃった」

　先せん輩ぱいは目を細めて僕の絵を見つめた。

「この季節、一番の色だけを絵にしてるんでしょ？　素す晴ばらしい発想だわ」

　しきりに感心する先輩に、緑の絵の具しかなかったからなんて言えない。口が避けたって言えない。

「ここに来たら、ものすごく奇き麗れいな緑色してたから」

　僕はいけしゃあしゃあとそう言い放った。

「先輩はどこを描かいてるんですか？」

「私は今日はお休み。三年生は進路指導があったから。帰ろうと思ったんだけど皆がどんなの描いてるか気になって。私がいたら邪じや魔まかな？」

「そんなことないっす」

　僕は意気揚よう々ようとまた画用紙を緑で塗りつぶす作業を再開した。

　でも実を言うとすぐ後ろに織おり川かわ先輩がいるもんだから、僕の心臓はドッキンドッキだったんだ。

　心臓の鼓動を聞かれちゃうんじゃないかって不安の中、時が流れた。

「ねぇ」

　唐とう突とつに織川先輩が口を開いた。

「昼休みの時、ガチャンて音をたててくれたのって……駒こま犬いぬ君だよね」

「………」

　僕はしばらく黙っててから、コクンって頷うなずいた。

「じゃぁ聞いてたんだ」

「すみません。聞くつもりはなかったんだけど」

「ううん。いいの。あの時はありがとね」

「どういたしまして」

　ちょっと間の抜けた返事かなと僕は内心で舌打ちした。

「何度も何度もお断りしてるんだけど……わかってもらえなくて……ね」

「朝、正面玄関を避けたのも」

「……いたから」

「そうなんですか」

　静かなお絵描きの時が戻った。でもその沈黙が耐えられなくて、僕は口を開いた。

「先輩は、どんな人が好きなんですか？」

「え？」

「別に深い意味はありません。ちょっと思いついて。言いたくなければいいです」

「え～～とね」

　織川先輩は、少し考えてから言った。

「美しいものを美しいって感じることの出来る人」

　それから先せん輩ぱいはクスって笑って僕の絵を指さした。

「みんなが見逃しちゃうような緑に気がつくような人だよ」

　先輩にとっちゃ軽い冗じよう談だんだったろう。でも僕にとっちゃ脳天に突き刺したダイナマイトを爆発させたような衝しよう撃げきだ。

　今だ！　今こそ僕の気持ちを伝える時だ！　勇気を出せ！　駒こま犬いぬ銀ぎん之の介すけ！　生まれて初めての告白だ！

　僕は心の応援団を総動員させて勇気を振り起こすと、振り返って先輩を見つめた。

「先輩……」

「何？」

「僕、先輩のことが……ずっと前から」

　僕の生まれて初めての勇気は見事に邪じや魔まされた。

「織川ってのはお前か？」

　咲きかけたつぼみとかを踏み潰つぶして、えらくガラの悪い奴やつがやって来た。

　年は僕らよりちっとばかし上ぐらいだろうけど、学生には見えない。

　眉まゆ毛げのない顔がただでさえ悪いガラに拍車をかけていた。

　眉なし（僕命名）は織川先輩んとこまでずかずかやって来た。

「一緒に来いよ。お前を連れてけば三万円になるんだ」

　小お木ぎ曽そが言っていた、金摑つかませて街の不良をって言葉を思い出した。

　ともかく傍ぼう観かんしてる訳にはいかない。

　僕はおずおずと間に割って入った。

「そんな勝手な話は」

「なんだとこの野郎」

　眉なしはドンと僕を突き飛ばした。

「駒犬君！」

　さすがに強い一撃だ。喧けん嘩かしたって絶対に勝てないだろう。

　変身すれば勝てるけど、近くに目玉焼きはない。

　でももし、目玉焼きがあったとしても僕は目を塞ふさぐ。

　怪物になる自分の姿を織川先輩に見られるのだけはやだった。

　となると僕が取る………僕が取れる行動は一つしかない。

　僕は、絵の具の筆洗いの水を眉なしの目もとめがけてぶちまけた。

　絵の具のエキスがたっぷりと溶け込んでる水だ。さぞかし目に染みるだろう。

「ぐわぁ」

　眉なしがひるんだ隙すきに僕は織川先輩の手を摑んだ。

「早く！　先輩！」

「え？」

　驚く先せん輩ぱいの手を引っ張って、僕はその場から逃げ出した。
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　僕らは山道を駆かけ降りた。すぐに住宅街の路地裏へと足を踏み入れる。

「この野郎！」

　眉まゆなしの怒ど鳴なり声が後ろから聞こえて来た。

　僕の想像以上に絵の具エキスが目に染みたのか、そ～～と～～怒ってるようだ。

　こりゃ捕まったら御ご免めんで済ましてはくれそうもないな。

　僕は足に力をこめた。

　でもねぇ、僕って足遅いんだよ。

　ぶっちゃけて言うけど、人間時の僕って運動オンチで体力だって人並み以下なんだ。

　確実に追いつかれそうだから僕は迷える小羊作戦を敢かん行こうした。

　一言で言えば、曲がりくねった路地をあっち行ったりこっち行ったりして相手をまいてしまおうって単純な作戦だ。

　やがて薄暗い路地の向こうに明かりが見えた。大通りの明かりだ。

　大通りまで出れば人がいる。眉なしだって滅めつ多たなことは出来ないだろう。

「よし！　ここを出れば大通り！」

　希望の光だけど、ぬうっと出て来た奴やつに遮さえぎられた。

「へっへ。ここまでだな」

　眉なしが立っていた。

　思った通り目の回りがうっすら緑色になってた。

「さっきはよくもやってくれたな」

　眉なしは僕を摑つかみ上げると思い切り殴なぐりつけた。

　僕は鼻血をまき散らして倒れ込んだ。

「駒こま犬いぬ君！」

　先輩が僕をかばおうと駆かけ寄ったけど、いかんせん腕力の差が大き過ぎる。

「引っ込んでろ！」

　眉なしは先輩を突き飛ばすと僕をさらにぐいって摑み上げた。

　僕はタコになった。

　ボッコボコに殴なぐられた。

　抵抗しなかった訳じゃない。それなりにがんばった。

　でも、貧弱な僕の抵抗なんてその程度のものでしかないんだ。

　眉毛の上あたりが切れたのだろう。目に赤い色が交って来た。

　断続的に続く激痛が、だんだんと鈍にぶくなってく。痛みが消えないうちに同じ箇所を殴なぐられるもんだから、痛覚が麻ま痺ひして来たんだろう。

　ちくしょー。

　悔くやしかった。本当に悔しかった。

　でも、どうにもならない。

　悔しさと諦あきらめがごっちゃになった複雑な気分の中、赤いカラーコンタクトを入れたような視界で僕は見た。

　遠くに見える道路を通り過ぎて行った紺こん色いろの制服を。

　一いつ瞬しゆんだったけど間違いない。あれはお巡りさんだ。

　向こうは気がつかなかったろうけど、今ならまだ間に合う。

　僕は大きく息を吸い込むと、思い切り情けなく叫んだ。

「うわ～～。助けてぇぇぇ。殺されちゃうよ～～～～～！」

　かなりざ～～とらしい叫びだけど、通じてはくれたようだ。

「どうした？　誰かいるのか？」

「お巡り！　ちっ！　くそ！」

　眉まゆなしは舌打ちすると、逃げ出した。

　きっちり僕の鼻に最後の一撃をしていくとこが、ものすごくムカツイタけど、まぁこれでタコから人間に戻れたから万ばん々ばん歳ざいだ。

「駒こま犬いぬ君！　駒犬君！」

　真まっ赤かな視界に織おり川かわ先せん輩ぱいの姿が見えた。

　僕は大丈夫だとばかしにニコッて笑ってやった。

　歯で口の中を切ってるから、血の味が口の中に広がってちょっといやだった。

[image: ]




　派出所にて、僕は顔の傷を先輩に手当してもらった。

　お巡りさんに軽い事情を話してから、僕らは派出所を出た。

　もうすっかり夕方で、西の空には夕日が見えた。

　僕らはとぼとぼと家路についた。

　先輩と違って僕は鞄かばんを持って来てないけど、どうせ今日は宿題も出てないから僕的にはなんら問題はない。

　先輩と別れる分れ道に来るまで、僕は先輩の目を直視出来なかった。

　情けないからだ。

　自分が情けなくて情けなくてたまらなかったんだ。

　結局のところ先輩を助けたのは僕じゃない。かけつけて来たお巡りさんだ。

　僕はボコボコに殴なぐられて、それから情けなく悲鳴を上げただけなんだ。

「すみません」

　立ち止まった分れ道で、僕はうつむいたまま呟つぶやいた。

「どうして謝あやまるの？」

「僕、何も出来なくて。ただ情けなく殴られるだけで。格好悪いだけで」

「そんなことないよ。大声を出して助けてくれたじゃない」

　いつにない強い口調、まるで叱しかりつけるように先せん輩ぱいは僕に言った。

　それから先輩は僕の手を取ると両手で握り締めた。

「え？」

　って顔を上げる僕の目をしっかと見つめて、先輩はハッキリと言った。

「格好よかったよ。駒こま犬いぬ君」

　ものすごく嬉うれしかった。涙がちょちょ切れるくらいにだ。

　今だ。今しかない！

　僕は二度目の勇気をギュウギュウに振り絞しぼった。

「先輩。僕は………僕は先輩のことが」

　どうもラブの神様は僕に恨うらみでもあるらしい。二度目の勇気も見事に邪じや魔まされたんだから。

「あら、銀ぎん之の介すけじゃない」

　聞き間違えるまでもなく、振り返ったら母さんがいた。

「同級生と一緒？」

　のほほん母さんは遠慮なしに僕らんとこに首を突っ込んで来た。

「こんにちは。銀ぎん之の介すけの母です。いつもうちの息子むすこがお世話になってます」

「初めまして。時とき津つ高校三年の織おり川かわ静しずかっていいます。こちらこそ駒こま犬いぬ君とは」

　世間によくありそうな挨あい拶さつの図だ。

「それじゃ駒犬君。またね」

　織川先せん輩ぱいは僕らに一礼すると去って行った。

「礼れい儀ぎ正しくていい娘むすめさんね。ん？　どうしたの銀之介。親の仇かたきを前にしたような顔して」

「母さん！」

　嚙かみつかんばかりに怒る僕に、母さんは肉屋の袋を持ち上げ言った。

「そうそう、今日はスキヤキだから」

　その一言で僕の怒りは見事に消滅した。

　我ながらものすごく情けなかった。
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　ぐつぐつぐつぐつぐつぐ。

　目の前でスキヤキがおいしそうな音を奏かなでていた。

　僕はテーブルにかじりついた状態でそのぐつぐつ音に耳を傾けていた。

　必死に止めようとしてるんだけど、さっきからよだれがだらだら流れてテーブルは大変なことになっている。

　やっぱりオオカミ男って特異体質のせいなんだろうか？

　僕は肉が好きなんだ。

　ただの好きじゃない。大好きなんだ。

　豚肉も好きだし、鳥肉も好きだ。もちろん羊だっていけるし、熊や猪いのししって山の獣けものも問題ない。

　そしてもちろん、牛だって大大大好きなんだ。

　変身してる時なら、一頭食べられるかもしれない。

「ふ～～、いい湯だった」

　風呂から上がって来た父さんが体から湯ゆ気げをたてながら向かい側に座った。

「それじゃ夕飯にしましょ」

　テーブルに流れる僕が作ったヨダレ川を台拭ふきで奇き麗れいに拭いて、母さんが席についた。

　これで選手はそろった。いつでもスタートの合図をしてくれって感じだ。

「ほら、小こ鉢ばち貸しなさい。卵割ってあげるから」

「いいよ。自分でやるから」

　僕はボールに入った生卵を一個手に取った。

「かき混ぜる前に覗のぞき込むなよ。せっかくのスキヤキに毛が落ちたら大変だからな」

「そう言えば前のスキヤキの時、そうだったわね。あの時は毛が落ちて大変だったわ」

「わかってるよ。同じ失敗はしないさ」

　僕は卵を小こ鉢ばちの上でかまえると、目を閉じた。

　親指に力を込めて卵のお腹なかに亀き裂れつを入れる。その後、弱からず強からずの力でパックリと卵の腹を開く。コロンと滑すべり出す卵を瞳に映すことなくすぐに箸はしでマゼマゼする。崩れてしまえばこっちのものだ。

　僕が親指に力をこめようとした、その時だった。

　プルルルルルルルル。

　電話が鳴った。

　幸せの一時を邪魔する憎にくい奴やつだ。

　しかもポジション的に僕が一番近いんだ。

　目を開けると、案あんの定じよう父さんと母さんが僕に視線を向けていた。

　瞳のちょっと上の白目辺りにそうハッキリ書かれていた。

　目がハッキリとそう語っていた。

　やれやれと僕は息を吐はき出すと、立ち上がって受話器へと向かった。

　いざ受話器を摑つかもうとして、僕は手の中の物体に気がついた。

「あ、卵持ったままだった」

　僕は笑いながら卵をポケットに突っ込むと受話器を取った。

「はい、もしもし。駒こま犬いぬですが」

『駒犬………銀ぎん之の介すけさんはいらっしゃいますか？』

　若くてキャピキャピって声じゃないけど、わりと奇き麗れいな声が僕の鼓こ膜まくを震わせた。

「銀之介は僕ですけど」

　教材の勧誘かと思った。よく来るんだ、訳わからないやつが。

　昨日きのうも、東大を初めとする難関大学合格のための特別教材とかなんとかいうのの売り込みの電話があった。まぁ僕の成績を言ったら何も言わずに受話器を切られたけど。

　あ～～、さっさとお断りしてスキヤキ食べなくちゃ。スキヤキ。スキヤキ。スキヤキ。

『私、三年の織おり川かわ静しずかの母ですけど』

「織川先せん輩ぱいのお母さんですか」

　スキヤキが消えた。やっぱり青少年。食欲よりもラブラブ欲の方が強いらしい。

「初めまして。いつも先輩にはお世話になってます。も～～本当に部活の時からその他モロモロ人生の悩みにおいてまで」

　悪い印象は与えないようにと僕は精一杯余よ所そ行きの声をひねくり出してくっちゃべった。

「で、何か？」

『静しずか、そちらに行ってませんか？』

　そう聞かれた。

　一緒にスキヤキをつつく。そんな夢のようなことあったらいいけどない。

「いいえ」

『そうですか』

　心配の吐と息いきが電話回線を伝って僕の耳に届いた。

「あの、どうかしたんですか？　織おり川かわ先せん輩ぱい帰って来てないんですか？」

『一度は帰って来たんだけど。学校に忘れ物を取りに行って来ると言って出て行って。携帯電話も通じないし』

「どうして僕のところに電話を」

『帰りに美術部の後こう輩はいのとこに寄るって言ってたから。部活の連絡網で端はしから電話を。どうも失礼しました』

　織川先輩のお母さんからの電話は切れた。

　僕は受話器を持ったまま考え込んだ。

　本来ならすぐに脳味み噌そがスキヤキになるはずだけどそうはならなかった。

　織川先輩が帰りに寄ると言っていたのは僕んとこじゃないはずだ。先輩は僕の住所は知ってるけど来る理由がない。

　きっと、別の後輩の家で話に花を咲かせていることだろう。

　でも………なんだか胸騒ぎがした。

　背筋がゾックゾクってする感触。動物的第六感って奴やつかもしれない。

「父さん。母さん。僕ちょっと出かけて来る。肉残しといてよ！」

　望みの薄いお願いをして、僕は薄いジャンバーをひっかけると玄関へと向かった。

　帰って来た時、肉が残ってる望みは薄いなってわかってた。

　僕と同じ肉好きの父さんに、肉を残すなんて芸当はちゃんちゃら不可能だからだ。

　でも僕は家を飛び出した。

　牛肉の取り分よりも、織川先輩の方が心配だったんだ。
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　僕は学校へ続く道を走った。

　最初は肌寒かったけど、走ってるうちにそんなものは気にならなくなった。

　もし先輩が帰る途中だったら出くわすはずだ。そうしたら一緒に帰ればいい。肉を失うのは残念だけど、この背中をぞくぞくさせるイヤな感触が消えてくれるだけでも。

　でも僕は先輩とは出会わなかった。

　僕が出会ったのは一匹の野の良ら猫ねこと二匹の酔っ払いだけだ。

　僕は学校へと続く坂を上り、校門をくぐった。

　古ぼけた校舎だ。たまに変質者が出るって噂うわさの玄関前の広場にも人の姿はない。いなくて幸いだ。誰が喜んでブラブラを見たいってんだ。

　学校はとっくの昔に閉まっている。先せん輩ぱいが忘れ物を取りに来たってこんな時間までいるはずがないだろう。

　意味のない行動しちゃったかなって僕は笑った。

「やっぱり他ほかの後こう輩はいの家でくつろいでるんだろ」

　まだ残ってるかもしんないスキヤキの肉に希望をたくし、僕は家へ帰ろうとした。

　と、足を止め、もう一度学校の方を見上げた。

　気がついたんだ。校庭の方が少し明るいことに。

　校庭の照明がつけられているんだ。

「いくら野球部だって、こんな時間まで練習はしないだろう。大会も近くないのに」

　疑問に思った僕は、校舎の壁にそって校庭へと向かった。

　壁の終わりに体を預けると、僕は首を出してそっと覗のぞき込んだ。

　あんまり関わり合いになりたくない種族の皆さんが、すぐ近くのライトの下でたむろってた。




　霊れい長ちよう類るいヒト科ガラ悪亜あ目もく

　霊長類ヒト科眉まゆなし亜目

　霊長類ヒト科顔コワ亜目




　そんな人達だ。

　そんな人達がバイクにまたがってぶるぶる音をたててるんだ。

　すぐにでも見なかったことにしてお帰りしたい僕だけど、そうはいかなかった。

　ガラ悪い人達の輪の中央に、あんまりガラ悪くない人の姿が二つあったんだ。

　片方は……。根ね崎ざき生徒会長だ。別にどうだっていい。

　もう片方は誰だ？

　僕は微妙に視線の角度を変えた。バイクの隙すき間まから見える光景に目を凝こらす。

　そして、自分の動物的直感があたっていることを知った。

　織おり川かわ先輩だったんだ。

　何か長細い筒つつのような物を大切そうに抱きしめてたけど、そんなものはどうだって良かった。

　先輩は、根崎と何かを話してた。

　それが先輩にとっちゃ楽しくない会話ってのはすぐにわかった。いつも優しそうな織川先輩の顔が、ちょっとだけ固くなっていたから。

　僕は覗のぞき見しながら耳をすました。幸い距離的にはそんなに離れてないから何を話してるか聞こえる。

　こんな会話が聞こえて来た。

「いい加減にいい返事をしてくれよ。一体何分ここにいるって言うんだ？」

「何度も言ってます。お断りします」

「ちょっと待ってくれよ。一体何が不満だって言うんだ？　知っての通り僕の家はここらじゃ一番の資産家だ。しかも親父は代議士。見てくれ。こんな連中だって僕のために働くんだ。それに僕の財さい布ふには……」

（しばし根ね崎ざきの僕はこんなにすごいんだぜ話が続きます。耳にする必要ない下らない話なんで削さく除じよ）

「さぁ、教えてくれよ。一体どうしてこんな僕を振ろうって言うんだい？」

　なれなれしく擦すり寄ってくる根崎。

　織おり川かわ先せん輩ぱいは大きく息を吸い込むと、宇宙戦せん艦かんヤマトが波動砲をぶっぱなすように叫んだ。

「あなたが大嫌いだからよ！」

　きっと根崎の頭の中じゃ中国雑ざつ技ぎ団の人がドラをどわぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁんって鳴らしてんだと思う。

「なんだって？」

　よろめく根崎に織川先輩はたたみかけるように続けた。

「あなたの家が資産家だろうが、あなたのお父さんが代議士だろうが、そんなことは私には何の興味もないわ。あなたの財さい布ふにいつも芋いも羊よう羹かんくらいの厚さの札束が入ってることも、あなたの家の便器が純金で出来てることだってどうでもいいこと。ペットにワニを飼ってるとか、玄関から自分の部屋までエレベーターで行くとかなんてもっと知る必要のないことよ。それにこの人達があなたのために働くですって？　馬ば鹿かを言わないで。みなお金のためじゃない。お金さえあればなんでも思い通りになるなんて思わないでよ。もう一度ハッキリ言うわ。私は、あなたと交際する気はありません！　迷めい惑わくだからもうつきまとわないで！」

　格好良かった。

　最高に格好良かった。

　僕は織川先輩に心の中でやかましいばかりの拍手を送った。

　先輩はつかつかと出口のあるこっちへと歩いて来る。

　口をパクパクさせる根崎がいい気味だった。

　ここに来たら最高のよくやったよ拍手で迎えようと僕はスタンバった。

　でも、僕は忘れていた。

　これまで全すべて自分の思い通りになってた奴やつがガツンとやられた時、その怒りは天をも焦こがすってことを。

「僕を振ったこと。後悔させてやれ！」

　根ね崎ざきはガラ悪連中にそう命令した。

　ヒュー！

　眉まゆなしが口くち笛ぶえを吹いた。

　危険だ！　危険信号ビービービーだ！

　僕は飛び出した。

「あれ？　駒こま犬いぬ君」

　目を丸くする先せん輩ぱいの手を摑つかむと僕は逃げようと校門向けて走った。

　でもねぇ、常識的に考えたって人間の足とバイクのタイヤとじゃバイクのタイヤの方に軍ぐん配ばいが上がるんだよ。

　もし僕が８マンとかガッチャマンだったら状況は変わったろうけど、僕は運動ウンチの高校生だ。百メートルのタイムだってトイレの個室でしか呟つぶやけないくらいに情けなく……。

　バイクが僕らを取り囲んだ。

「どうする？　こいつら？」

「校庭で追いかけまわしてやろうぜ！」

「そりゃ面おも白しろい！」

　よっぽど娯ご楽らくに飢うえてんだろうか？　僕らは玩具おもちやにされてしまった。

　バイクが、まるでウサギ狩りでもするみたく僕らを追いかけ回した。

　僕は何度もバイクの上から背中を蹴けられた。

　尻しりだって蹴けられた。

　僕は先輩をかばおうと一生懸けん命めい体を動かしたけど、体力のなさには勝てない。

　もはや歩くような速度でひいこら僕が言ってる時だ。織おり川かわ先輩が僕の手をぐいって強く引っ張った。

「こっち！」

　僕は織川先輩に引っ張られるまま、校庭の端はしにあった小さな建物に飛び込んだ。

　織川先輩はすぐに、扉を閉める。真まつ暗くら闇やみの中、がちゃがちゃという音だけが響いた。

「出て来い！」

「開けろ！」

　ドンドンと扉を激しく叩たたく音、吐はき気のするような怒ど鳴なり声。

　それらがしばらく続いてたけど、やがて収まった。

「電気つけようか」

　カチって音がして室内に明かりがともされた。

　そこは野球部の部室だった。土とグローブの革の香りがする中、バットやグローブ、ヘルメットやボールの入った籠かごが置かれていた。

　鉄製の扉は金属バットをかんぬきとして使ってしっかり鍵をかけられていた。

　回りは全すべてブロック。そして扉はターミネーターでも骨折しそうな鉄の扉。さすがにガラ悪連合も諦あきらめたんだろう。もう外では何の音もしない。

「野球部のマネージャーやってた友達に聞いたことがあったの。こうやって、中から鍵をかけて……………なことする人がいるって」

　この………………にどんな言葉が入るのか、青少年の僕にはわかった。

　こんな状況ながらちょっと恥ずかしくなって、僕は微妙に視線ずらして尋ねた。

「よ、よく暗い中で出来たね」

「暗くら闇やみに入る時に片目をつむるといいっていうのを聞いてたから」

　会話が止まった。

　それぞれ適当なとこに座ってうつむくだけの時が流れた。

　最初に口を開けたのは、織おり川かわ先せん輩ぱいだった。

「どうして？」

　質問の意味はわかる。どうして僕があんなとこにいたかだ。

「先輩のお母さんから電話があって。忘れ物を取りに行くって出て行って帰ってこないけど僕の家に来てないかって。先輩が後こう輩はいの家に寄るって言ったから美術部の一年二年の家に片っ端ばしから電話してたみたい」

　僕は先輩が大事そうに抱える包みを指した。

「それが忘れ物なの？」

「そう。何だかわかる？」

「それ、絵入れる筒つつでしょ。先輩が描いてる絵ですか？」

　先輩は何も言わずに、ポンと筒の口を開けた。

　そこから丸めた画用紙を引っ張り出し、広げる。

　開かれた絵を見た僕は、喉のどを凍こおりつかせた。

　それは僕の描かいてた絵だったんだ。

　緑の絵の具しか残ってないから雑草の原っぱを描いた。山に置きっぱなしにして来たあの絵だったんだ。

「天気予報で今夜雨になるって言ってたから」

「そんな、どうして」

「……………言ったじゃない」

　先輩はちょっとだけ顔をうつむかせて、小声で言った。

「この絵が好きだって。こんな絵を描ける人が……」

　ブルルルルルルル！

　バイクの音がして、織川先輩は言葉を止めた。

　バイクの音はだんだんと大きくなって来る。

「何やってるの……かな？」

　先せん輩ぱいは不安げにそう呟つぶやいた。

　僕の背筋を、あいつが走った。

　またまた動物的第六感って奴やつだ。

「先輩！」

　僕は先輩を突き飛ばした。押し倒すみたいになって、ちょっといやんな体勢になったけどドキドキしてる余よ裕ゆうなんてない。

　ドッカァァァァァァァァァァァァァァァァァァァァァァン！

　シュワちゃんしか作れないような破壊音がそれまで先輩の座ってた後ろでおこった。

　一台のバイクが、ブロック塀べいを突き破って飛び込んで来たんだ。

　もちろんバイクの頭はべこべこになったけど、ブロック塀に大穴が開いた。

　バイク一台おしゃかにしても僕らを引き摺ずり出したかったんだ。

　飛び込んで来たガラ悪連中によって、僕らは外へと引き摺り出された。

「またお前かよ」

　根ね崎ざきはウサギのフンでも見るような目で僕を見た。

「根崎さんよ。こいつ、好きにしちゃっていいっすよね」

　眉まゆなしがひっひと笑いながら近寄って来た。こっちに来るなって目で威い嚇かくしたけどどうにもならなかった。

「勝手にしろ」

　根崎の言葉を引き金にして、僕はまたタコになった。どうせタコなら墨すみくらい吐はければいいんだけど、そんな特異体質じゃない。

　眉なしだけじゃない。数人のガラ悪連中が僕を殴なぐりつけた。蹴けりつけた。引っぱたいた。踏みつけた。つねった。

　昼間つけられた傷口がパックリ開いた。新たな傷も一杯出来た。めっぽう痛かった。

　必死に抵抗したけど、多た勢ぜいに無ぶ勢ぜい。筋肉の総合量がケタ違いなんだ。

　僕はひたすらボッコボコにされた。

「止めてぇぇぇぇぇぇぇぇ！」

　織おり川かわ先輩の悲鳴が響いた。

「止めろ」

　根崎は命令した。

　眉なしは不満そうに僕の顔にツバを吐はきかけた。

　でも、親切心を出して待ったサインを出したんじゃないってことはありありだった。

　血が流れ込んで、レッドコンタクトになった僕の瞳でも、根崎の吐き気のするようないやらしい笑みは見えた。

　根ね崎ざきは、いやらしい笑みを口元にぶら下げて、先せん輩ぱいにこう言ったんだ。

「止めて欲しかったらそこで脱ぬげ」

「え？」

　先輩は表情を強こわばらせた。そりゃいくら九州の四月だからってまだ肌はだ寒い……じゃなくって、こんな連中の前で服を脱ぐなんてことが出来る訳が。

「そうしたら、止めてくれるの？」

　なんだって！

「ああ」

「彼には何もしないって約束して」

　ちょっと待ってくれよ！　先輩！

「約束するさ」

　そんなの噓うそに決まってるだろ！　駄だ目めだ！　止めてくれ！　先輩！

「……わかったわ」

　先輩は………上着を静かに脱ぎ捨てた。

　ゆっくりと、シャツのボタンも外していく。

　僕は力を振り絞しぼると思い切り叫んだ。

「先輩駄だ目めだ！」

「お前は黙ってろ！」

　眉まゆなしが僕の脇わき腹はらを思い切り蹴け飛とばした。

　胃袋が裏返るような衝しよう撃げき、僕は何も喋しやべれなくなった。意識だってなんかだんだん薄れてく。

　ぼんやりとした視界の中、先輩はシャツをはらりと脱ぎ捨てた。

　ピンク色のブラが見えた。

　それが本当にピンク色なのか、それとも僕の瞳に流れ込んだ血液によるものかはわからなかった。

　悔くやしかった。

　悔しくて悔しくてたまらなかった。

　涙がだーだー出た。

　これ以上、こんなことを続けさせるわけにはいかない。これ以上。

　僕は両腕に力をこめて体を起こそうとふんばった。

　そんな時だ。

　ころころころ。

　僕のポケットから転げ落ちたそいつが、ころころと僕の目の前へ転がって来た。

　真っ白くて、楕だ円えん形けいの物体。

　そう。生卵だ。

　奇き跡せきだった。

　これだけいろんな人にタコにされてながら、ポケットの生卵が無傷でいたなんて。

　僕は神様に感謝した。とっても非力な駒こま犬いぬ銀ぎん之の介すけだけど、これさえあれば不条理なまでの力を手に入れることが出来る。

　今、いやらしい目つきで先せん輩ぱいを眺めている輩やから全員をハンバーグ用のミンチ肉に変えてもお釣つりがくる力だ。

　僕は生卵を握り締めた。

　少し離れたとこに転がっていた野球のヘルメットに手を伸ばした。

　ヘルメットの中に卵を割り入れカラを投げ捨てた。

　あとはこれを覗のぞき込みさえすればいい。それだけで僕は………。

　僕は動きを止めた。

　気がついたんだ。

　確かにこれを覗き込みさえすれば僕は筋肉番付けで軽くトップを取れる体になる。素手で缶かん詰づめを開けられる超人になる。

　でもそれは、先輩に僕のおぞましい変身を見られるってことなんだ。

　僕の頭に、これまで僕の変身を目まの当たりにした人達の姿が思い浮かんだ。

　ある者は泣きわめいた。

　ある者は失神した。

　ある幼児は恐怖のあまりひきつけを起こした。

　ある老人は恐怖のあまり心臓発作を起こした。

　僕に恐怖する先輩の姿を見るのはつらい。

　だから、変身する訳には……………。

　……………………。

　…………。

　僕は何考えてんだ。

　僕はフンって笑った。自分自身を思い切り馬ば鹿かにして。

　先輩は僕を助けるために、服を脱ぬいでいる。

　僕だって先輩を助けるために、脱いで当たり前じゃないか。

　人間って服を。

　僕はゆっくりと立ち上がった。

　先輩と目が合った。他ほかの連中は先輩の肌に目を釘くぎ付づけにされてるけど、先輩だけは僕が何かをしようとしてるのに気がついたんだ。

　変身したら、僕の青春日記も終わる。この街にだっていられなくなる。

　全すべてが終わる前に、これだけは言っておこう。

　僕は、絶対に聞こえてないだろうけど、ゆっくり口を動かした。

「ずっと好きでした。織おり川かわ先せん輩ぱい」

　僕はヘルメットの中を覗のぞき込んだ。

　ヘルメットの中では黄色い塊かたまりがこっちを見てた。

　体中の血液がぐつぐつ沸ふつ騰とうする感覚が全身を走った。

　突出する耳。ニョキっと突き出る牙きば。ズボンの尻しりの部分を突き破る尻尾しつぽ。

　肉体変化にともなって傷なんてもんは跡形もなく完治した。

　僕は、オオカミになった。

　照明に照らされた灰色の毛並みが、きらりと銀色に光った。

「ぐるるるるるるるるるる！」

　僕は牙を剝むき出し唸うなった。

「ん？」

　耳慣れない唸り声に、根ね崎ざきやガラ悪連中が振り返った。

「なんだあいつ？」

「どこのどいつだ？」

　根崎とガラ悪連中はそんなことをくっちゃべった。

　大おお方かた妙なぬいぐるみをかぶった奴やつとしか思ってないのだろう。

　僕は腹の底から強くハウリングした。

　そして、体の全てを怒りに任せた。




　僕は基本的に暴力は嫌いだ。

　暴力では何も解決しないって常ながら思ってる。

　でもこの時だけは違ってた。

　僕は暴れた。

　徹底的に暴れた。

　バイクを叩たたき潰つぶし、ガラ悪連中を投げ飛ばし蹴けり飛ばし踏み潰つぶし。

　悲鳴を上げて逃げ出す奴らまで追いかけてぼこぼこに殴なぐりつけた。

「この化ばけ物ものめぇ！」

　眉まゆなしが金属バットを振り上げて襲いかかって来た。

　僕は金属バットを片手で受けとめると軽く握り潰してやった。

「ばっ馬ば鹿かな！」

　顔面蒼そう白はくでよろよろと下がる眉なしの肩に嚙かみつくと、そのまま思い切り振り飛ばしてやった。

「ひぃひぃひぃひぃひぃ」

　腰を抜かした根ね崎ざきが、シャクトリ虫みたいな動きで逃げようとしていた。

　僕は根崎の前に静かに立った。

　根崎は僕の獣けものの足を見て動きを止めた。ゆっくりと顔を上げる。

「た、助けてくれ。金ならいくらでも出す」

　僕は根崎を思い切り蹴け飛とばした。

　根崎の体は五十メートルくらい吹っ飛んでフェンスに突き刺さった。

　全員をぶちのめし、校庭は静かになった。

　僕に残ってた耳搔かき一杯分の理性が、殺人だけはやらせなかった。

　でも、殺人にいたる一歩手前で止めたってだけだ。

　まず間違いなく、こいつら全員、半年はまともに歩けないだろう。

　このまま放置しておいたら、朝が来る頃には半数以上がくたばってるはずだ。

　炎えん上じようするバイクからの焦こげ臭くさい香りが、僕の濡ぬれた鼻をくすぐった。

「…………駒こま犬いぬ君」

　僕の集音率の高い耳が、その音を拾った。

　これまで意図的に見ようとしなかった先せん輩ぱいに僕は目を向けた。

　脱ぬぎ捨てたオーバーをはおった先輩が、僕を見つめてた。

　表情は固まってた。そりゃそうだ。ホラーチックな変身のうえにこんな野や蛮ばんで残ざん虐ぎやくな暴力シーンを目撃したんだ。ニッコリ笑ってまた明日あしたなんて言える訳がない。

　次に出てくる言葉は、悲鳴な泣き声に決まってる。

　でも弁明はしたい。

「織おり川かわ先輩。僕は……」

　見かけはこんなだけど、中身は気弱でどっちかっていえば優しいな男の子なんだよ、ってなことを言いたかったけど……神様って意地悪だ。

　ぴーぽーぴーぽーぴーぽー。

　パトカーの音だ。さすがにこのバイオレンスシーンのどっかんどっかん音が警察に通報されたらしい。

　僕は逃げた。

　フェンスを駆かけ登り、山の方へ逃げた。

「駒犬君！」

　織川先輩が僕を呼んだように聞こえたけど、きっとそれは気のせいだ。

　きっと悲鳴か泣き声なんだ。




　僕はオオカミのまま家に帰った。

　やっぱりあの時用意されていた肉は父さんの胃袋に吸い込まれていた。

　その後で僕のために肉を調達しに行ったんだろう。最寄りのスーパーのパック肉が目についた。

　僕のためにスキヤキを用意してくれる二人の前で、僕は土ど下げ座ざした。

　そして全すべてを話した。

　織おり川かわ先せん輩ぱいを助けるために変身したこと。変身を先輩に見られたこと。目め茶ちや目茶に暴れたこと。三十人くらいぶちのめしたこと。二十台くらいバイクを叩たたき潰つぶしたこと。もうここにいられないこと。

　一部始終をだ。

　全てを話終えた時、僕は人間に戻っていた。

　父さんも、母さんも怒らなかった。

　黙ってそうかって頷うなずいただけだった。

「さてと、母さん。それじゃあの用意をしてくれないか」

　父さんが明るく言った。

「はい」

　母さん部屋から大きな筒つつ状じようの物を持ってくると、それを壁に張り付けた。

　それはところどころに赤い点の打たれた巨大な日本地図なんだ。

「銀ぎん之の介すけ。いつものようにズバっとやってくれ」

　父さんの手から僕にダーツの矢が渡された。

　引っ越し前の恒こう例れいの儀ぎ式しきなんだ。

　これまで何度このダーツを投げただろうか？

　地図についてる点の数はもう二十を超えてるはずだ。失敗を考えると投げた回数はそれ以上だろう。

　僕は目を閉じると、てきと～～に矢を投げた。

　ブス！

　目を開けた。

　ダーツの矢は、本州の中心の辺りにズバっと刺さってた。

「よし」

　父さんは大きく頷き、はっきりとした口調で言った。

「引っ越し先が決まったぞ」
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　夜中、少しだけ小こ雨さめが降った。

　そして太陽が昇る頃、家の中は空っぽになっていた。

　反対に父さん愛用の大型バンは荷物で一杯になってる。

　自慢じゃないがうちは引っ越しのエキスパートだ。

　引っ越しの準備なんて一晩あればおつりが来るくらいなんだ。

　引っ越しって言うよりは、夜逃げっていう感じだけど、とにかく速いんだ。

　僕は最後の荷物。僕の服を一まとめにしたバッグを車に押し込むと、そのまま乗り込もうとした。

　そこで待ったがかけられた。

「待てよ」

　父さんだった。

　うつろな目を向ける僕に、父さんは穏やかに言った。

「お前、その先せん輩ぱいとやらに会って来たらどうだ？」

「え？」

　続いて母さんが口を開いた。

「警察がうちに来ないことを考えるとあんたのことは言ってないはずよ。見た感じでわかってたけどやっぱりいいお嬢じようさんじゃない」

「会って伝えて来いよ。自分の気持ちをさ。うまくいけば文通くらいしてくれるかもしれんぞ。それに、後あと味あじが悪いだろ？」

　父さんの言う通りだった。後味は破滅的に悪かった。アジの骨が親知らずが出てくる辺りに突き刺さってる気分なんだ。

「………うん。行って来る」

　僕は、こっくり頷うなずいた。

「ここで待ってるからな」

「しっかりね」

　父さん母さんの応援を背中に、僕は旅だった。

　目指すはいつもの自動販売機前だった。




　十分後、僕はいつもの自動販売機前にいた。

　時計を見た。いつも登校している時間にはまだ十分くらいある。

　僕は先せん輩ぱいの来る通りに顔を突き出し、長く伸びた通りを見やった。

　まだだろうと思ってたけど見慣れたセーラー服が瞳に映った。

　織おり川かわ先輩だった。こちらに向かって歩いてくるとこだ。

　僕はブロック塀べいに背中をつけ、冷たい感触を味わいながら大きく深呼吸した。

　出ていく勇気を固めるのに少し時間が必要だったんだ。

　ようやく固まった勇気を胸に、僕が飛び出そうとした時。

　すぐそこまで来ていた先せん輩ぱいの声が聞こえた。

「お願いだから出て来ないで」

　先輩はそう言った。間違いなくそう言った。

　その口調には大きな怯おびえと、ほんの少しの悲しみ色が交じってた。

「出て、来ないでね」

　織おり川かわ先輩はさっき頭を出した僕を見たんだろう。僕がここにいるのに気がついてるんだ。

　もし僕が飛び出したら、先輩は恐怖のあまり悲鳴を上げてしまう。

　そして、先輩はその悲鳴で僕が傷つくことを知っている。

　出てこないでねって言うのが先輩なりの精一杯の優しさなんだ。きっと。

　終わった。全すべて。

　僕は大きく息を吐はき出した。悲しいけど、親知らずんとこのアジの骨は抜けた。

「ありがとう。さよなら。先輩」

　僕は小声でそう呟つぶやくと、全速力で家に向かって走った。

　自分では見えなかったけど、落ちる涙が朝日に反射してキラッって光ってたと思う。




「どうだった？」

　帰って来た僕に父さんは言葉少なくそれだけ聞いた。

　僕は黙って首を横に振った。

　口を開くと、嗚咽おえつになってしまいそうだから何も言えない。

「そうか」

　父さんもそれ以上深くは聞かなかった。黙って引っ越し大型バンの運転席に乗り込んだ。

　母さんも黙って僕の肩をポンと叩たたいてから助手席に乗る。

　僕も二人に続いて車に乗った。

　荷物でポンポンの後部座席の隙すき間ま。そこが僕のお決まりの席だ。

　荷物の中に体を埋うめて、僕は出発を待った。

「さてっと、それじゃ新たな故郷目指して行きますかっと」

　エンジンがかけられ、小さな振動が体に伝わった。

　そして、僕らは五カ月の長なが崎さき生活にピリオドを打ち込んだ。
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「そうそう。ダーツの刺さったとこ、インターネットで検けん索さくしてみたぞ」

　出発してからすぐ。父さんがポケットから折り畳たたんだ紙を取り出し母さんに渡した。

「へ～～～、長なが野の県の飯いい波なみ市ってとこか。適度に田舎いなかと都会が交じってていいとこみたいじゃない」

「関かん門もんトンネルをくぐって本州へ渡る。せっかくだから広島で一泊するか？　カキがうまいらしいぞ」

「いいわね。それ」

「よし、決まりだ。それから中央高速を通って長野県へと向かう。さすがに途中でもう一泊せにゃならんかな？　とにかく、来週にはもう飯いい波なみ市だ。着いたらいつものように不動産屋をまわって……」

　父さんと母さんの会話も、僕にはよく聞こえてなかった。

　窓から見える光景も、プールの中で目を開けたようにしか見えてなかった。

　さよなら九州。さよなら長崎県。さよなら、………織おり川かわ先せん輩ぱい。

　僕は殺さつ風ぷう景けいなワゴン車の天てん井じようを見上げて、心の中で絶叫した。

　ちくしょ～～～、次の町じゃ絶対正体がばれるなんてこたしね～ぞぉぉぉ！




「お願いだから出てこないで」

　祈りが通じたんだろうか。

　頭を出しかけていたムカデはまたブッロック塀べいの亀き裂れつへと引っ込んだ。

「良かった」

　その女子高生はほっと胸をなで下ろしてから、足早に角を曲がって自動販売機の前に立った。

「そろそろ来る時間ね」

　そう呟つぶやいて自動販売機に背中を預ける。

　彼女は知らない。

　いくらここで待っても、彼女の望む人物がここには訪れないことを。





完　　　　　　　　　　　　　　　　















　　　思い出ぼろぼろ







「いろいろあったな。僕の十七年」

　もちろん、今タンスの中から零こぼれ落ちた三つの思い出はその中の一部でしかない。

　でも、本当に忘れられない思い出達だ。

　窓から見える空はすっかり夕焼け色に染まってる。思ったより長い時間思い出につかってたようだ。

　ちなみに、ビンコーラの中の炭酸もすっかり大人おとなしくなっていた。

「元気してるかな？　みんな」

　銀ぎん之の介すけが、少女らの顔を思い浮かべたまさにその時、この部屋の主あるじがやっとこさ戻って来た。

「唐とう子こ。えらく長い時間どこ行ってたんだよ？」

　銀之介の問いには答えず、唐子は抱えてた物をかちゃかちゃとセットし始めた。

　三脚つきのカメラだ。

「うちの常連さんにすっごいカメラの好きな人がいるんだ。今その人の家まで行って借りて来たの。タイマーつきのカメラを」

「あ？」

「家はそんなに遠くないんだけど、使い方を教えてもらうのに時間がかかっちゃってさ。え～～っと、ここをこうやってと、こうすればタイマーがかかるんだよね」

　何とかタイマーセットを終えたのだろう。唐子は角度を調整し、満足したように頷うなずくと銀之介のとこへすっ飛んで来た。

　困こん惑わくする銀之介をそのままに、隣にどっかと腰を下ろすとぴったりと体を密着させる。

「おいおい、一体どうしたって」

　あくまで困惑路線をさ迷う銀之介に、唐子は一言だけ言った。

「アタシは大丈夫だから」

「はい？」

「アタシは絶対大丈夫だから。これからだって絶対に銀之介君のこと怖がったりしないから。だから写真撮とろ」

　銀之介の袖そでがぎゅっと捕まれた。

　唐子にしては珍しい真顔だ。

　なんか、いつもより可愛かわいく見えて、銀之介は奇妙な息ぐるしささえ覚えた。

　でも……嬉うれしかった。

　唐とう子この心こころ遣づかいが嬉うれしかった。

　本当に嬉しかった。

「ありがとな。唐子」

　銀ぎん之の介すけは唐子の耳元で囁ささやいてから、カメラを見つめた。

　十秒待った。

　何も起こらなかった。

　もう十秒待った。

　やっぱり何も起こらなかった。

　根気よくもう十秒だけ待ったけど、やっぱりカメラは沈黙したままだった。

　第一タイマーのカメラってのはジ─────って音が聞こえてくるはずだ。なのにこのカメラはあまりにも無口だ。

　人見知りするカメラだったとしてもあまりにも静か過ぎる。

　雰囲気的にちょっと言い出しにくかったけど、銀之介は勇気を振り絞しぼって呟つぶやいた。

「ボタンか何かを押し間違えてるんじゃないか？」

　ビンゴだった。

　それから二人で脳味み噌そこねくり回してカメラと格闘すること数分。

　やっとこさ、カメラはジ──────ってタイマー音を口ずさみ始めた。

「ほら、速く!!」

　二人はカメラの前にスタンバると、にっかりと笑顔を向けた。

「ねえ、銀之介君」

　あくまで顔はカメラに向けたまま、唐子が口を開いた。

「なに？」

　銀之介もそのままの笑顔で応じる。

　ジ～～～ってカメラの熱い視線を浴びながら、唐子は言った。

「アタシ、絶対に銀之介君のこと怖がったりしないよ。たとえ銀之介君がどんなになったってさ。だって好きだもん」

　唐子にしてみれば、アタシ犬が好きなの！　うどんが好きなの！　ジョージ山本が好きなのってレベルの発言だったのかもしれない。

　でも、こーゆー言葉にとんと慣れてない銀之介にとっちゃ手しゆ榴りゆう弾だんが頭の中でドッカンしたのと同じくらいの衝しよう撃げきだった。

　跳はね上がる心臓ポンプで血流が倍増、顔は真まっ赤かで目はまん丸。

　せっかく作ってた笑顔もどっかにふき飛んでた。

「え！！！！！！！！」

　驚き３００パーセントで唐子を見る。

　無常にも、時を同じくしてカメラが可愛かわいらしくクシャミをした。




　カシャリ。
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　　　あとがき







　そう言えば、銀ぎん之の介すけって引っ越しばっかしてるって設定だけど、どんな感じに引っ越ししてたのかな？

　なんて唐とう突とつに疑問を覚えた。

　僕ってば自分で書いてるくせにあんまし考えてないんだよね。最近は多少マシになったけど昔はこの傾向が強かった。

　ぶっちゃけ、読者の皆さんの方が裏設定を詳くわしく考えてるってことも多々あったのだ。

　昔はいただいたお手紙を読んで叫んだもんだ。

『こんなとこまで考えてね～～！』

　ま、そんなこんなで出来上がったこの昔話特集。

　銀之介君ってば日本全国津つ々つ浦うら々うらに女がいるんだってことが、よっく理解していただけたと思います（笑）。




　さてさてさて、引っ越しといえばこの僕。ついに引っ越しを決意しました。

　テーマは純和風。

　目指すは畳たたみの部屋。

　男の夢は風呂とトイレが別々。

　この三点を念頭に置き、僕の大蔵省と相談しつつ部屋探しをぼちぼち進めています。

　だってさ～～、せっかく立派な忍者刀が手に入ったのにさ～～、フローリングの部屋に飾ってもなんかしっくり来ないんだもん。

　ゆくゆくは床の間のある部屋、そして縁えん側がわのある部屋、最終目標はどんでん返しだ。

　ま、そこまでいったら自分で建てなくちゃ絶対無理だろうけど。




（大蔵省と相談タイム）




　……仕事がんばろ。





阿あ智ち太た郎ろう



　言っておきたいこと（今回は一言じゃないよ）





その①　忍者服、忍者鉢はち巻まき、忍者刀、忍者靴下、忍者靴、手しゆ裏り剣けん。だいぶ忍者グッズがそろって来た。何か活用の場を考えないと。

その②　スイカばっか食べてたら血便が出た。僕ももう長いことないかもしんないってブルーになったけどよく調べたら血便じゃなくてスイカが出ちゃっただけだった。しかしスイカごときも消化出来なくなってるなんて、そ～～と～～弱ってたな僕の胃腸。



















初出





いつでもどこでも着ぐるみで──電撃hp Volume 11

ポケットの生卵──電撃hp Volume 8
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阿あ智ち太た郎ろう

１９７８年生まれ。『僕の血を吸わないで』で第４回電撃ゲーム小説大賞〈銀賞〉を受賞。独特な笑いとハートウォーミングな世界を描きファンの支持を集める人気作家。現在ＢＳＱＲ（channel 489）でラジオ番組のパーソナリティにも挑戦中。
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イラスト／宮みや須す弥み

数々のＴＲＰＧ誌やゲーム雑誌などで活躍するイラストレーター。現在「電撃ｈｐ」誌上に『僕の血を吸わないで ザ・コミック』を連載中。ほかに『女神学園』（メディアワークス刊）などがある。









[image: ]電撃文庫





僕ぼくにお月つき様さまを見みせないで⑤




思おもひでぼろぼろ








阿あ智ち太た郎ろう
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